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  プロローグ　老人は空に落ちる


  



  「ねえっ！　そこの、男の人！」


  　その跳はねた声に振り返ったのがいけなかったのか。


  　男は考える。どこで間違えてしまったのか。どうしてこんなことになってしまったのか。


  「おじさんさあ？　死ぬとしたら、どうやって死にたい？」


  「……？」


  　浅くフードを被かぶった少女は、咥くわえた棒付きキャンディーに指先を添え、無邪気な笑顔で近づいてきた。少なくとも無邪気に、見えるような笑顔で。


  　ゼブラ柄のパーカは夜中でも目立つショッキングピンク。シマウマのくせに保護色を纏まとう気はないのか。あるいは、草食系の毛皮を被った肉食動物なのか。


  　──いやいや、〝不自然〟だろ。


  　対たい峙じする男は大柄の無ぶ精しよう髭ひげ。腹の出た熊のようなシルエット。一見すれば不審者とおぼしきはこちら。しかし後あと退ずさりしたのは、熊の方だった。


  　──これはどう考えても、〝不自然〟だよな。


  　コンビニを出た時、陳列棚の上にかかった時計の針はすでに〇時を回っていたはずだ。こんな真夜中に、それもコンビニを離れた人ひと気けのない歩道で、見ず知らずの少女が自分に声をかけてくる道理が見当たらない。


  「一度くらい考えたことない？　死ぬとしたら、どうやって死にたいかってさ。痛いのはヤだよね。焼かれたり、溺おぼれたりなんてのはぞっとしない？　私のおすすめはね、老死」


  　少女が近づくたび、男は一歩、踵かかとを下げる。男は答えない。突然の出来事に、答えられない。


  「おじさんは何歳？　三〇代、前半くらいかなー。それもまあぞっとするかな──三〇代の老人、なんてのもさ」


  　少女はもう、すぐ目の前。蛍光灯の強い光をその瞳に反射させ、上目遣いに男を見た。


  　少女は目を細めた。まるで悪いた戯ずらに成功した子供のように、怪け訝げんな表情の男を置いてひとしきり笑ったあと、キャンディーを噛かみ砕く。


  　──ガリッ。静かな夜道に、それはやけに大きく響いた。


  「おじさんさあ。何か喋しやべれよ？　むかつくんだけど」


  　少女が大きめのショルダーバッグから取り出したのは、五〇〇[image: ]のペットボトルだった。


  　男は思い返す。少女はボトルのキャップを捻ひねって、飲み口を男へ向けた。まるで「飲む？」とでも言っているかのように。


  　男は記憶を辿たどる。あの時、飲み口から溢あふれ出たのは、──灰色の、煙。


  　男は叫んだのかもしれないし、恐怖で声も出せなかったのかもしれない。明確に覚えているのは、少女の笑い声。耳を刺す、甲かん高だかい声。──あははっ。


  　瞬またたく間に、煙は男の体を覆おおい尽くした。


  　──あははっ。ははははははっ。


  　弾かれたように煙を振り払って、男は少女の笑い声から逃げ出した。


  「何で──。何で俺なんだ」


  



  　何で。


  　何で──。


  「はあ、はあ……」


  　息はすぐに切れた。脇腹に刺すような痛みが走り、膝ひざががくがくと震ふるえた。がむしゃらに走り、躓つまずき、街灯が点々と延びる歩道に転がった。おかしい。体が、うまく動かない。


  　節々の痛みに耐え、慌てて後ろを確認する。少女は追いかけてきていない。四つん這ばいのまま目を閉じて、息を整える。


  「──おいおい、大丈夫か？」


  　頭上から聞こえた声に、男は体を強こわ張ばらせた。


  　アスファルトを映す視界が人影で陰っている。男の前に、何者かが立っている。


  「幽霊でも見たのかよ。ジジイの全力疾走なんて、見てるこっちがぞっとするぜ」


  　男の頭の天てつ辺ぺんに、呵か々かと快活な笑い声が降る。視線の先に映るワインレッドのブーツには、厳いかつい鋼鉄のプレートが宛あてがわれていた。


  　しかし恐る恐る顔を上げてみると、夜よ闇やみに映える白い太ももとスカートがある。薄手のロングコートを着た彼女は、線の細い女性だった。腰まで届くダークブラウンの長い髪が、街灯に照らされ光沢を放っている。


  「ああ……」


  　気が付けば、男は目め尻じりに涙を溜ためていた。助かった。さっきの少女とは別の存在に、そう安あん堵どした。差し出された手を握り、全身に走る痛みを堪こらえて立ち上がる。


  「……幽霊というか、暴漢に遭ったんですよ。いや、女の子でしたが……。突然煙を浴びせられて──」


  「そりゃ災難だったな、じいさん」


  「……じい、さん……？」


  　女の握る自分の右手が、異様にしわくちゃになっていることに気付く。三〇年以上も共に過ごしてきた自分の手が、まるで他人の手のように、見慣れないものになっていた。


  「ひっ……!?」


  　男は慌てて腕を引いた。しかし女はその手を強く握ったまま、離さなかった。


  「っと。まあ待てよ。ちょっと訊ききたいことがあるんだ──」


  　大柄な男の体に身を寄せた女は、その耳元に囁ささやく。


  「死ぬとしたら、どうやって死にたい？」


  「──!?」


  　この女も、やばい。そう気付いた時には遅かった。女は男の肩に腕を回し、シャツの襟えり首くびを握る。


  「心臓を強く持てよ。話を聞く前にポックリ逝いかれちゃ困るんだ」


  「ま、待てっ、俺は誰にも言ってない！　警察にもマスコミにも、俺は何も話してない。あの日のことは……あのバスジャックのことは、一切誰にも──！」


  　とん、と女はワインレッドのブーツで、アスファルトを軽く蹴けった。長い髪がふわりとそよぎ、次の瞬間、その体は男を抱いたまま──空へ、落ちてゆく。


  「──あああああ！」


  　その恐怖に、男は強く目を瞑つぶった。皮膚が粟あわ立だち、心臓が収縮する。肌に触れる空気が冷えてゆく中、男は懸命に叫んだ。


  「殺さないで！　殺さないでくれ！　俺は明日、町を出るんだ」


  「何で？」


  「もう嫌いやだ！　もうこんな町、俺は……！」


  「おまえの気持ちを訊いてるんじゃねえよ。交差点を曲がりきれずに衝突したバス。フロントガラスには二発の銃弾の跡。弾はどこにも見当たらねえ。撃った奴も見つからねえ。事件は終わってねえだろ。なのに何で、事故を起こしたそのバスの運転手が、お咎とがめもなしに町を出られるんだって訊いてるんだ。なあ？」


  　天も地もわからない混乱状態の最中、轟ごうという風音に紛まぎれて女の声を聞いた。男は必死になって女にしがみついていた。


  「嫌だ！　降ろしてくれっ！　何で俺がこんな──！」


  「うるせえよ！　質問してるのはこっちだろうが」


  　ぴたりと風は唐突にやんだ。


  　がちがちと震ふるえる自分の歯音でもって静けさを知り、夜空への落下が終わったことを知る。


  　男は恐る恐る目を開けた。すぐ目の前に女の顔があった。切れ長の瞳が、男を見つめていた。


  「バスジャックって、おまえ言ったな。つまりバスはオレたちみたいな、〝不自然〟な力を持つ者に襲われた。そういうこと、だろ？」


  　女は沸き上がる喜びを噛かみしめるように、口の端はを持ち上げた。


  「あの事故はやっぱり、ワーストエンドの読み手の仕し業わざだった。そういうこと、なんだろ？」


  　女に前襟を掴つかまれ、男は女から引き剥はがされる。視界が広がり、周囲の光景が目に入る。


  　そうして初めて、この異常事態を理解する。


  「ああっ……！　そんな」


  　老人と化された男の全身は硬直し、裏返った声が喉のどから漏もれる。


  　まるで、水中を漂っているかのように。


  　二人の体はゆっくりと自転しながら、夕ゆう陽ひヶが丘おかの町上空を浮遊していた。


  　頭は地に、足は空へと向いている。宙に浮いて二人きり。点々と明かりの灯ともる町並みを、男は見上げる格好で見下ろした。海へ延びる川に架かった鉄道橋を、ミニチュアのような電車の明かりが、滑ってゆく。


  　足元に広がる夜空では、雲がかる半月が粛しゆく々しゆくと溶けている。空は静寂に満ちていた。


  　男は地に足つかない浮遊感に震ふるえ、強く女の腕にしがみついた。不思議と重力は感じない。自分の体が風船となって、女の腕に引っ掛かっているといった感覚。手を離せば、この体はどこまでも飛んでいってしまうのではないか。そんな直感がある。自分の命綱は、この細い腕一本しかないのだという予感が。


  「はっ、はっ……！」


  　冷えた空気に体は凍えているのに、脂汗が吹き出してくる。


  　逆さまであった二人の体はゆっくりと、反転した。


  「おまえが嫌いなこの町に、一六冊の絵本がある。最悪な結末の描かれた〝ワーストエンド・シリーズ〟ってやつだ。物語の悪役に気に入られたら、奴らの能力を借り受けることができる」


  　眼下に夕陽ヶ丘の町並みを見下ろし、女は月光を浴びて呵か々か大たい笑しようした。


  「わくわくするだろ？　なあ！　他にどんな絵本があるんだ？　他にどんな読み手がいるんだ。借り受けた力でよ、そいつらは何をするんだろうなあ？」


  「はっ……はあ。苦しい……」


  　空気が薄い。男は酸素を求めて口をぱくぱくと開閉した。


  「は。……バスジャックか。銃か？　そいつは銃を持ってたんだよな。堂々としてやがる。他の読み手を誘ってるよなあ！　あれはよ」


  「──息が、できない。心臓が苦しいんだ。助けてくれ……！」


  「話してもらうぜ。あの日、バスの中で、何があった？」


  「言えない……！　頼む、それだけは絶対に！　あの男に殺されてしまう」


  「なるほど。それじゃおまえは、屋上へ転落死っつう奇異な死に方を望むってか」


  「……ああ」


  　選べるのは死に方だけなのか？　男は絶望した。あのバスジャックの男か、この女か。どっちを向いても、死がちらつく。男の爪つま先さきを離れたつっかけ草ぞう履りが、俯ふ瞰かんした町へ落ちていった。


  　観念した男は、バスでの出来事を話した。少女の口内から銃を取り出した、男子高校生の話を。窓ガラスから現れた、女子高校生の話を。


  「……おさげの子が、引っ張ったんだ。窓ガラスに腕を突っ込んで……」


  「ガラス……？　鏡……。生い駒こま千ち鳥どりか」


  　女はしばし思案し、最後にこの大柄な老人へ忠告する。


  「ああそうだ、このことは誰にも言うな。言ったら、わかってんな？」


  「誓う！　誰にも、言わない」


  「ああ、でもおまえ、バスジャックの男にも同じことを言われたんだよな」


  　女は男の鼻先に、その端正な顔を近づけて囁ささやいた。


  「──言っちまうじゃん、おまえ」


  　悪いた戯ずらに笑う女の表情に自分の末路を悟り、男は顔を歪ゆがませた。


  「……どうして俺がこんな目に……。俺は何もしてないのに……！」


  「さあ？　──何もしなかったからじゃね？」


  　よっ、と女は声を上げ、足を横に振った。二人はまた、逆さまの状態となる。


  「殺しやしねえよ。臆おく病びよう者ものはどこへでも逃げろ。ただしその老いた体で、二度目の落下に耐えられたら、だけどな」


  「ま、待って……！」


  　途端、二つの体を纏まとう重力は正常を取り戻し、二人は頭から地上へ墜落してゆく。


  「──あああああああああああああああっ！」


  　月の夜の静けさを裂いて、男の悲鳴が、落ちていった。


  第一話　オンドリと金の卵


  



  　テスト三日目。一時限目は英語だった。


  　机上をカリカリとシャープペンシルが走る。教室は緊張感の伴う静寂に包まれている。クラスメイトたちが一いつ心しん不ふ乱らんに机上へ伏せる中、笠かさ木ぎ兼かね亮すけはひとり呆ぼう然ぜんと俯うつむいていた。


  　席は最後尾、教室の後ろ。手の平に滲にじむ汗を、膝ひざに擦こすりつけて拭ふく。


  　──まずい。これは、まずいぞ……。


  　日頃の勤勉が功を奏したのか、兼亮は確かな手応えを実感しながら回答を終わらせたはずだった。比較的筆は速く進み、特に壁にぶつかることもなく、テスト用紙の全ての空欄を埋めた。まさに完かん璧ぺきだった。「Too easy!」とすら胸中で呟つぶやいた。


  　しかしこれは、順調だったが故ゆえに起きた悲劇だといえた。


  　時間を持て余した兼亮は蒼あおい目の少女、帯おび刀なた月つき夜よのことを考えていた。普段学校に登校しないらしい彼女は、果たして試験日には来るのだろうか。二年校舎で黙々と、自分と同じようにじっと座ってテストを受けているのだろうか。


  　その髪は深い夜のように黒く、その瞳は異国の月のように蒼い。あの帯刀月夜が日常に溶け込んでテスト用紙を睨にらみ付けている様子を想像するとどことなく愉快で、兼かね亮すけは頬ほおを緩ゆるませた。


  　そして気がつけば、月つき夜よの似顔絵を描いていた。いつか文芸部部室の黒板に描いた、ウサギにディフォルメされたものである。


  　描いた仏頂面の月夜ウサギを見下ろして、青ペンで目を塗れば見えないこともないかな、などと甘い自己評価をする。


  　筆箱に手を伸ばして心臓が跳はねたのは、その直後だった。


  　──おや。消しゴムが、ない。


  　思えば、回答が順調すぎたのだ。ひとつのミスさえしなかったその快挙は、兼亮に消しゴムを持参し忘れていることさえ気付かせなかった。


  　深呼吸をひとつして、残り時間を現状把握に費やす。問おう。なぜ俺は、ウサギなど描いた。


  　テスト用紙の下部、長文の回答欄のすぐ下に大きく描かれた月夜ウサギ。かつて耳にした月夜の言葉の中で、最も兼亮の印象に残った台詞せりふが添えられていた。


  　吹き出し付きで、「精子です」などと。


  　最悪だ。どうする。どうにかしてこの〝月夜ウサギ〟を消さなければ、減点対象にさえなりかねない。今一度問おう。せめて、なぜ裏に描かなかった。だって消しゴム持ってないとは思わなかったんだもの！


  　はっと思い至って、シャープペンシルの尻を見やる。こんなこともあろうかと、シャーペンの尻には小さな消しゴムが添えられていたはず。が、千切れていた。机を叩たたくと目立ってしまうので、兼亮は自らの太ももを殴った。


  　手を尽くして、兼亮は項うな垂だれた。


  　諦あきらめるのか？　それから再び自問する。幸いにも自分はワーストエンドの読み手。『赤ずきん』の貸出カードに名前を書き、その絵本に描かれた悪役、〝嘘うそつきオオカミ〟から変身能力を借りている。ならばその能力を使うしかないのではないか？　消しゴムがないのなら、消しゴムに変身すればいいじゃない！　……消しゴムに変身ってどうやればいいんだ！


  　悶もん々もんと自問自答を繰り返していた兼亮は、ふと、隣席からの視線を感じた。


  　彼女は机上へ組んだ腕に頬を乗せ、うつ伏せた格好のまま丸い瞳を瞬まばたかせる。彼女の名前は、萩はぎ原わらきいろといった。数回程度しか話したことはなかったが、その変わった名前を、兼亮はフルネームで覚えている。


  　今までの煩はん悶もんを見られていたのかという気恥ずかしさを覚え、居住まいを正す兼亮。きいろのふっくらとした唇くちびるが、そっと動くのを見た。


  （け・し・ご・む？）


  　萩原きいろは、「リアルが充実して止まない」を必死にアピールしているような目立つグループに属していた。しかしそれでいて、前に出るようなことはほどんどない。「私ここにいてもいいの？」といった、どこかほっとけない健けな気げさがある。その控えめな態度に、心奪われた男子生徒も多い。彼女を好きだと堂々と公言し、戸惑うその仕草を楽しむ輩やからまでいるくらいだ。


  　しかしきいろの人気は、恐らくその健けな気げさからだけではない。萩はぎ原わらきいろ。その特徴的な名前よりも目立つのは、ふくよかな胸である。次いで形のよい尻である。次いで柔らかそうな太ももと来て、名前のインパクトは薄れる。小柄で餅もち肌はだなきいろは、胸をはじめとして体のどこを取ってもエロかった。その反則的な官能に、多くの男子たちは視線を逸そらすことを諦あきらめた。最も早はやその体、無視することが不道徳、とばかりに胸を張って胸を見る。それを非難し、きいろを庇かばう女子グループとの抗争は絶えない。


  　渦中のきいろはやはりおどおどするだけの、可か哀わい相そうな子でもあった。


  　ブレザー代わりに羽織った薄手のストールで、その素敵な胸を覆おおい隠してしまっているのは大いに残念。しかし兼かね亮すけに、口惜しむ余裕などない。


  　そうだ、彼女から消しゴムを借りればいい。きいろの問いに答え、兼亮は小さく頷うなずいた。体を起こしたきいろは口を結んでにっこりと微ほほ笑えみ、スカートのポケットから細長の付ふ箋せんを取り出す。


  「……？」


  　そこにシャーペンを突き立てさらさらと何かを書き、丸ごと兼亮へと投げ渡した。


  　兼亮は消しゴムが欲しいのだ。付箋ではない。怪け訝げんに思いながら蛍光色のそれへ視線を落とすと、女の子らしい丸っこい字で指示が書かれている。


  　──〝二枚目に「消しゴム」って書いて〟


  　訳がわからない。どうして消しゴムを投げてくれないのか。もどかしい気持ちを抑え、しかし他に訴える手段を持たない兼亮は、指示に従った。


  　きいろを覗うかがうと、小さく、投げ返せといったジェスチャーをしている。教室の前方で足を組み、本を読んでいる教師の気配を警戒しながら、兼亮は付箋をきいろへ投げ返した。


  　きいろは、兼亮の書いた〝消しゴム〟の付箋を指先で摘つまみ剥はがし取る。それから兼亮の見守るその前で、まるでお菓子でも食べるかのように、ぱくりと唇くちびるに挟んだ。


  （なっ……!?）


  　一体何の罰ゲームなのか。驚きよう愕がくに顔を歪ゆがませる兼亮をよそに、きいろはもしゃもしゃと付箋を口内に収め、咀そ嚼しやくし、意を決したように飲み込んだ。それから兼亮の視線に気付いたのか、恥ずかしそうに頬ほおを朱に染めて、唇をそっと動かした。


  （見・な・い・で）


  　意味がわからない。呆あつ気けにとられる兼亮の前で、さらなる異変が始まる。びくんと一度体を跳はねさせたきいろが、机に突っ伏し悶もだえ苦しみ始めたのだ。


  「ん……」


  　声を押し殺し、下唇を噛かみしめて、顔を赤くしたきいろの様子は明らかにおかしい。


  「え？　……ちょ」


  　兼かね亮すけは大いに慌てた。何だこの状況。俺か？　俺のせいか？　自分は消しゴムを借りたかっただけなのに、なぜこの子は付ふ箋せんを食べた。付箋が喉のどに詰まったのか。胃で暴れているのか。


  　列の最後尾に当たるため、きいろの異常に気付いている者は兼亮の他に誰もいない。周囲は未いまだ試験中。変わらず静せい謐ひつな緊張感に包まれている。


  　手を挙げるべきか迷った。お腹なかを痛めたのなら、早く保健室へ行った方がいいだろう。しかし、と兼亮は眼下へ視線をやる。その吹き出しを。未だ消すことが叶わない月つき夜よウサギを。ええい、背に腹は代えられぬ。最悪、不名誉な通り名の襲名も覚悟して手を挙げようとしたその時、きいろが「だめ」と呟つぶやいた。


  　椅い子すの縁に浅く座り、机上に突っ伏したきいろは体全体を使ってとろけている。テスト用紙にその柔らかそうな頬ほおを潰つぶしながらも、唇くちびるに人差し指を添えていた。そしてもう一つの腕はなぜか、スカートの中へ。太ももと、太ももの間へ。


  （なっ……）


  「……ん……ふ……はあ」


  　半開きとなった唇の隙すき間まから、生温かな吐息が漏もれる。


  （何をやってるんだ、こいつは……）


  　見てはいけないものを見てしまったような気がして、兼亮は勢いよく視線を外した。外した後にまた、いやいやおかしいだろうと頭を抱える。


  　今、何を見た？　夢か。幻か。教師は黒板の前で本を読んだまま。周囲は未だ試験中。カリカリとシャープペンシルの走る音。カチカチと秒針の進む音。眼下の月夜が「精子です」とうるさい。ドキドキと鼓動は自分のものだろう。


  　ダメだ、やっぱり、夢じゃない。


  「ん……あっ──」


  　うら若き女性が何たること。咎とがめる気持ちたっぷりに睨にらみ付けた先、きいろがスカートからひょっこり取り出したのは、手の平サイズの卵だった。


  　──はあああ……!?


  　兼亮は思わず口元を手で押さえる。危ない。驚きよう愕がくに声が出るところだった。


  　きいろは取り出した卵をハンカチで丁てい寧ねいに丁寧に拭ふき、兼亮へ投げる仕草をした。慌てて兼亮が構えると、その両手に卵が投げ渡される。


  　どう見ても、ただの白い卵だ。一〇個パックでスーパーなどに並べてありそうな……。からかわれたのだろうか。振ってみるとコロコロと、何かが転がる音がした。


  　きいろは手を机に打ち付けるジェスチャーで、卵を割ってと指示してきた。兼亮は言われた通りに、恐る恐る卵を割ってみた。コロリと出てきたのは、一個の消しゴム。一般的なカバー付きの、新品の消しゴムだった。


  「……」


  　兼かね亮すけはきいろへ視線を移し、口だけを動かして尋ねる。


  （産・ん・だ・？）


  （ひ・み・つ）


  　きいろは再び唇くちびるに人差し指を添え、恥ずかしそうに俯うつむいた。どこか誇らしげなのはどういうことか。今、産んだだろう、確実に。


  　きいろの照れ笑いに応え、兼亮もまた笑顔を作る。


  　頬ほおが引き攣つってしまっていないかが心配だった。


  　──こいつも、ワーストエンドの読み手か……！


  　消しゴムはその不透明な製造工程を除けば非の打ち所もなく、見事に月つき夜よを消してくれた。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  「……にしても、偶然って怖いですね」


  　萩はぎ原わらきいろが卵を産んだその翌日。テストの全日程を終えた昼下がりの放課後。


  　兼亮は板チョコを齧かじりながら、隣に立つ帯おび刀なた月夜に話しかける。二人は道路を挟んだカフェの正面に立っていた。道路、といっても小さなものだ。アスファルトで舗装されてはいるが、車の滅多に通らない住宅街の奥に、そのカフェはあった。


  「同じクラスの、それも隣の席に、探していたワーストエンドの読み手がいたなんて」


  　言いながら兼亮は、口内に広がるチョコの甘さを楽しむ。


  　チョコレートには憂ゆう鬱うつを緩和させ、安らぎを与える効果もあるらしい。ならばこの多幸感はチョコによるものなのか。いや、自分に取り憑つこうとしているオオカミによるものなのだろうな、と考えるとやはり、憂鬱だった。元々甘党ではない兼亮が、チョコを摂取するようになったのは、兼亮の借りた『赤ずきん』の〝嘘うそつきオオカミ〟が関係している。


  　隣の月夜は蒼あおい瞳を喫茶店へ向けたまま、無感情に呟つぶやいた。


  「君はチョコ食べてばかりだね」


  「授業中は苦しいですよ。チョコレート中毒ってやつですかね。──食べます？」


  「少女中毒であるより、よっぽど健全だよ。──キャンディー形のがいい」


  　オオカミは甘いものを求めて少女を欲する。兼亮がチョコを欲するのは、その影響である。


  　兼亮はブレザーのポケットからキャンディーのように包装されたチョコを一ひと欠かけ片ら取り出し、月夜の手の平に乗せた。月夜はそれを摘つまみ、包装を開いて口に放った。


  「……ありがと」


  「どういたしまして」


  　季節は一〇月後半。冷たい風が吹き、カフェの両端に屹きつ立りつする樹木を揺らした。店頭のポストに飾られた風かざ見み鶏どりが、足元の矢ごと体の向きを変える。


  　曇天の下、兼かね亮すけと月つき夜よは身を縮めた。


  「何か考えがあって、向こうから接触してきたのかもしれない。偶然は意図して作ることもできるからね。油断はできないよ」


  「そうかなあ。萩はぎ原わらさんはそんな悪人には見えないけど。なんかこう、無防備っていうか、無む垢くっていうか、どこか抜けてるような。まあ昨日は猛ダッシュで逃げられちゃいましたけどね。でも今日はこうして会ってくれるわけだし」


  　ただし、時間と場所を指定されたうえで、だが。


  　その場所というのが、先ほどから月夜が睨にらみ付けているカフェ『ハンプティ・ダンプティ』だった。その鋭利な三角屋根を持ったログハウスは、夕ゆう陽ひヶが丘おか高校近くの住宅街に佇たたずんでいる。生徒の中にはファーストフード店や図書館の代わりに利用する者も多く、昨日までは、テスト勉強に励む生徒たちで賑にぎわっていたことだろう。男子生徒の間では、同じ夕陽ヶ丘の町にある中高一貫のお嬢様学校、マルグリット女学院高校の女子生徒が出没するポイントとしても知られている。


  　レースの掛かった窓ガラスを、月夜はじっと見つめていた。


  「彼女がワーストエンドの読み手であるなら、何かしらの悪役に魅せられているはず」


  「ほんわかーとした悪役でしょうか。何かイメージ湧わきませんね、あの緩ゆるんだ表情を思い浮かべると。帯おび刀なたさんも実際にあの顔見れば印象変わると──」


  「私は見れない」


  「あ、と、すみません……」


  　帯刀月夜の蒼あおい瞳は、人を人として認識しない。それを知っているはずなのに、思わず失言してしまったことを、兼亮はすぐに反省する。


  「別に謝る必要はない。それより、やけに彼女の肩を持つんだね」


  　言って月夜はその蒼い瞳で、兼亮を見上げた。不意に向けられた視線に、兼亮は大おお仰ぎように仰のけ反ぞる。──読まれてしまう。


  「いや、別に。クラスメイトだから実感が湧かないのかな」


  「実際に能力を目の当たりにしたのに？　目の前で卵を産んだのに？」


  「まあ、悪役には見えないってことです。消しゴムくれたし、敵意は感じなかったし──」


  　視線を逸そらして弁明する兼亮を見つめたまま、月夜は目を細めた。


  「〝あと胸おっきいし、とは言えないな〟」


  「……読まないでくださいよ。言えないな、って思ってることを」


  　月夜は人を、文字の塊として認識する。例えば人の顔であれば目、鼻、口、肌、などの単語の寄せ集めとして。またその対象が思考したことも、湧き出る文字の塊として読んでしまう。ただしそれは単語がランダムに並んだ国語辞典のように複雑で、意識して情報を読み取るには、質問などによって思考を引き出さなくてはいけない。


  　かつて月つき夜よは、兼かね亮すけにそう説明したことがあった。


  「胸に意志はないよ。敵味方の判断材料とするには不適切」


  「……わかってますよ」


  　つい、と視線を正面に戻し、月夜は平板に言う。


  「〝少女嗜し好こう〟な君の、庇ひ護ご欲よくをくすぐる人物だということはわかったよ」


  「プライバシーの尊重を主張したいところです」


  「なら私の側そばを離れることだね」


  「それはそれで寂しい」


  　兼亮が呟つぶやくと、それを受け月夜は珍しく言い淀よどんだ。


  「……君は。不思議」


  「え。何がです」


  「思考や感情を読まれるのは嫌いやでしょう。〝嘘うそつきオオカミ〟に惹ひかれた捻ひねくれ者なら、尚更」


  「……まあ確かに、内心穏やかではないですけど……」


  　突然吹いた風に、月夜はスカートを押さえる。サワサワと、樹木が風に揺れて葉音を鳴らした。


  　兼亮は板チョコを銀紙に包み、ブレザーのポケットへ仕舞う。


  　隣を覗うかがえば月夜はじっと俯うつむいたまま。その表情は見えなかった。


  「……まあ、それでも、帯おび刀なたさんの前では、捻くれ者じゃない自分でいられる。隠したって読まれてしまうんだから。……俺は帯刀さんの前でだけ、嘘がつけないんです。それは何というか、嫌な気分じゃない、です」


  「……」


  　ついくさいことを言ってしまったかもしれない。兼亮はひとり勝手に赤くなり、それを誤ご魔ま化かすように、足を踏み出した。


  「中で待っていましょう。約束の時間にはだいぶ早いけど、外は冷えます」


  　兼亮がカフェへ向かって歩き出すと、ワンテンポ遅れて月夜もついてきた。


  



  　店頭には黒板の素材が三角に開かれたサインボードの看板が置かれており、パンプキンを包んだ手作り焦こがしクレープが「マスターおすすめ!!」と吹き出し付きで紹介されている。コウモリのイラストや、ハッピーハロウィンというロゴを見て、もうそんな時期かと気付く。


  　看板に描かれているのは『鏡の国のアリス』に登場する卵形のキャラクター、ハンプティ・ダンプティだ。その小憎らしい表情を見下ろしながら、月夜は静かに呟いた。


  「卵を産む能力なら、持っている絵本は『金の卵を産むガチョウ』だと思う」


  「ガチョウ……？　あれって悪役でしたっけ」


  「絵本の内容は覚えてる？　あれはイソップ寓ぐう話わのひとつだね。一日一個、金の卵を産むガチョウ。欲張りな農夫はガチョウの体内に金が詰まっていると考え、腹を裂いて殺してしまう。けれど中には何もありませんでした。終わり」


  「……それって、悪役は農夫なんじゃ」


  「ワーストエンド・シリーズでは、ガチョウが悪役として描かれてるんだ」


  「殺されないんですか？」


  「殺されるよ。でもその後に、農夫はガチョウの大切さに気付いて、ガチョウなしでは生きられない自分に気付いて、自殺してしまう」


  「おも。……やっぱ、最低な結末なんですね」


  「農夫は、ガチョウを手に入れる前は、貧しくとも清せい廉れんな心を持った青年だったんだよ。ガチョウは自分だけを見てほしくて金の卵を産むの。ガチョウに生かされ、働くことをやめてしまった農夫はガチョウに依存してゆく。結局ガチョウは、自分を見失った農夫に殺されてしまったけれど、最後には農夫の死によって、その愛を独り占めすることができたんだ」


  「何か……会社の上司と不倫して、相手の家庭を壊してしまうＯＬのようなガチョウですねそいつ。……あ、やばいな。そんな感じするわ、あの子」


  「……」


  　唇くちびるに曲げた人差し指を添え、月つき夜よはしばし黙考した。間を置いて顔を上げ、呟つぶやく。


  「……昼ドラ？」


  「おお。〝昼ドラ〟なんて俗語もご存じですか、帯おび刀なたさんは」


  「まあね。家でお昼ご飯を食べた後は、大抵だらだらテレビを見て過ごしているから」


  　月夜は得意気に胸を張る。威張るようなことでもないのだけれど。


  「まあ、〝萩はぎ原わらきいろ〟がどんな人物なのかは、話せばわかりますよ」


  「不倫した会社の上司も、君と同じようなことを言っていたよ。〝話せばわかる〟とか、〝悪気はなかった〟とか、〝出来心だったんだ〟とか」


  「修しゆ羅ら場ばだな。そんなドロドロしたドラマ見るくらいなら、ちゃんと学校に来てください」


  「ふん」


  　若草色のドアの前、ドアノブに手を添えた兼かね亮すけは今一度月夜を振り返った。


  「……ちょっと気になったんですが、〝金の卵を産むガチョウ〟って、卵を産むだけの能力ですよね……？」


  　月夜は唇をへの字に結び、早く開けろとばかりに、ドアの前に垂れるOPENのプラカードを睨にらみ付けていた。


  「読めばわかるよ。彼女がどんな能力を借りているのかは、ね」


  　きいろがどんなことを企たくらんでいようとも、月夜の瞳にかかればお見通しである。会わせてしまえばこの不機嫌も直るだろう。兼亮はひとつ嘆息して、ドアノブを引いた。


  　チリンと上品な鈴の音が、二人の頭の上で鳴った。


  



  「いらっしゃいませ」


  　ドアを入ってすぐ左手に、カウンターがあった。その向こうで新聞を閉じ、二人を迎えてくれたのがこの店のマスターなのだろう。穏やかな表情の紳士である。黒シャツに白地のエプロンという、白黒を反転させた服装が印象的だ。


  「笠かさ木ぎ様ですね？」


  　突然名前を呼ばれ、兼かね亮すけは戸惑う。


  「あ、はい……」


  　頷うなずき返すと店主は「少々お待ち下さい」とカウンターを出て、奥のフロアへ行ってしまった。


  「萩はぎ原わらさんはもう来てるんでしょうか。……早いな」


  　月つき夜よはきょろきょろと、物珍しげに辺りを見回していた。


  　店内は手前と奥、二つのフロアが連結しているらしく、外観からの印象よりも広かった。手前のフロアにはカウンターやショーウィンドーなどがあって明るく、テーブルを囲んで夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の生徒たちが男女交じって、雑談に花を咲かせている。


  　見れば点々と、至る所に生徒たちのグループが見られる。テスト期間は今日で終わったというのに盛況のようだ。帰宅部か、もしくは今日まで部活が休みの連中なのかもしれない。


  　フロアには観葉植物や、『不思議の国のアリス』をモチーフにした雑貨などが飾られており、女の子受けしそうな可愛かわいい空間が作られていた。お嬢様学校の生徒が足を運ぶのもわかる気がする。だが男だけで入るには、いささか抵抗を感じる造りだ。


  　月夜が見入っているのは、フロアのキャビネットに飾られたフィギュアだった。慌てた表情のウサギが、懐中時計を持って走っている。『不思議の国のアリス』に登場する〝時計ウサギ〟だろう。


  「気に入ったんですか？　それ」


  「……別に」


  　店主はすぐに戻ってきた。奥のフロアを示す。


  「お待たせしました。お連れ様は奥でお待ちです」


  「行きましょう、帯おび刀なたさん。店内を見て回るのは話しのあとにでもゆっくりと」


  　兼亮が促すと、月夜はムスッとしたまま歩き出した。


  「別に気に入ってない」


  「もしかして、カフェとか初めてですか」


  「初めてじゃない。あまり行く機会はないけど」


  「ああ、だから入りたがらなかったとか」


  「そんなことない。別に緊張とかしてない」


  　そう言いながらも、月夜の警戒心は、外にいる時よりも緩ゆるくなっているように感じた。興味津しん々しんに店内を見回す月つき夜よを眺めていると、自分が連れてきたかのように錯覚して嬉うれしくなる。


  　板張りの床を歩いて、兼かね亮すけと月夜は店内を奥へと進む。


  　奥にある二つ目のフロアは、一段低くなっていた。カウンターのあるひとつ目のフロアに比べれば一回り小さく、テーブルは一〇を数えない。代わりに上下の空間が広く、小さな天窓からは明かりが差し込んでいる。壁には絵画が飾られていた。温かな色合いの間接照明が、そのメルヘンチックな絵を照らしている。


  　制服を着た生徒の小さなグループが、ここにも点在している。


  　萩はぎ原わらきいろはどこか。見渡すまでもなく、異質な存在が目に入った。一番奥の席に座っていたのは、ブレザーの代わりに薄手のストールを巻いた──オンドリだ。


  　まさか、あれが〝萩原きいろ〟じゃないだろうな、そう思った直後、兼亮たちに気付いたオンドリが──オンドリのかぶり物を被かぶった女子高校生が、元気一杯に手を挙げる。


  「はいほー！　こっちですよー」


  　ストールの隙すき間まから覗のぞくブラウスが眩まぶしかった。


  



  　月夜はテーブルの前で足を止めた。兼亮はその視線を追う。きいろの座るテーブルの端に、アンティークな雰囲気を持つ鳥かごが置いてあった。しかし中に閉じ込められていたのは鳥ではなく、丸く大きな耳に白い毛並みの小動物だ。


  [image: ]


  「……何ですかね、あれ」


  　その視線に気付いたのか、きいろはオンドリの頭を揺らして、鳥かごに手を掛ける。


  「あああっ！　すみません、食事の場で。フェレットです。可愛かわいいですよー？」


  　鳥かごを掲げる鳥とは、何とシュールな光景だろうか。差し出されたかごの中、フェレットはくったりと瞳を閉じて眠っていた。


  　兼かね亮すけが顔を近づけると、それに気付いたフェレットも頭を持ち上げ、ひくひくと鼻を動かす。フェレットという生き物はよく知らないが、それほど大きくないように見える。兼亮の嫌いな、太った黒猫の方がよっぽどでかい。


  　月つき夜よの蒼あおい瞳に当てられて、フェレットは小首を傾かしげる。首に水色のリボンを巻かれていた。


  「綺き麗れいな毛並みですね」


  「……スノーホワイト」


  　月夜はかごの中をじっと見つめながら呟つぶやいた。


  「雪のように白い毛並み、それから黒い目、赤い口。彼女は白雪姫を思わせる」


  　フェレットと見つめ合う月夜に、兼亮は声を潜ひそめて尋ねる。


  「……動物も読めるんですか？」


  「動物は読めないよ」


  　月夜は残念そうに首を横に振り、それから兼亮へ視線を移した。


  「……笠かさ木ぎくん。今回、千ち鳥どりの助けは望めない」


  「え……。どうしてここで生い駒こまさんの名前が出るんです……？」


  「えええ！　こそこそ話!?　ひどい、きいろも混ぜてくださいよう。ほらほら、座って？」


  　言われるままに、二人はきいろの正面に腰掛けた。


  　店内には、スローテンポのボサノバがＢＧＭとして流れていた。高い天井からは鈴すず蘭らんの白花のような電灯が垂れ下がり、その間を縫ぬってファンが回転している。


  　アンバーな空間はメルヘンチックではあったがそれでも、オンドリの顔を持つ女子高生はメルヘンとはかけ離れている。鳥かごを隣の席へ置いたきいろへ、尋ねてみる。


  「萩はぎ原わらさん……その、鳥のかぶり物は、何？」


  「あ、これ？　ネットで一ひと目め惚ぼれしたんだ。この立派なトサカ見て？　見える？　そうニワトリだよ！　きいろ的にはね、メンドリの方がらしいかなあって思ったの。でも絵的に映えないのかもね。トサカの小さいメンドリは売ってなくてさ、渋々オンドリをこう、ぽちっと──」


  　きいろは前に出した人差し指を上下に動かし、空中をダブルクリックしてみせる。


  「いや、そこはどっちでもいいんだけどさ、萩原さん……」


  「やん。名前で呼んでよ兼亮くん。……産んであげた、仲じゃない……」


  「……あ、ああ。じゃあ、きいろさん……？」


  「はいほー！」


  　わざわざ挙手して答えてくれるオンドリ。ひんむかれたその目玉を眺めていると、無邪気を通り越してバカなのではないかとすら思えてくる。


  　フロアの一番奥のテーブルを、きいろは陣取っていた。兼かね亮すけはきいろの向かいに、その隣に月つき夜よが座っている。その月夜はといえば、先ほどからメニュー表を捲めくるのに夢中になっていた。


  「……ええと、きいろさん。どうしてかぶり物を？」


  「だって、頭ん中覗のぞかれるのは、嫌いやだもん」


  「な……」


  　かぶり物のせいで、きいろの顔は見えない。その表情は、兼亮にも窺うかがい知れない。


  　居住まいを正したオンドリは、月夜の方へクチバシを向け、深々と頭を下げた。


  「はじめまして。一年二組、出席番号二八番。萩はぎ原わらきいろと申します」


  「え、あ、初めまして。二年四組、出席番号は九。帯おび刀なた月夜です」


  　慌てて月夜も頭を下げる。オンドリと月夜が頭を下げ合っている。異様な光景だ。


  「どうですか？　きいろが今何思ってるか、読めますでしょうか？」


  　頭を上げたきいろは、小首を傾かしげて月夜に確認した。


  「……読めない。鳥にしか見えない」


  　月夜は静かに答える。


  「やった！　大成功ですね！　頭から思考を読むって聞いたから、隠してしまえばと思って」


  　ケタケタ肩を揺らして笑うオンドリをよそに、月夜は隣席の兼亮を見やった。


  「……〝なるほど、その手があったか〟」


  「ちょっと。俺を読まないでくださいよ、八つ当たりですか」


  「いらっしゃいませ」


  　柔らかな物腰で、ウェイトレスが兼亮と月夜の前に、グラスとお手拭ふきを置いた。黒を基調としたロングドレスに白いエプロン姿は、ウェイトレスというよりも、ヴィクトリア朝時代の屋敷で働くメイドのようだ。ツインテールの間に乗ったホワイトブリムが、その印象を一層強くしている。この衣装も、店の雰囲気作りにおける演出のひとつなのだろうか。


  「ご注文はお決まりでしょうか」


  　オンドリの面を華麗にスルーし、メイドは可か憐れんに微ほほ笑えんだ。きいろの前には食べかけのクレープとオレンジジュースが置かれている。どうやって食べていたのか、注文はすでに済んでいるらしい。


  「えーっと、コーヒーで、大丈夫ですか？」


  　兼亮が隣席へ尋ねる。月夜は珍しく慌てて、メニュー表を捲っている。


  「あ、あの、クレープ……。パンプキンの、焦こがしたの、が、ない」


  「ああ、マスターおすすめってやつ？」


  　月夜が僅わずかに頷うなずくのを確認して、兼亮はウェイトレスに「店頭にあったパンプキンの焦がしクレープをひとつ」と人差し指を立てた。


  「さすが帯おび刀なたさんっ、お目が高いですよー」


  　ウェイトレスが去ってすぐに、オンドリがナイフとフォークを掲げた。


  「美お味いしいんですよ、ここのクレープ。皮がサクサクとしているのです」


  　一体どこから見ているのか。きいろは胸の前の皿に乗る食べかけのクレープをナイフとフォークで器用に切り分け、クチバシの前に持ってきた。


  「きいろ的には、アイスに押し付けて食べるのがオススメですよ」


  　フォークに刺さったクレープの欠かけ片らを、きいろはそのでろんと舌の垂れたクチバシへではなく、首の下へ入れた。数秒待って「んまっ！」と小さく肩を揺らすオンドリ。


  　さすがに兼かね亮すけも、少々イラッとした。


  「……そんなことよりさ、きいろさんは、持ってるんだよね。ワーストエンド・シリーズ」


  　こっくりと頭を垂れて頷うなずき、きいろは意外なほど簡単に白状する。


  「うん。持ってるよ。『金の卵を産むガチョウ』」


  「……それ、どこで手に入れたの？」


  「〝先生〟に貰もらったんだよ」


  「先生？　学校の？」


  「違う違う。きいろたちの〝先生〟」


  　顔が見えない、というのは想像以上に厄やつ介かいだ。ふざけているのか真ま面じ目めなのか、釈しやく然ぜんとしないまま、こちらはどうリアクションを返していいのかわからない。


  「〝たち〟ってことは、きいろさんの他にも、絵本を持ってる人がいるってこと？」


  「いるよ」


  　なんと。それは大収穫だ。兼亮は隣の月夜を覗うかがう。


  「やりましたね、帯刀さん！　一気に回収できるかもしれない」


  「……」


  　しかし月夜は、オレンジジュースのストローを首の下へ入れるオンドリをじっと見つめたまま、眉まゆひとつ動かさない。


  　兼亮はきいろに向き直り、説得を始める。


  「え、と、きいろさん。その絵本は最低の結末が描かれた残酷な絵本で、とても危険なんだ。悪役は能力を貸すだけじゃない。貸出期間を過ぎたら、その読み手に──」


  「知ってるよ」


  「え……」


  「絵本に描かれた悪役のことも、貸出カードのルールも、期限が切れると、その悪役に取り憑つかれてしまうことも。絵本の、能力の、使い方も」


  「……そっか。じゃあ話が早いや。だから帯刀さんは、その危険な絵本を回収しようと──」


  「知ってる。その危険な絵本が町にばらまかれてることも、月つき夜よさんがそれをよしとしていないことも、それをよしとしてないくせに、自分の仲間にはカードを補充してあげてることも」


  　きいろの持つオレンジジュースの水かさが減り、じゅるじゅると音を立てる。その表情は鳥の面に隠れていて読めない。


  「でもさあどうしよう兼かね亮すけくん。きいろたちは、絵本を手放したくないんだよ。でも貸出カードの空欄には限りがあるから、延長し続けるにしてもいつかは手放さなきゃいけないでしょ？」


  　だって取り憑かれたくはないもん。そう言ってまるで駄々をこねる子供のように、きいろは言葉に緩かん急きゆうをつける。それからグラスをテーブルの上に置いて、尋ねた。


  「それでね。みんなで相談したんだよね。『帯おび刀なた月夜に持ってきてもらおうよ』『でも嫌いやだって言ったらどうしよう』『どうしようか？』どうしたらいいと思う？　ねえ、兼亮くん」


  「それも〝先生〟って人に聞いたの？」


  　唐突に、月夜が口を挟んだ。


  「私が、頭の中を読んでしまうということも」


  「そうですよ？　──おあああっ！」


  　赤いトサカを大きく揺らし、突然オンドリは立ち上がった。それから驚き仰のけ反ぞる兼亮の正面で両手を合わせ、「おトイレっ」と鳴く。


  「ちょっと失礼します！　クレープ食べててくださいね？　ここの、本当に美お味いしいから」


  　テーブルを回り込み、とてとてとフロアを出てゆくその後ろ姿へ、兼亮は呆ぼう然ぜんと声をかけた。


  「……卵でも産みに行くのか……？」


  「ひどいっ！　そんなんじゃないもん」


  　振り向いたオンドリはもじもじと恥ずかしそうに体を揺する。面がなければ可愛かわいい仕草なのかもしれないが、かぶり物のせいで、鳥が何を照れているのだと[image: ]しつ責せきしたくなる。


  　しかしトイレにまで鳥かごを持っていくのは何のためだろうか。鳥が鳥かごを持って店内をうろうろすれば、どうしたって好奇の目で見られるだろう。


  「……何か、すみません」


  　きいろが去ってすぐに、兼亮は言った。


  「思っていた以上に変な子でした。あんな仮面被かぶってたんじゃ『金の卵を産むガチョウ』についても調べられないですね」


  「……別に謝る必要はない。罠わなの可能性を知ってて、ここへ来たのは私だから」


  　席を立った月夜は、フロアを見渡す。兼亮もそれに倣ならって視線を滑らせる。


  「え……？」


  　人が消えていた。先ほどまでは数人の生徒がいて、静かながらも笑い声が聞こえていたはずなのに、店内は音楽だけが流れる無人の空間になっていた。


  「……いや、これは明らかに彼の過失だ」


  　残っていたのは壁際にひとり。夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の制服を着たその男子生徒はそっと文庫本を閉じ、組んだ足を崩して立ち上がった。


  「君は謝るべきだよ、笠かさ木ぎ──何とかくん」


  　外側に跳はねた柔らかな髪に温和な笑顔。しかしそれが作られた外面で、その内側に嗜し虐ぎやく的てきな性質が隠れていることを、兼かね亮すけは知っている。村むら瀬せ一いち郎ろう。目的のためならばバスジャックすることさえも厭いとわない、ワーストエンド・シリーズの読み手。


  「青あお髭ひげ……!?　何でここに」


  「敵地で迂う闊かつにその名を呼ぶな。能力戦で重要なのは情報だ。君は死にたいのか？　それともただ、愚かなのか」


  「っ……」


  　一郎の登場に困惑する兼亮に、隣に立った月つき夜よが説明する。


  「私が学校にいる時、たいがい彼は近くにいるよ。君と違って、思考を読まれたくないから隠れてるけど」


  「……まじですか」


  　ストーカーじゃないか。兼亮の嫌悪に満ちた視線を、一郎は余裕を持って受け流した。


  「帯おび刀なた月夜。敵から渡されたものは食べるな。これは忠告じゃない。警告だ」


  「えっ……。でも、クレープは、お店のものだから、敵じゃなくて」


  「この店そのものが怪しいんだ」


  「店そのものって……。まだわからないだろ。確かにきいろさんはカードを欲しがってるのかもしれないけど、まだ話し合いの途中で──」


  「黙れ、笠木──何とか。店を出ようとしている彼女と、どうして話し合いが続けられる？」


  　一郎に促され、兼亮はひとつ目のフロアへ視線を移した。オンドリの面を被かぶったきいろが鳥かごを抱き、出入り口へ向かっていく後ろ姿が見えた。


  「……？」


  　軽快なベルの音を鳴らして若草色のドアを開き、外へ出る。扉のガラス越しにきいろはかぶり物を脱ぎ、「ふう」と息をつく。乱れたふわふわの髪を手の平で撫なでつけ、それから扉の前にぶら下がるプラカードを返した。こちら側にOPENの文字。普通に考えれば外側に向けられた文字は、CLOSEだろう。


  　それからガラス越しに兼亮と目が合うと、きいろは満面の笑みを湛たたえて、手を振った。


  　その笑顔を見て確信する。


  　きいろは、敵だ。


  「……すみません」


  　思わず謝罪が口をついた。自分の愚かさに腹が立つ。これは罠わなだ。きいろに危険はないと思っていた。万が一彼女が敵意を持っていたとしても、卵を産む能力などに脅威はないと考えていた。しかしそれはきいろがひとりでいる場合の話だ。脅威はきいろ単体にあるのではない。


  　きいろは、読み手が自分一人ではないと言ったのだ。


  「〝青あお髭ひげ〟、ねえ……」


  　その声は、頭上から降ってきた。咄とつ嗟さに天井を見上げる。


  「なっ……!?」


  　天井に立っていたのは、女だった。


  　きいろと同じように月つき夜よの蒼あおい瞳を警戒してか、その顔は和物のキツネ面で隠されている。それでも女とわかったのは、マルグリット女学院の制服を着けていたからだ。逆さまに立っているのにもかかわらず、ダークブラウンの長い髪やスカートは、重力に反し上へと垂れていた。鉄板の宛あてがわれた厳いかついワインレッドのブーツは、しっかりと天井に底を付けている。


  　まるで彼女が纏まとう重力だけが逆になってしまったかのような異様な光景は、明らかにワーストエンドの能力によるもの。フロアの奥にぶら下がる女を警戒し、三人は距離を取る。


  　腕を組んだキツネ面は、一いち郎ろうを逆さに見下ろして首を傾かしげた。


  「会いたかったぜ、青髭。……女を部屋に監禁し、次々と惨殺した殺人鬼。そんな異常者の能力借りてる割りには、ほとほと優やさ男おとこじゃねえか。バスで銃をぶっ放す野郎には見えねえぜ」


  「……なぜそれを知っている、なんて台詞せりふは安価かい」


  「安価だねえ。実に小物くせえ台詞じゃねえか」


  　キツネは呵か々かと豪ごう胆たんに笑った。


  　一郎は天井を警戒しながら、さり気なくブレザーの前ボタンを外す。


  「笠かさ木ぎ──……眼鏡めがね」


  「兼かね亮すけです」


  　一郎はキツネの笑い声に薄い微ほほ笑えみで応えたまま、声を潜ひそめた。


  「何をしている笠木兼亮。帯おび刀なた月夜を連れてさっさと店を出ろ」


  「は？　どうして」


  　その言葉は、兼亮にとって意外なものだった。きいろとの会合は罠わなだった。確かにそれは想定外だが、こちらには〝青髭〟の能力を借りた村むら瀬せ一郎がいる。それだって向こうにしてみれば想定外のはずだ。


  「相手はひとりでしょ。二対一、いや、帯刀さんも入れて三対一なら倒せる……！」


  「黙れ。能力戦で重要なのは人数じゃない。情報と下準備、それから覚悟だよ。三つ揃そろって初めて戦える。二つで牽けん制せい、一つで負け戦。一つもなければ、戦うことすらできない」


  「いや、確かにそうかもしれないけど、でも……」


  　動こうとしない兼亮へ、一郎は嘆息と共に凍いてつく視線を向けた。


  「殺すぞ笠木兼亮。君は何を持っているつもりだ。面で隠された時点で情報は得られない。そうだろう、帯刀月夜」


  　兼かね亮すけの側そばに立つ月つき夜よは、歯は痒がゆそうにキツネ面を睨にらみ上げている。


  「……彼女の能力は読めない。私は力になれないよ」


  「下準備に関しては言わずもがな。なら覚悟はどうだ。君に覚悟はあるのか。再起不能になる覚悟は。帯おび刀なた月夜を失う覚悟は。死ぬ覚悟は、できているのか」


  「死ぬ……なんて、大おお袈げ裟さな……。俺は──んぐっ」


  　一いち郎ろうは言い淀よどむ兼亮の頬ほおを、正面から右手で挟んだ。


  「死ぬさ。弱ければ死ぬ。──『命は弱さを許さない』。ある独裁者の言葉だ」


  　一郎は口の端はを吊り上げる。だが、目が笑っていない。


  「数少ない君の長所を挙げよう。みっともないところだ。独裁者と違い、弱さを肯定できるところだ。なら意地を張って死ぬことはない。嘘うそつきな君に、今できる最大のことは何だ」


  　直接口には出されなかったが、それは暗に、兼亮の〝嘘つきオオカミ〟による変身能力の使い方を示し唆さしていた。一郎の言う通り、姿形を真ま似ねるだけの能力は戦いに向かない。それこそ逃亡戦のような、相手を騙だまし、欺あざむく方に向いている。


  「わ……わかり、ました」


  　一郎から突き放された兼亮は、月夜の手首を取った。


  「……帯刀さん、逃げましょう」


  「け。まあ待てよっ」


  　キツネが天井で跳はねる。宙で体を捻ひねって半回転し、モーションの大きい浴びせ蹴げりを兼亮の背中へ降らせる。


  　しかしその鋼鉄を纏まとったブーツを受け止めたのは、兼亮を庇かばうように前へ出た一郎だった。ブレザーのポケットから取り出した手て斧おのがブーツの鋼鉄と重なり、店内に金属音を響かせる。


  「痛つっ……」


  　手斧ごと右腕を弾かれた一郎に、床へ着地したキツネからの二撃目の蹴しゆう撃げきが突き出される。一郎はそれを辛かろうじて避よけ、左手に短剣を取り出して横一閃。バックステップで離れたキツネへ剣先を向けて牽けん制せいした。


  「……見た目以上に随分と……重い蹴りだな。一体何キロなんだい」


  「くくっ。乙女に体重を訊きくもんじゃねえぜ、青髭」


  　右手に斧、左手に短剣マインゴーシュを握って構えるその背中に、兼亮は尋ねた。


  「あんたは逃げないのか？　相手の能力もわからないし……下準備なんてしてないんだろ」


  「覚悟があるさ」


  　一郎はその肩越しに兼亮を振り返り、目を細めた。


  「──覚悟ひとつあれば負け戦だ」


  「……け、健闘を祈ります」


  「祈るな。帯刀月夜の手を引いて走り続けろ」


  「……はい」


  　兼かね亮すけは月つき夜よに目で合図して、出口に向かって駆けだした。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  「お客さまー？　どちらへ？」


  　それは、酷ひどく場違いな明るい声色だった。若草色のドアの前に立ったのは、ツインテールのウェイトレス。奥のフロアでの騒ぎなど全く視界に入っていなかったかのように、接客用の笑顔を兼亮と月夜に向ける。


  「っ……」


  　兼亮はブレーキをかけ、月夜の手首を握ったまま、メイド服姿のウェイトレスと距離を取る。


  　あんたにはこの惨状が目に入らないのか、などと。今さらそう叫ぶのは野や暮ぼだろう。店自体が怪しいと一いち郎ろうは言った。このタイミングで姿を現すのだ。間違いなく一枚噛かんでいる。


  「……あんたも、ワーストエンドの読み手なのか」


  　そしてそうであるなら間違いなく、きいろやあのキツネ面の一味。


  「あは」


  　兼亮の質問には答えず、ウェイトレスはただ破顔した。それは接客用などではない、愉ゆ悦えつに満ちた歪いびつな笑い声だった。


  「あはははっ──ばれちったかー」


  「……」


  　敵がウェイトレスに扮していたのか、それともウェイトレスが元より敵だったのか。どちらにしろ敵に正面入り口を押さえられた。


  　一郎の助言に従い、戦うつもりはない。優先すべきは月夜の守しゆ護ご。店内からの脱出。ショーウィンドーでも蹴け破るか──。兼亮が出口を探す数瞬の隙すきをついて、ウェイトレスが動いた。


  　先ほどまでは持っていなかったショルダーバッグから取り出したのは、五〇〇[image: ]のペットボトル。取り出したと同時にキャップを外し、兼亮の目前へ飲み口を向ける。


  　次の瞬間、ペットボトルから大量の紫煙が吹き出した。


  「……!?」


  「吸っちゃだめ！」


  　紫色の煙で視界が遮さえぎられたその直後、月夜が兼亮の口元を押さえようとしたのだろう。しかしそれは強すぎて、ビンタとなって兼亮の唇くちびるを打った。


  　びたんっ、と快音を発した平手打ちを食らい、兼亮は悲鳴を上げる。


  「痛っ！」


  　しかしそれでも態勢を立て直し、月夜を抱き寄せた。


  　心を読む彼女が「吸わないで」と言ったのだ。あの一瞬のうちに、ウェイトレスの内心を読んだのだろう。恐らく煙は、悪役ヴイランズの能力による攻撃。息を止めて、兼かね亮すけは後あと退ずさった。


  　煙の中に、ツインテールのシルエットが浮かび上がる。


  「吸わないんなら──これでどうだっ」


  　前へ出たウェイトレスは、月つき夜よの背中に飛びついた。兼亮の耳元に、月夜の呻うめき声が触れる。


  「あぅ──！」


  　腕に抱き締める月夜の首筋に、ウェイトレスが噛かみ付いていた。兼亮と目が合い、噛み付いたままニヤリと、したり顔を見せる。


  「このっ……！　離せっ」


  　兼亮はウェイトレスの額ひたいに手の平を当て、引き剥はがそうと押し出した。ウェイトレスが口を開き、兼亮は月夜を抱いたまま尻しり餅もちをつく。


  　直後に、胸に抱いた月夜の体に起きた異変に気付いた。


  「え……？」


  　煙が薄くなるにつれ、その容姿が露あらわになる。腕の中の少女は兼亮を見上げ、きょとんと二度、瞬まばたきをした。丸みを帯びたその瞳は蒼あお。微かすかに上気した柔らかな頬ほお。はだけた制服からは真っ白な鎖骨と、薄い胸元が覗のぞく。月夜が、小学校低学年ほどの体に縮んでいた。


  「何で……!?　ど、どうして」


  　子供化した月夜は動きを止めて瞬きを繰り返していたが、すぐに兼亮の体を這はい上がり、取り乱すその額に頭突きを食らわした。


  「だっ……」


  「落ち着いて。私は無事。〝乙おと姫ひめ〟は私の、年齢を奪っただけ」


  「おと、ひめ……？」


  　頬を膨ふくらませたウェイトレスが二人の目前に立つ。床にへたる兼亮と、その上に重なった月夜を一いち瞥べつしたあと、ペットボトルの飲み口に唇くちびるを寄せ、煙を吐き出した。


  　キャップを閉められた五〇〇[image: ]のペットボトルには、吐き出された紫煙が濛もう々もうと立ちこめている。


  「……ふう」


  　一息ついたウェイトレス──乙姫は、兼亮の腕に抱かれる小さな月夜を見て表情を綻ほころばせた。


  「んきゃああ、何この子超可愛かわいいじゃん〝帯おび刀なた月夜〟！　ちっちゃい月夜。ちび月夜!?」


  　乙姫は甘美にとろけた危ない視線を、じっとりと月夜へ注いだ。その滑らかなふくらはぎから艶つやめいた漆しつ黒こくの頭頂部まで、充分に堪能して口元を緩ゆるませる。


  　底知れない気味悪さに、兼亮は鳥肌を立たせた。


  「くっ。くっそ……！」


  　乱れた制服ごと月夜を胸に抱いて立ち上がり、乙姫に背を向けて走る。


  「あれー。お客さまー？　どこ行くのー？」


  　自分は弱い。みっともなくとも、情けなくとも、それを肯定して兼かね亮すけは逃げる。入り口は乙おと姫ひめによって塞ふさがれた。奥のフロアでは一いち郎ろうがキツネ面と対たい峙じしていることだろう。ならばどこへ向かえばいい。どこへ逃げれば、月つき夜よを守りきることができる。


  　兼亮の首にその細腕を回して、月夜は尋ねた。


  「どこへ、行くの」


  「逃げます！　この店から、一刻も早く」


  「逃げられるの」


  　抑よく揚ようなく尋ねる月夜の小さな背中を、兼亮は強く抱き締める。


  「約束します。絶対に守る。俺が帯おび刀なたさんを守りますから。だから、安心してください。俺、今嘘うそついてますか!?」


  　小さな月夜は腕に力を込めて兼亮にしがみつき、首を横に振った。


  　覚悟すら持たない兼亮はがむしゃらに逃げる。この人を失いたくない。月夜がさらわれてしまう覚悟など、持ち合わせてはいない。


  　カウンターを大きく迂う回かいして、その奥の厨房を目指した。


  「裏口があるはずだ。そこからなら、きっと……！」


  　自分に今できる最大のことをする。最低な結末から、逃のがれるために。
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    ×　　　×　　　×

  


  



  　その蹴けりは天井から降る。ワインレッドの軌道が弧を描き、一いち郎ろうの構えた手て斧おのを蹴り落とした。金属音の直後に、斧が床板に突き刺さる。


  「……はっ」


  　繰り出される蹴りはいちいち重く、一郎は痺しびれた両手を隠すようにブレザーのポケットへ入れた。


  　彼にとって武器は使い捨てだった。手斧を手放しても、次の武器はポケットから取り出せる。


  　射程範囲内に着地したキツネ面に向かって左足を踏み込み、抜刀する要領で刀身の細い剣──レイピアをポケットから抜き出した。


  　しかし、剣の伸びる軌道上にキツネの姿はもうない。一郎の足元に屈かがんで剣を避よけ、叫ぶ。


  「遅えよ！」


  　キツネは、一郎の喉のど元もとを鷲わし掴づかみにし──天井へと落とした。


  「がはっ──」


  　床から天井へ一直線に叩たたきつけられ、背中を打ちつけて一郎の呼吸が詰まる。キツネ面が触れているからなのだろうか。一郎の感じる引力は、天に向かって作用している。


  「……これは、戦いづらいな。目が回る」


  　一郎の軽口にキツネはその尖とがった鼻先を近づけ、呵か々かと笑った。


  「んじゃあ、戻してやるよ」


  　言って喉元から手を離す。途端、一郎の体は重力を取り戻し、今度は床へ落下する。


  「がっ……」


  　仰向けに倒れた一郎は、それでもゆっくりと、体を起こした。


  　キツネはまるで軽かる業わざ師しのようにふわりと、倒れたテーブル椅い子すの、背もたれの縁に着地した。


  　フロアには戦闘の影響で倒れた椅子やスタンドライトばかりでなく、剣や斧なども散乱している。アンティークのような武器の数々は、全て一郎がポケットから取り出したものだ。


  「しかし、よくこれだけの武器がそのポケットに入るもんだな。おまえの能力は何だ？　物質を小さくするようなもんか？」


  「……さて、ね。そこまでの情報は漏もれていないのか」


  「まあな。小さくする、か……いや、違うか。一いつ寸すん法ぼう師しじゃあるめえし、『青あお髭ひげ』に打ち出の小こ槌づちは出てこねえよなあ」


  「実はこれ、〝四次元ポケット的な能力〟なんだ」


  「嘘うそつけ。猫型ロボットも出てこねえだろうが」


  　ボサノバのミュージックが流れる店内は、いやに静かだった。家具が散乱するほどの騒ぎが店内で繰り広げられているというのに、パトカーのサイレンはおろか野次馬の喧けん騒そうさえ聞こえない。


  　椅い子すの上で器用にバランスを取りながら、キツネは腕を組んだ。「にしても──」と赤いラインの入った二つの穴の奥で、目を細める。


  「がっかりするほど優しいじゃねえか、青あお髭ひげ。受けるばかりで攻撃をしねえ。その剣だって、鞘さやに納めたままかよ。丸腰の相手は切れねえなんてくだらねえことぬかすなよ？　あ？」


  　指摘された通り、一いち郎ろうの持つレイピアはなめし革で作られた鞘に納められている。


  「あなたが丸腰だなんて思ってはいないさ。その鋼鉄を纏まとったブーツは恐ろしい凶器だ。こっちだって殺すつもりでやらなければ負けてしまう。けれどあるひとつの可能性が捨てられず、それが僕の太た刀ち筋すじを鈍らせる……うーん。まいったなあ」


  「ああ？」


  「キツネを殺し、面めんを剥はいだその正体が見み目め麗うるわしきものであったなら、後悔は想像するに計り知れないからね。どんなに魅力的な人間も、死んでしまうとつまらないもの。悲鳴ひとつ上げやしない」


  「け。気持ち悪い野郎だな。どこまでが本性だ？」


  　一郎は微笑を湛たたえたまま、小首を傾かしげた。


  「つれないな。……ええと。僕はあなたを何と呼べばいいだろう」


  「……いいぜ、乗ってやるよ。そのやっすい挑発にな。心を読む女もいないなら、こんな鬱うつ陶とうしい仮面もいらねえ」


  　言下にキツネは、その面を額ひたいまで引き上げた。隠していた素顔が露あらわになる。切れ長の瞳に高い鼻筋。その凜り々りしい顔立ちは、女性でありながら眉び目もく秀しゆう麗れいたるものだった。


  「ふむ、やはり。ただのキツネじゃなかったか」


  「……〝泥棒〟。これだけ名乗っておくぜ」


  「なるほど、その身軽さは泥棒ゆえかい」


  「どうかねえ」


  　言って泥棒は、椅子の縁からふわりと跳はねた。


  　一郎はその姿を、じっと見つめる。──……体重を操る……？　いや、重力か──。


  　着地したその瞬間、床板が破壊音を伴って砕ける。同じ女が、さっきまで椅子の縁に立っていたとは思えない不思議な現象。──……自身へ掛かる重力を、操作することができる？


  　それによってある時は軽く、またある時は重く、体重は変化するのだろう。


  　一歩目の床板を踏み抜いて、泥棒は一郎に向かって駆けた。


  　一郎はポケットからグリップの丸まった古式銃を取り出し、左手で構えた。初弾は装そう填てん済み。直進してくる泥棒に向かって、銃口を向ける。


  　泥棒は走りながら、側にあるテーブルの脚を掴つかみ取り、テーブルごと宙に舞い上がった。


  　──……自身だけでなく……触れたものにも、重力変化を及ぼすことができる？


  　一いち郎ろうは考察する。その力で、テーブルに掛かる重力を操作した。


  　臓ぞう腑ふに響く銃声と共に、一郎の構えた銃から白煙が吹き出す。


  　テーブルの面を盾たてに銃弾を防いだ泥棒は、テーブルを捨ててそのまま跳躍。一郎との間合いを一気に詰めた。


  　──……自身に掛かる重力を反転させ、宙へ舞い上がることができる。


  　泥棒はそのまま空中で回転し勢いに乗せ、一郎の頭上に回し蹴げりを降らせた。


  　一郎は、避よけなかった。赤の弧を描くその蹴りを受け止めたのは、銃を捨てたその手でブレザーのポケットより取り出した銀色の盾。


  　泥棒のブーツに装着された鋼鉄が盾と打ち合わされ、店内に、ドラを叩たたいたかのような轟ごう音おんが鳴り響いた。


  「っ……！」


  　蹴りを受け止めた衝撃に、一郎の足元で床板が割れた。


  　──……蹴りを放つその瞬間、瞬間的に重力を課すことで攻撃力を上げている。


  　盾で防いでも衝撃は受け止められない。一郎は腕の痺しびれに顔を歪ゆがませながらも、盾を捨てて前に出た。盾に弾かれ空中へ跳はね上がった泥棒へ踏み込み、その脇腹へ、レイピアを横よこ薙なぎに打ち込む。


  　──……飛び回られては当てられない。だから──。


  「ぐあっ！」


  　手応えはあった。脇腹に打撃を食らった泥棒は体を曲げて、呻うめいた。


  　電でん光こう石せつ火かの連撃は止まらない。一郎は重心を下げ、腕を引く。泥棒の脇腹に埋うずまったままの鞘さやから、その刀身がすらりと抜ける。


  「──落ちてくるところを叩く……！」


  　紫し電でん一いつ閃せん。泥棒が盾に弾かれてから、着地するまで。その一瞬のうちに、一郎は二撃目でとどめを刺すべく腕を伸ばした。


  　刀身の細いレイピアは本来薙ぐものではなく、突くもの。しかし泥棒の落下する軌道上へ伸ばした剣先は、その真価を発揮することなく──空を切った。


  「!?」


  　泥棒は、落下しなかった。


  　一郎の眼前で落下をやめ、体勢を崩したまま、ぴたりと宙に留とどまったのだ。


  　──……ああ、なるほど。


  　一郎は瞬時に理解する。泥棒は落下途中で重力を反転させ、無重力状態となって落下を止めたのだ。


  　泥棒はレイピアの刃を踏み落としたその踵かかとを後方に一回転させ、そのまま一郎の肩口へ、カウンターの踵かかと落としを食らわせた。


  「……っ!!」


  　その重力の加算された一撃に、一いち郎ろうは声さえ上げることができなかった。右肩へ食い込む踵の痛みが全身を脱力させ、膝ひざから、うつ伏せに床へと崩れ落ちた。


  　対照的に泥棒は、舞い降りるように着地する。


  「……ってえなあ、ちくしょう」


  　脇腹に食い込んだレイピアの鞘さやを捨て、制服を捲まくって打撃箇所を確かめる。


  「赤くなってるじゃねえか」


  　床に伏せたまま何も言わない一郎の側に近づき、ブーツの爪つま先さきでその体を転がした。息も絶え絶えとなった一郎は、脱力したまま仰向けとなる。左腕は盾たてを使っての防御により痺しびれ、右肩から先に至っては最も早はや感覚がない。


  　その目が、薄く開いた。


  「……無重力を作ることもできるとは。普通に空も飛べるじゃないか。卑ひ怯きようだなあ、それ」


  　泥棒は勝ち誇った笑みを湛たたえ、一郎を見下ろす。


  「何と言おうが、オレの勝ちだな、青あお髭ひげ」


  「やれることはやったさ。結果、あなたは帯おび刀なた月つき夜よを逃のがしたのだから本望だよ」


  　ふん、と鼻を鳴らし、泥棒は腕を組み眉まゆ根ねを寄せた。


  「強がりが」


  「何とでも」


  「……け」


  　泥棒は乱暴に頭を掻かき、一郎の側に膝を曲げる。


  「……そりゃ、あの女が無事に逃げ延びられていれば、の話だな。捕まってたら、おまえの足止めも無駄だ。ここにいる読み手はオレやきいろだけじゃねえよ。オレらがチームを組んでること、こっそり聞いてたんだろ」


  「……興味があるな。帯刀月夜をどこへ連れていくつもりだい」


  「アホか。言うわけねえだろうが」


  「彼女は僕にとっても〝必要な人物〟だ。奪われれば、奪い返しに行くまでさ」


  「はん。怪け我が治して出直してこいよ。そうすりゃまた返り討ちにしてやるさ」


  　立ち上がった泥棒を、一郎は仰向けのまま見上げる。


  「……そうだな、再戦を願う前にひとつ、僕からのささやかな頼み事を聞いてほしい」


  「あん？」


  「空を舞い、宙に浮く戦闘スタイル。さらに攻撃手段は蹴けり技ときてる。あなたは気を付けるべきだ、泥棒。思えば僕の敗因は、これに寄るところが大きい」


  「はあ？　……何を気ぃーつけんだよ」


  　一いち郎ろうは大おお仰ぎように溜ため息いきをつき、目を閉じて首を横に振る。


  「言いにくいが……あなたは、スカートの下に短パンか何か穿はくべきだ──」


  　目を開いて一言、酷ひどく迷惑そうに、呟つぶやいた。


  「気が散る」


  　泥棒は反射的にスカートの裾すそを押さえる。


  「……負けたくせに、何で上からなんだよ。てめえは」


  「いやいや、むしろ下からと──」


  　一郎の視界が、鋼鉄の靴底で覆おおわれた。


  　泥棒は片足を上げたまま、死にかけた虫を踏みつぶすが如ごとく、言い捨てた。


  「よし。やっぱおまえ、死んどけ」


  「わ。顔はやめ──」


  　ゴッ。店内に流れるボサノバの優しいメロディを掻かき消すように、一郎の悲鳴が響いた。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　カウンターのすぐ裏は厨房となっていた。表側のメルヘンな空間とは一転、急に現実感のある質素なものへと変わる。大して広くない厨房には黄土色のタイルが敷かれ、銀色のシンク、食器棚、冷蔵庫などが並んでいる。


  「うーん……？」


  　人差し指を顎あごに添え、乙おと姫ひめは厨房の出入り口に立って中を見渡した。一見して、ここに逃げ込んだはずの二人の姿はない。


  「いるんでしょー？　月つき夜よちゃーん。どこだーい？」


  　横長に延びる厨房の一角に、裏庭へ出るドアはある。ただしそれは、中からは開くことができないよう、店主が施錠してあるはずだ。


  「んっふっふっ。捕獲作戦なんだからさ、万全は期してあるんだよ。がっかりしたー？　キッチンに逃げ込んだのが運の尽きだったね！　袋のねずみだよー？　どうするー？」


  　厨房の出口はもうひとつある。裏口を通り越して真まっ直すぐ進むと奥のフロアへ繋つながるのだが、そこでは泥棒と青あお髭ひげが戦闘中である。仲間の足止めによってその場から逃げてきた二人が、再びフロアへ戻る間抜けだとは考えにくい。


  　ならば厨房のどこかへ隠れ、隙すきを突いて逃げようとするはず。


  「月夜ちゃーん。怖くないよー？　出ておいでー」


  　カウンターへ繋がる出入り口に立っていれば二人が逃げることはできないのだが、乙姫はそうしなかった。出てくるのをじっと待つなど性に合わない。メイド服に合わせて購入したボタンブーツを一歩踏み出し、厨房へ入ってゆく。


  　蛍光灯の灯ともる厨房をそっと歩く。そうしながらも、気配を探ろうと耳を澄ませる。


  「どこかなー？　テーブルの下？　戸棚の陰？　まさか、冷蔵庫の中だったりして」


  　言って冷蔵庫を開ける乙おと姫ひめ。月つき夜よの姿はない。


  「……んー」


  「こっちだ」


  　突然声を掛けられ、振り向いた。厨房の奥、一〇歳ほどの体格となった帯おび刀なた月夜は、呆あつ気けなくキツネ面を装着した泥棒に捕まっていた。


  「んんっ……」


  　抵抗して暴れる月夜だが、泥棒に手首を掴つかまれ、逃げ出すことができない。


  「えええ。つまんねー。奥のフロアに戻ってったの？」


  「覗のぞいてたから捕まえた」


  「青あお髭ひげは？」


  「倒したよ」


  「わーお。さすがだな」


  　二人は同時に距離を詰め、向かい合った。


  「あれ？　もうひとり、眼鏡めがねの奴いなかった？」


  「いや、覗いてたのはこいつひとりだったけど」


  「……どこに消えたわけ？」


  「……？　二人とも厨房に逃げたのか？　出口はねえよなあ。裏口は塞ふさがれてるし」


  　瞬間的に空気が張り詰める。二人は自然、辺りに気を配った。狭い厨房にはキャビネットや食器棚などが陳列しているが、どこかに隠れるとしても難しいだろう。小さくなった月夜と違って、兼かね亮すけは大きいままだ。体のサイズを変えることができるなら、話は別だが……。


  「ねえ……。あいつも、絵本を持っていたはずだよね」


  「ああ、気を抜くなよ。何に変身してるかわかんねえぜ」


  「……おやおやぁ？」


  　突然乙姫に手を取られ、泥棒は顔を上げた。


  「何だよ」


  「指、怪け我がしてるよ」


  「はあ？」


  　見れば人差し指の先に小さな切り傷があり、微かすかに血が滲にじんでいた。


  「ああ。戦ってりゃ怪我くらいするだろ。かすり傷だ、唾つばつけときゃ治る」


  「そうだね。任せて！」


  　言って乙姫はその人差し指へ、口を開いた。


  「！　だ、だめっ」


  　そう叫んだのは、泥棒の腕の中にいる月つき夜よだった。


  「痛つっ──」


  　乙おと姫ひめに噛かまれた、次の瞬間、泥棒の体に異変が起きる。


  　全身の力が抜け、視界が下がってゆく。


  「……っあ、な」


  　掴つかんでいた月夜を離し、膝ひざをついた。泥棒を突き放した乙姫は、すかさずショルダーバッグから深緑のラベルのペットボトルを取り出し、口内に溜ためた紫煙を吐き出した。


  「〝誰かに変身する能力〟か。確かに厄やつ介かいだわ。でもバレてしまえばそれまでだね。──〝嘘うそつきオオカミ〟さん」


  「な、何で、バレ……!?」


  　変身能力が解け、素顔を晒さらした兼かね亮すけは驚きよう愕がくに目を見開いた。


  　乙姫はその表情がさも愉快であるかのように嘲あざ笑わらう。


  「敵に変身する奴がいるんだから、合い言葉くらい決めてんだよ。ちょっとでも怪しければ『あの眼鏡めがね、確か絵本持ってるんだよね』的なこと言って確認する。『いいや、持ってないはずだよ』って否定してくれりゃ本物。偽物なら、こっちの話に合わせようと『そうだね』って肯定するだろうからね」


  「……っ」


  　倒れた兼亮の肩へ、その体を心配する月夜が手を添えた。しかし乙姫はすぐにそれを引き剥はがす。兼亮の目の前で月夜が捕まり、噛みつかれる。


  「んあっ……」


  「……や、やめろ！」


  　兼亮のぼやけた視界には、乙姫がこちらを背にして、しゃがみ込んでいるのが見える。助けようにも全身の力が抜け、うまく体が動かない。


  　立ち上がった乙姫の胸に抱かれていたのは、三歳ほどの女の子だった。


  「……な、おび、なたさん」


  　おかっぱの黒髪に白い肌。最も早はや服は纏まとっておらず、制服でくるまれただけの幼女だったが、潤うるんだ蒼あおい瞳は間違いなく、帯おび刀なた月夜のものだった。


  「よーしよし、いい子だね、月夜ちゃんは」


  　幼児に頬ほおずりする乙姫は、兼亮の存在など忘れてしまったかのように踵きびすを返し、厨房を出てゆく。


  「ま、待って」


  　黄土色のタイルに膝をついたまま、兼亮は手を伸ばした。その腕が、子供の大きさになっていることに気付いた。しかし今は、それどころではない。自分の体がどうこう以上に、月夜が連れていかれてしまうことの方が怖い。


  「待って。連れて、かないで……」


  　全身が震ふるえ、どうしても力が入らない。脳が痺しびれ、意味不明な多幸感に包まれた。──これは、何だ。戸棚に体をもたせかけて立ち上がるも膝ひざが言うことを聞かない。乙おと姫ひめに噛かまれたことによる作用なのか。


  「くぅ……」


  　踏み出した足は体重を支えきれず、崩れ落ちる。


  　頭を打った衝撃に視界が弾はじけた。脳を揺らす鈍痛と共に、目の前が暗くなってゆく。


  



  　生い駒こま千ち鳥どりに起こされた時には、兼かね亮すけの体の震えは止まっていた。


  　ほんの数分だと、千鳥は言った。ほんの数分前に、帯おび刀なた月つき夜よは連れていかれたのだと。


  　上半身を起こした兼亮の側に、千鳥は膝を曲げる。制服の上から羽織ったカーディガンが、今にもタイルに触れてしまいそうだ。


  「ほら。この煙、吸って」


  　ぼんやりとする思考の中、兼亮は千鳥の肩から垂れるおさげから、彼女の持つ五〇〇[image: ]のペットボトルへ視線を滑らせる。深緑色のラベルが貼はられた、お茶のボトル。ただし中に入っているのは液体ではない。紫色の煙だ。


  「……ダメだ。それは、帯刀さんが吸ってはいけないって……」


  「これはあんた自身の年齢だからいいのよ。取り返してやったんだから文句言うな」


  　千鳥は不機嫌にそう言って、キャップを外したその飲み口を兼亮へ向ける。煙が濛もう々もうと吹き出し、兼亮の体を包み込んだ。二、三度咳せき込んで、兼亮は目を開いた。自分の手を見下ろす。さっきまでの小さなものでない、馴な染じんだ自分の手の平だ。


  　千鳥が口元にカーディガンの袖そで口ぐちを当て、心配そうに兼亮の顔を覗のぞき込んでいた。


  「……大丈夫？」


  「……」


  　自分の姿を確認したわけではないが、恐らく年齢を吸われ、子供の体になっていたのだろう。乙姫の能力だ。兼亮は噛まれた。月夜に至っては二度も、噛まれた。


  「……どっか痛いの？　何とか言いなさいよ」


  「……青ひ……いや、村むら瀬せ一いち郎ろうはどうなりました？」


  「いないわ。帰ったんじゃないかな。あいつも……負けたんだって」


  「そうですか。……俺たちは、負けたんですね」


  　心臓が、収縮する。込み上がる後悔を噛み殺して、背を丸めた。


  　帯刀月夜は、連れ去られてしまった。


  「……約束したのに。守るって」


  　中身の伴わない言葉を吐いてしまった。自分はなんと浅はかなのだろう。自分はなんと、弱いのだろう。逃げることすら、適かなわなかった。


  「村むら瀬せは……。あいつは、負けるのさえ覚悟してました。情報が漏もれてたんです。俺たちの能力は全部、バレていた。あいつは負けを覚悟してまで足止めして、俺に帯おび刀なたさんを託してくれたのに、なのに俺は……！」


  「……聞きたくないわ。弱音なんて」


  　千ち鳥どりは立ち上がり、厨房を見渡して嘆息する。


  「……それに、あんたのせいじゃない」


  「俺のミスです。俺が、もっとうまく能力を使えてたら……」


  「違うの。月つき夜よがさらわれたのは、あたしのせいなの」


  「……？」


  　困惑して顔を上げた兼かね亮すけを、千鳥はもどかしい表情で見下ろした。


  「あたしが情報を、漏らしたのよ」


  第二話　生駒千鳥と〝いじわる王妃〟


  



  「萩はぎ原わらきいろに、何を産んでもらったんですか」


  「……言いたくない」


  　兼亮の質問に、生い駒こま千鳥は頑がんとして答えようとはしなかった。


  　歩道の先を行くその後ろ姿を、兼亮は睨にらみ付ける。


  「……生駒さん。もしかして鏡の中で、俺たちのこと見てたんですか」


  　千鳥の持っている絵本は『白雪姫』。その物語に登場する悪役〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟の力を使えば、カフェでの戦闘を鏡の中から傍観することも可能なはずだ。しかし千鳥は、すぐにそれを否定する。


  「見てない！　能力なんて使ってない」


  　しかし前だけを見て歩き続ける様は、兼亮を拒絶しているようでもある。


  「……あなたは敵なんですか。味方なんですか」


  「……別に敵でも味方でもない。あたしは、あたしだわ」


  「何だよそれ。あんたが情報を漏らさなければ、帯刀さんは連れていかれることはなかったかもしれない。俺はともかく、村むら瀬せは勝ってたかもしれない。卵を貰もらって情報を渡したと言うなら、せめて理由を教えてください。何と引き替えに、俺たちを売ったんですか」


  「……」


  　千ち鳥どりは止まらない。兼かね亮すけからは、千鳥がどんな表情をしているのかさえわからない。肩に提げたカバンを抱き寄せて、千鳥は呟つぶやく。


  「あたしが理由を言ったところで、あんたはじゃあ仕方ないねって、あたしを許せるの？」


  「……話してくれなきゃわかりません」


  「話したってわかんないわよ。他人の心なんて、誰にも」


  「……」


  　話は終わりとばかりに、千鳥は歩く速度を速めた。兼亮もその後を追う。ポケットに手を入れると、食べかけの板チョコの銀紙が指先に触れた。しかし今はとても食べる気になれない。


  　曇天はいつの間にか過ぎ去り、頭上には秋晴れの空が広がっていた。


  　車道脇の商店街通りを歩く。正午すぎの日差しは暖かくなってはいたが、アーチの架かった舗道には肌寒い風が吹いた。


  　下校中の小学生二人とすれ違う。今日は昨日に引き続いてテスト日程だったため授業はなく、時間はまだ午後を回ったばかりだ。


  　崩壊したカフェを出た二人は、バス停に向かって歩いていた。


  　店を出たとき、振り返り見上げたカフェ『ハンプティ・ダンプティ』は、CLOSEのプラカードを下げたまま静かに佇たたずんでいた。中で激しい戦闘が起き、家具や武器が宙を舞っていたなどとは思えない、日常の光景がそこにあった。


  　千鳥によると、このカフェは萩はぎ原わらきいろと関係の深い店であるらしい。どんな関係であれば店を破壊してもいい許可が出るのかはわからないが、確かに、野次馬の姿や、通報された様子もない。兼亮はまんまと騙だまされ、月つき夜よを連れて敵地へと飛び込んでいったのだ。思い返せば情けなく、楽観的であった一時間前の自分を殴り飛ばしたくなる。


  　店内に残され茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていた兼亮だったが、こちらの情報を漏もらしたという千鳥が現れた。店内に残っていてもどうしようもない。そう考えた兼亮は、口数少ない千鳥を、堂々と追跡していた。


  　色違いのタイルで構成された舗道を見下ろしながら、兼亮は呟つぶやいた。


  「……帯おび刀なたさんは、無事でしょうか」


  　僅わずかに後ろを振り向いて、千鳥は答える。


  「知らない。ついてこないでよ」


  「……拷ごう問もん、とか、されてないかな」


  　沈黙していると不安が募る。だから兼亮は考えを口にした。


  「萩原きいろは、貸出カードが欲しいって言ってました。帯刀さんの持ってくるカードが。だから帯おび刀なたさんを拉ら致ちしたんだ」


  　しかし言葉にすることで、焦しよう燥そう感かんに押し潰つぶされそうになる。


  「カードが欲しい、なんて。だったら普通に帯刀さんにお願いすればいいのに……」


  「あいつらは絵本を返却するつもりはないのよ。絵本を回収するために動いてる月つき夜よが、カードを渡すわけないじゃん」


  「だからって拉致なんてしなくても。例えば……『仲間になる』とか言って嘘うそついて……」


  「心を読めるんだから、そんなの通用しないでしょ。だから拉致って、無理やりカードを奪いたいんじゃないの」


  　穏やかではない。最低な結末の描かれた絵本は、そこまで大切な物なのだろうか。それとも悪役ヴイランズに魅せられた者は、見境がつかなくなるのか。


  「……あんたも知ってるでしょ。月夜は、図書館や絵本に関しては口を割らない。あたしたちにだって、教えてくれないじゃない」


  　千ち鳥どりの言う通り、月夜は図書館や絵本について語りたがらない。絵本は誰が作ったのか、何のために作られたのか。図書館から盗まれたという一六冊の絵本が、どうしてこの町にばらまかれているのか。多くは謎なぞのままだ。自分たちは絵本の回収を手伝っているのだから教えてくれたっていいのに、と兼かね亮すけは思う。だがそれを無理やり聞こうとしてしまえば、じゃあ手伝いなんていらない、と突き放されそうで怖くもある。


  「まあ、あたしは別に、無理に聞きたいとは思わないけどね。言いたくないんなら、言わなきゃいい。あたしは絵本を持ち続けたかった。月夜は絵本を回収するために能力を利用したかった。利害が一致した。だから協力してた。それだけよ」


  　確かに千鳥は、以前兼亮が月夜との関係を尋ねた時に、友達ではない、と言った。


  　友達とは、違うかな、と。


  「冷たいんですね」


  「馴なれ合うのは苦手なのよ、お互いに」


  「話さないんだからやっぱり……拷ごう問もんして吐かせようとか、しませんか」


  「拷問までするような奴らじゃないと思うけど。青あお髭ひげじゃあるまいし」


  「拉致した奴らですよ？　生い駒こまさんは、あいつらの恐ろしさを知らないじゃないですか。あいつら、徒党を組んで動いてるんです」


  「知ってる」


  「……？」


  　青信号が点滅しているにもかかわらず、千鳥は横断歩道へと足を踏み入れる。


  　千鳥の後を追って、兼亮も急ぎ足で追いかけた。


  「なんで……知ってるんですか」


  「あいつらの名前も知ってるわ。天井に立つのが夏なつ苅かり小こ雨さめ。あんたを噛かんだのが円えん城じよう色いろ葉は。どっちもマルグリット女学院の生徒で、どっちもカフェ『ハンプティ・ダンプティ』の店員よ」


  「……なんで、そこまで」


  「あたしも、あいつらの仲間だったからよ」


  　横断歩道を渡りきったところで、千ち鳥どりは急に立ち止まる。


  「仲間……だった？」


  「そう。絵本を手にした最初の頃はね。今は違う」


  「じゃあ、帯おび刀なたさんがどこへ連れていかれたのかも、知ってるんですか……？」


  「それは知らない」


  　千鳥の回答にやきもきして、兼かね亮すけは自然と声が大きくなった。


  「でも、仲間だったんでしょ？　連絡取れませんか。何とか帯刀さんを助けに──！」


  「行けないでしょ。あたしとあんたじゃ。変身するだけの能力と、鏡の中に入るだけの能力だけで、あいつらを倒して、月つき夜よを奪だつ還かんできると思う？」


  「……」


  　恐らく、できない。


  　戦闘向きでないこの能力で、村むら瀬せ一いち郎ろうさえ倒した読み手に勝てるとは思えない。


  「……じゃあ、他にどうすれば」


  「ねえ。どうしてあいつらが貸出カードを必要としているのか、わかる？」


  「絵本を……能力を借り続けたいから、ですよね」


  「そう。貸出カードには一週間に一度、名前を記入しなきゃいけない。そうしなければ取り憑つかれてしまうから。けれど空欄が全て埋まってしまったら、おしまい。記入するところがなくなってしまったらもう、延長はできない。絵本は返却しなきゃ」


  「……だから延長のために、新しいカードを補充したい」


  「何も月夜に持って来てもらわなくても、さ。直接図書館に行けばいいじゃんって、思わない？」


  「……〝夕ゆう陽ひヶが丘おかわくわく図書館〟ですか」


  　ワーストエンド・シリーズには、奥付となるページが存在しない。だが、見返し部分には図書館のハンコが押印されていた。そこから、緊張感の欠けた図書館名を知ることができる。それが、〝夕陽ヶ丘わくわく図書館〟。


  「……でも、それは可能なんでしょうか。俺、ハンコに書かれていた住所を調べてみました。調べたといっても、グーグルマップで簡単に、ですが」


  　該当した場所は、夕陽ヶ丘の埋め立て地に位置する製薬工場跡地だった。七年前の大火災で閉鎖された廃はい墟きよ。上空写真から覗うかがえたのはばかでかい工場の屋根と、意味もなく屹きつ立りつしている四本の煙突だけだ。


  「そう、ないのよ。今も昔もその場所に、図書館なんてさ」


  　千鳥は再び歩き出し、続ける。


  「……でもあの工場、黒い噂うわさがあるみたい。調べた限りじゃ、どっからか子供さらってきて人体実験を行ってたとか。あの火事も意図的なものだったとか」


  「……それ本当ですか」


  「わかんない。廃はい墟きよになった製薬工場にはありがちな、七年前の古いゴシップよ」


  「……行ってみますか？　工場跡」


  　商店街の一角で、のぼりがパタパタと風にひらめいている。赤地に書かれた〝みち草だんご〟は、この地方の名産品のひとつであるが、平日の昼間に人ひと気けはない。


  　千ち鳥どりはそののぼりに誘われるように、向きを変えて歩いてゆく。


  「あたしはもう行った。フェンスで囲まれてて入れなかったけどね。とにかく、図書館は確認できなかったの。それがどういう意味かわかる？」


  「？　どういう意味？」


  「もう！　鈍いな。月つき夜よがどうこう言ってないで、自分の身を案じなさいよ。月夜がいない、図書館もない。それじゃ延長はできないでしょ？　だってカードを持ってくる人がいないんだもん。でも、本当にやばいのは延長できないことじゃない」


  　今ある貸出カードの空欄がなくなれば、もう延長はできない。延長ができなければ、絵本を返却しなければならない。そこで兼かね亮すけは重大なことに気付く。


  「……どうやって、返却するんですか……？」


  「そう。返却すらできないのよ。あたしたちは返却の仕方を知らないんだから」


  　兼亮は青ざめる。延長も、返却も行わずに期限を過ぎてしまえば、絵本の悪役に取り憑つかれてしまう。月夜の存在は、自身の生死に関わるほど大きなものだった。


  「取り憑かれるなんてあたしは嫌いや。だからもう、『白雪姫』を手放すことにするわ」


  「……？　どうやって」


  　千鳥は質問には答えず、〝みち草だんご〟ののぼりの側そばにある、赤い布の敷かれた長なが椅い子すに腰かけた。カーディガンからスマートフォンを取り出し、液晶を操作する。


  「あんたはどうする？　手放すなら今よ。それとも取り憑かれるのを待つ？」


  「……取り憑かれたくは、ないですよ」


  　店の奥からお茶を持って出てきたお婆さんに、兼亮はみち草だんごを二つ、注文した。


  　千鳥は長椅子に腰かけたまま、スマホで誰かと話していた。


  「そう。……うん。わかった。それはこっちの台詞せりふだわ」


  　断片的な会話の内容はわからない。兼亮は千鳥の隣に座り、電話が終わるのを待つ。運ばれてきた団子を手持ち無ぶ沙さ汰たに齧かじり、昼ご飯を食べていなかったことを思い出した。それから恐らく月夜もそうだと思い至り、腹を空かせて泣いてやしないかと悲しくなり、こんな状況を引き起こした自分を不ふ甲が斐いなく思った。


  　パンプキンの焦こがしクレープを楽しみにしていた、月夜の顔を思い出す。


  　会話を終えて、スマホをポケットに入れた千ち鳥どりは開口一番、項うな垂だれる兼かね亮すけに言った。


  「あんたとあたし、降参したから」


  「降参？」


  「そう。折り返しの電話が来るまでわからないけど、たぶんこれから、あの三人のとこに行くことになるよ」


  「……三人って、帯おび刀なたさんを拉ら致ちした三人？　あいつらに、電話してたんですか？」


  「他に誰がいるのよ。夏なつ苅かり小こ雨さめにね。あの人がリーダー格だから」


  「ホントですか……!?　帯刀さんは？　無事でした？」


  　思わぬ糸口に兼亮は声を張り上げた。


  「拷ごう問もんは？　拷問されてませんでした？」


  「取り敢あえずあたしたちが行くまでは、手は出さないって約束してくれた。やっぱりあの子、何も喋しやべろうとしないみたい」


  「頑固さは健在ですね……」


  「夏苅たちは、月つき夜よがどこから貸出カードを持って来るのかが知りたいのよ。でも頑固な月夜は喋らない。けどあたしたちが返却を願うなら、あの子が動かない訳にはいかないでしょ。どこかへ返却用ハンコを取りに行く。きっとそこには、貸出カードもある」


  「それ……帯刀さんを裏切ることに、なりませんか……？」


  「それが嫌いやなら、取り憑つかれて暴れるといいわ。あんたの友達みたいにさ」


  　千鳥の容赦ない言葉に、兼亮は目を伏せた。


  「……それは避けたいところです」


  「じゃあ返却しかないでしょ。人のこと考えてる場合？」


  「……」


  　答えの出せない兼亮を置いて、千鳥は席を立つ。指先には深緑色の団子が摘つままれている。


  「で、『赤ずきん』は今持ってる？」


  「持ってます。肌身離さず、この鞄かばんに入れてます」


  　兼亮は肩から掛けたショルダーバッグを前に回した。


  「あいつらのアジトへ向かう前に、あたしの絵本も取ってこなきゃ。ほら、行くよ」


  　千鳥は言いながら団子を頬ほお張ばり、お茶でそれを流し込む。


  「おばちゃん、ご馳ち走そうさま」


  　言って取り出したがま口の財さい布ふから、小銭を摘んで兼亮に渡す。


  　そして兼亮を置いて歩いて行ってしまう。


  　兼亮は、慌てて残りの団子に噛かみ付いた。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  「んぅ……」


  　フォークに刺さったティラミスが頬ほおに押し付けられ、帯おび刀なた月つき夜よは顔を背そむけた。


  「あーん。ほら、あーんしろ、あーん」


  　アジトへ連れてこられるなり一七歳の体に戻された月夜だったが、円えん城じよう色いろ葉はは相変わらず、月夜を子供のように扱っていた。自ら口を大きく開け、月夜の唇くちびるにティラミスを押し付ける。月夜は唇をきつく結び、ティラミスを頑かたくなに拒否していた。


  「もう！　何なの？　どうして食べないの!?」


  「お腹なか空いてないんじゃないですかあ？」


  　色葉ときいろは餌えさを食べない捨て猫にそうするように、揃そろって月夜の顔を覗のぞき込む。


  　アイマスクで目隠しをされた月夜は、手首を後ろ手に結ばれたまま、椅い子すに座らされていた。


  　カフェ『ハンプティ・ダンプティ』で拉ら致ちされ、帯刀月夜が連れてこられたのは、オートロックマンションの最上階だった。アイマスクをされていた月夜にその外観はわからないが、三人の会話を聞く限り、ここはきいろの住まいであるらしい。


  　月夜は改めて制服を着せられ、腕を縛られたままリビングに監禁されている。


  　色葉はメイド服を脱ぎ、上からゼブラ柄のパーカを着たマルグリット女学院高校の制服へと着替えていた。他の二人も制服のままだ。


  　色葉は無表情の月夜を抱き締め、頬ずりする。


  「ねえツッキー？　私、蒼あおい目、見たいなあ」


  「おい色葉、目隠しは絶対に取んなよ。そいつは人の心を読む化け物だってこと、忘れんな」


  　千ち鳥どりとの電話を終え、夏なつ苅かり小こ雨さめがソファーにもたれたまま色葉の背中に忠告した。厳いかついブーツは脱いであるため、その足は黒のハイソックスにスリッパという軽装備だ。


  　小雨の苦言に、色葉は唇を尖とがらせる。


  「わかってるよ」


  「おまえ、ホントにわかってんのか？　さっきハンプティ・ダンプティで仮面つけてなかったろ。こいつを甘く見てると痛い目に遭うぞ」


  「わかってるってば。わかってても嫌いやなんだってば。こんな面」


  　リビングの中央にある膝ひざ丈たけテーブルの上には、オンドリのかぶり物と、二つのお面があった。ひとつは小雨の付けていた和風のキツネ、もうひとつはふっくらと頬を膨ふくらませた、おかめだ。


  「……ごめんなさい色葉さん。きいろがどうしてもオンドリを譲らなかったからですよね……」


  「ちげーよバカ。オンドリとか、おかめと同じくらい嫌だよ。だいたい面被かぶってたら噛かみつけないだろーが」


  　きいろは月夜から色葉へ視線を移し、尋ねた。


  「でも色葉さん、帯刀さんを元の年齢に戻しちゃったんですかあ。どうして？」


  「それはもちろん、あれを着せるためよ」


  　色いろ葉ははにんまりと口角を吊り上げ、ドアの側のポールハンガーを指差した。そこにはカフェ『ハンプティ・ダンプティ』の制服、メイド服が掛けられてある。


  「……ああ。だからわざわざ持って来たんですね、あれ」


  「絶対似合うと思うんだよね！　見な、きいろ。シックなドレスとの調和が約束されたこの艶つややかな黒髪、透き通る白肌、控えめなエロい唇くちびる」


  「何だよその唇。控えめなのにエロいのか？」


  　ソファーから小こ雨さめが呆あきれたように言う。


  「そう、控えめなのにエロいんだよ。前には出てってないエロさ。ああああ、言葉が出てこねーわ。こう、ガッツリエロい！　じゃなくて、奥ゆかしぃい感じのエロさ、なんだろ」


  「……ちょいエロ？」


  「……官能的？」


  　きいろと小雨がそれぞれ提案すると、色葉は小雨に向かって人差し指をさした。


  「官能的！　近い。そんな感じ。もっと、もっと頂戴」


  「……あざとい？」


  「……妖よう艶えん？」


  「違う！　あざといのはあんたのおっぱいでしょ、きいろ」


  「ひどい！」


  「そこまでのエロさじゃないの。色で言えば赤！　じゃなくて、桜色な感じ。ピンクじゃないよ？　桜色。優しい感じの」


  「……エロティカル？」


  「……匂におい零こぼれる？」


  「小雨、それ！　きいろに関しては問題外だわ。何、エロティカルって。会心の一撃？　ちげーよ。〝匂い零れる唇〟！　そんな感じ」


  「なあんか、それって、使い方間違ってません？」


  　匂い零れる唇。……唇がにおっていいものか。


  　ふと視線をやったきいろは、月つき夜よがその桜色の唇についたティラミスのチョコレートを、そっと舌先で舐なめ取っている仕草を目撃した。


  「えっろぉ……！」


  　衝撃に体を仰のけ反ぞらせるきいろ。


  「い、色葉さん、びっくりするくらいエロかったです、今！」


  「ほら！　でしょ？　匂い零れた？　匂い零れたでしょ？」


  「匂い零れました、色葉さん！」


  「早速着替えさせよう！」


  　色いろ葉はは月夜に飛びかかり、その制服を脱がし始める。


  「やめっ……」


  「うひひひ大丈夫！　大丈夫だからっ！　ね？」


  　とてとて駆けてメイド服を取ってきたきいろは、その光景に顔を赤らめる。


  「うっわ、やばい、色葉さん！　すんごい匂におい零こぼれてます……！　どうしよう……！」


  　色葉は月夜の首元からしゅるりと抜き取った制服のリボンを放り投げた。


  「涎よだれもんだわ、これ。下着どうしよ。一回脱ぐ？　一回、一回だけ脱いでみる？」


  　色葉の手によって、悶もだえる月夜の制服のボタンが外されてゆく。


  「いや……」


  「待て待て、やめろ」


  　色葉の暴走を諫いさめたのは、夏なつ苅かり小こ雨さめだった。携帯電話を掲げて腰を上げる。


  「その前に、作戦会議だ。生い駒こま千ち鳥どりから連絡が来たぜ。あいつと笠かさ木ぎ兼かね亮すけは、降参だってよ」


  「へ!?　降参？　どゆこと？」


  　驚くきいろと色葉の間に立ち、縛しばられた月夜を見下ろす。


  「絵本を返却したいんだと。この女を奪われちまったら延長も返却もできねえ。取り憑つかれるくらいなら、今すぐに本を手放したいんだとさ」


  「へえ。ツッキー、ひとりぼっちになっちゃったねえ」


  　色葉は言って、意地悪な笑みを浮かべた。


  　小雨は月夜の前に屈かがみ、その顔を見上げる。目隠しをされ、顔の下半分しか見えないが、それだけ見ても形のよい唇くちびるには目を奪われる。色葉が人形扱いするのも頷うなずけた。表情の乏しいその顔は、整いすぎているが故ゆえに人工的ですらある。


  　不気味な女だ、と小雨は受けた印象を胸中に呟つぶやき、質問した。


  「帯おび刀なた月夜。おまえ、どこまで人の心を覗のぞけるんだ……？」


  「……」


  　月夜は答えない。小雨の言葉など聞こえていないかのように、頬ほおのひとつさえ動かさない。


  「まあいいか。んなこたどうでも」


  　乱暴に頭を掻かき、小雨は質問を続けた。


  「オレたちはワーストエンド・シリーズの読み手だ。それはわかるな？」


  　今度は小さく首しゆ肯こうした。


  「それぞれ能力を借りてる。カードに名前を書いたんだよ。けど所しよ詮せんはレンタル。絵本はいつか返さなきゃなんねえ。カードの空欄が名前で埋まっちまったら、もう延長はできねえからな」


  「どうして、貸出カードのルールを知っているの」


  「どうして？　〝先生〟がそう言ったからさ」


  「あなたに絵本を渡したのも、〝先生〟？」


  「まあ待て、質問してるのはオレだよ。それで、だ。オレたちはカードが欲しいんだよ。だから絵本に書かれた住所へも行ってみた。あの焼け焦こげた工場跡だ。けれど図書館は見つからねえ。もちろんカードもねえ。そこで、だ。帯おび刀なた月つき夜よ、おまえがどこからカードを持ってきているのか、教えてくれ」


  「……」


  　沈黙が部屋を支配する。きいろや色いろ葉はも月夜を囲んで、固かた唾ずを呑のみ言葉を待った。しかし月夜の返答は、彼女たちの望むものではなかった。


  「どうして、私が貸出カードを持ってくることを、知っているの」


  　空気が一瞬にして張り詰める。色葉が危険を察知して、一歩、下がった。きいろはおどおどと、小こ雨さめと月夜の顔を交互に見る。


  「……おいおい、質問に質問で返されるのが一番むかつくんだよ。オレからの回答は全部これだ。〝先生が、そう言ったから〟さ」


  「村むら瀬せ一いち郎ろうや笠かさ木ぎ兼かね亮すけの能力も、その〝先生〟から聞いたの？」


  　瞬間、小雨は弾かれたように月夜の胸元へ腕を伸ばした。無理やりに立たせられた月夜の後ろで、座っていた椅い子すが反動で倒れる。


  「ひゃっ！」


  　きいろがその音に怯おびえ、身を竦すくめた。


  「質問してるのはオレだっつったよなあ!?　優しく言ったから勘違いしちまったか？　対等でいるつもりなら一回殺すぞ。おまえが喋しやべっていいのは、オレの質問に回答する時だけだ。いいか、カードの在りかを教えろ」


  　喉のどをきつく締め付けられ、月夜の呼吸が細くなる。月夜はそっと息を詰まらせる。


  「……あなたたちの〝先生〟に、会わせてほしい」


  「……よし、一回死ね」


  「だめっ！」


  　月夜を床へ叩たたきつけようとした小雨を、きいろはその体に抱きついて止める。


  「だめ、だめ。暴力はだめだよ、小雨さん……！」


  「……わーってるよ」


  　小雨はきいろの頭に手を乗せて、なだめるようにその髪を撫なでた。


  　小雨の腕から離された月夜は、崩れ落ちるように床へ転がった。


  　けほけほと咳せき込む月夜の肩に手を添え、きいろは言う。


  「……月夜さん、質問にはできるだけ答えます。だから、協力してください。それがお互いのためです」


  　きいろは月夜の体を支え、抱き起こした。


  「〝青あお髭ひげ〟や〝嘘うそつきオオカミ〟に関しては、生い駒こま千ち鳥どりさんから聞きました。きいろの卵で、あの人を懐かい柔じゆうしたんです。あの人から、情報を貰もらったの」


  「……生い駒こま、千ち鳥どり」


  　ここに来て初めて、月つき夜よの声に僅わずかな動揺の色が窺うかがえた。


  「は。心を覗のぞけるくせに、仲間の裏切りには気付かねえんだな」


  「……千鳥が隠し事をしているのには気付いていた。けど隠そうとしていることを無理に読もうとは思わないよ。……仲間、だから」


  「〝だった〟、だろ。あいつらはおまえを見限って、絵本はもう返却するんだからよ」


  　言いながら小こ雨さめは倒れた椅い子すを起こし、そこに座る。


  「それで、降参には応じるわけ？」


  　色いろ葉はが腕を組み、人ごとのように質問した。


  「オレひとりじゃ決められないから、他の二人に話してみて折り返すっつった。だが悪い話じゃねえ。元仲間が返却したいっつーんだ。帯おび刀なた月夜は返却するためのハンコを取りに行かなきゃいけねえだろ。貸出カードももちろん、そこにあるはずだ」


  「……」


  　表情ひとつ変えない月夜に業ごうを煮やし、小雨は脅おどしをかける。


  「……それでも口を開かないってんなら、あの二人を殺してやるよ。おまえは元仲間の死体から怨うらみ節を読み取ることになるぜ」


  「……死んだ者からは何も読み取れないよ」


  「……そりゃ、死体を見たことがある奴の言う台詞せりふだぜ」


  「……」


  「……ちっ」


  　小雨はうんざりして背をもたれ、乱暴に頭を掻かいた。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　生駒千鳥が『白雪姫』を手にしたのは、九月の初め。夏休みが明けてすぐの、ある放課後のことだった。


  　その日、日本列島に近づいた大型の台風は、夕ゆう陽ひヶが丘おかにも強い風と雨をもたらしていた。移動スピードを上げた台風は、その朝発表された気象庁の台風情報よりもはるかに速く、町を暴風域に包み込む。


  　日々の日課をなぞり図書室で課題をこなしていた千鳥は、不意に訪れた悪寒に腕を摩さすった。夏盛りの季節であるからこそ、図書室は冷房が効いている。しかしあまりに寒すぎた。


  　眼鏡めがねを付けたまま千鳥は顔を上げた。カタカタと窓が風に震ふるえている。


  　いつの間にか人ひと気けがなくなっていた。見渡す限り、図書室内は千鳥だけだった。


  　雨音の満ちる空間を、蛍光灯の青白い光が無機質に照らしている。早く帰らなきゃ。窓の外に流れる雨雲を見上げてそう思った。


  　眼鏡めがねを外して千ち鳥どりは立ち上がり、教科書やノートをバッグに仕舞う。その最中、唐突に鳴ったチャイムの音に肩が跳はね、筆箱を落としてしまった。静寂に耳が慣れていたせいか、チャイムの音がやけに大きく、恐ろしいものに聞こえたのだ。


  　ジジジ、と蛍光灯が唸うなり、明滅する。


  　刹せつ那なの空の輝き。遠くに轟とどろく雷鳴。滔とう々とうと続く雨音。


  　筆箱を拾おうと腰を曲げた。途端、その視線の先に影がかかる。


  　──こんにちは、生い駒こま千鳥。


  　その声は甘く、柔らかなものだった。


  　千鳥は床に落ちた影を見つめていた。丸みのある肩に、ハットのシルエット。口元からは濛もう々もうと煙を吹き出している。鼻び腔くうをくすぐるのは、何の香辛料だろうか。


  　体を起こした目の前に、大きくクチバシを尖とがらせた仮面があった。黒い帽子に黒い外がい套とう。クチバシの上にはくりぬかれたような穴が二つ。その背は高く、猫背のせいかまるで覆おおい被かぶさるように、千鳥を見下ろしていた。


  



  「……不思議なのよね」


  　市営バスに揺られながら、千鳥は一か月以上も前のことを思い出し、呟つぶやいた。


  　ポケットから取り出した板チョコの銀紙を剥はがしながら、兼かね亮すけは尋ねる。


  「逃げなかったんですか？」


  「それが不思議なの。なぜか……怖くなかったのよ」


  　男は千鳥に尋ねたのだと言う。


  　──どうして、お家に帰らないのですか。


  「あたしは答えた。『勉強していたの』」


  「生駒さんにしちゃ素直ですね。黙れ、キモい、去いねっ、とか言いそうなのに」


  「言うわけないでしょ。初対面の人にそんなこと言うほど、捻ひねくれてないわよ」


  　兼亮は今一度、〝先生〟の姿を頭に思い描いてみた。鳥のクチバシのように前方へ突起した仮面、黒の帽子に黒の外套。その裏地を染める赤が、千鳥の脳裏に強く印象付いているらしい。


  〝先生〟は千鳥の顎あごを持ち上げ、「偉いですね」と言った。


  「いや初対面で罵ののしってもおかしくないくらい……気持ち悪いんですけど」


  「ん……気持ち悪いわ。今思うと」


  「台風の日に残って勉強なんかしてるからそんなのに出会うんですよ。どうして帰らなかったんですか？」


  「……家にはお父さんがいるから、あたしはいつも図書室で勉強してんのよ」


  　千ち鳥どりは、父親と折り合いが悪かった。仕事上、平日の昼間にも家にいることの多い父親は、基本部屋に籠こもってはいるが、同じ家にいれば顔を合わせることもある。だから千鳥は、自然と学校に残ることが多かったのだ。


  　バスが停留所に止まり、腰の曲がった老ろう婆ばが杖つえをついて席を立つ。


  　兼かね亮すけと千鳥は座ったまま、バスの発進を待った。


  　正午すぎの緩ゆるやかな時間帯であるためか、車内はいつもより空いていた。


  　思えば兼亮が生い駒こま千鳥と初めて会ったのは、通学途中のバスの中だった。兼亮の親友、煮に雪ゆき瞑つむりにワーストエンドの読み手である可能性を見た帯おび刀なた月つき夜よは、千鳥や村むら瀬せ一いち郎ろうを伴って、瞑の妹である煮雪日ひ和よりと接触したのだ。そこに巻き込まれたのが、笠かさ木ぎ兼亮である。


  　通学時間に発生したバス事故。フロントガラスに銃弾の跡が発見されたことから、あれは事故ではなく事件だったのではないかと、マスコミに騒がれた。しかし銃弾や銃を撃った犯人は見つからない。運転手や乗客は揃そろって口を噤つぐみ、世間では未解決とされているこの事件。銃を撃ったのが村瀬一郎だということを、兼亮は知っている。


  「……そういえば、バス事故の報道、ぴたりと止みましたね。あれ、まだ未解決のはずなのに」


  「バスの運転手は、一週間前から行方不明らしいけどね」


  「え!?　そうなんですか？」


  　乗り込んでくる乗客はいないらしく、老婆が降りるとすぐに扉は閉まった。バスは再び走り出す。


  [image: ]


  「……瞑つむりも、その〝先生〟ってやつから『赤ずきん』を受け取ったんでしょうか」


  「たぶん、ね」


  「……どうして、カードに名前を書いちゃったんだろ」


  　名前を書き、貸出期間を過ぎても返却や延長を行わなかったことで、煮に雪ゆき瞑は『赤ずきん』の悪役、〝嘘うそつきオオカミ〟に取り憑つかれた。兼かね亮すけの持つ絵本は、瞑から又借りしたものだ。


  「……あいつに心を抉えぐられたのよ、きっと」


  「心を……？」


  　千ち鳥どりはバッグを膝ひざの上に抱き、ぼんやりと窓の外に流れる風景を眺めながら呟つぶやいた。


  「〝──弱い自分が嫌いですか。〟あいつはあたしのママの姿で、そう言った」


  「ママ？」


  「そう。あたしを捨てたママ。あいつは──〝先生〟は、心に触れてくるのよ。あたしの過去やトラウマに触れて、あたしに絵本を読ませたわ」


  



  　──読んでごらん。


  〝先生〟はそう言って、机の上に一冊の絵本を置いた。表紙に描かれていたのは、向かい合う二人の女性。タイトルは──。


  「『白雪姫』……？」


  〝先生〟は回り込むように千鳥の後ろに立ち、静かに椅い子すを引く。促されるままに椅子へ腰掛け、千鳥は絵本を手に取った。


  　窓の外に雨は降り続く。寂せき寞ばくに沈む図書室で、千鳥は絵本に視線を落とした。左側に横書きの文章が、右側にはイラストがある。描かれていた物語は、千鳥もよく知る『白雪姫』だ。


  　雨音は静かに小さく消え去り、しんしんと雪が降り始める。


  　黒こく檀たんの窓辺に腰掛け、裁さい縫ほうをしているのは陶器のように端正な顔立ちをしたこの国の王妃。冬の寒さは体に障さわる。優しそうな王がそう言って王妃の肩に、毛布を掛けてやる。王妃は王を見上げ、その大きく温かな手を握り返した。


  　千鳥はページを捲めくった。


  



  　王妃が針で指先を刺してしまい、三滴の血が、白銀の雪上に落ちた。その強い赤に目を奪われ、王妃は願った。


  



  〝ああ。この白い雪のような、この赤い血のような、そしてこの黒い黒檀のような、美しい子供が欲しい〟


  



  　そしてその望み通りに、美しく可愛かわいい娘を産んだ。愛いとしい我が子を抱いて、王妃は幸せ一杯に微ほほ笑えんだ。


  　日々成長する白雪姫を、王妃はいつでも側そばで見守っていた。昨日よりも今日、そして今日よりも明日、白雪姫は日ごと美しくなっていった。


  　反対に王妃は、年老いてゆく。


  　いつからか、王妃は娘に、引け目を感じ始めていた。


  　王の大きな手の温もりを、独り占めしている我が娘。仲良く手を繋つなぎ歩く二人の背中を見ながら、王妃は何を、思ったのか。


  



  〝鏡よ、鏡〟


  



  　王妃は鏡に映る自分の姿に向かって、縋すがるように尋ねた。


  　この国で、一番美しいのは、誰？　この国で一番愛されているのは、誰？


  　鏡が白雪姫の名を口にしたその日から、王妃にとって白雪姫は愛しい子ではなく、殺意を抱く対象となった。


  　しかしどんな手段を使って彼女を殺そうとしても、白雪姫は幸運と人々の愛に助けられ生き延びる。生まれつき美しく、生まれつき誰からも愛される白雪姫に嫉しつ妬と心しんを燃やし、自ら老ろう婆ばに身をやつしてまで彼女を殺そうとした王妃。そこにかつての洗練された美しさはない。一生懸命で年がいもなく、みっともなくて見苦しい。


  



  〝どうして!?　どうして、死んでくれないのよ……!?〟


  



  　鏡の前で絶叫し、泣き崩れる王妃を千ち鳥どりは憐あわれにさえ思った。立ち上がりなさいよ、あと少しじゃないの、あんたは王妃。そんなところで諦あきらめるような玉じゃないでしょう？


  



  　誰もが白雪姫を愛していた。王も、国民も、猟師も七人の小人も、白雪姫の味方だった。


  　それでも王妃は負けることを認めない。王妃は、愛を得るために戦っている。愛されたい。そう願えば願うほど、人々はみな白雪姫を愛し、王妃はひとりになってゆく。


  



  　ひとりぼっちの王妃が、毒リンゴを持って白雪姫を倒した時には、安あん堵どさえした。


  　従来の御お伽とぎ噺ばなしとは違い、ワーストエンド・シリーズに描かれた物語は悪役が最後に笑う。


  



  　白雪姫は二度と目を覚まさない。死体愛好家の王子に愛されて、眠り続ける。


  　王妃は再び国一番の美女となり、かつて雪のように美しい子が欲しいと願ったあの中庭で、雪に塗まみれて子供のようにはしゃぎ回る。


  



  〝やったわ！　私の勝ち！　私が一番！　これからはみんな、私を愛するんだわ！〟


  



  　絵本を閉じて、千ち鳥どりは息をついた。


  　耳元に、窓を打つ雨の音が蘇よみがえってくる。


  　千鳥は王妃を想い、目を伏せた。ああ、なんて報むくわれない人生だろう、と。


  　──あなたは、どう感じましたか。その絵本は、ハッピーエンド？　それともバッドエンド？


  　千鳥の向かいに座っていた先生は、千鳥が本を読み終わるのを待って、尋ねた。


  「……バッドエンドだわ」


  　千鳥は答えた。


  「誰も報われない」


  　──最後に勝ち残った、王妃でさえ？


  〝先生〟は、微動だにしないまま質問する。中の窺うかがい知れない二つの穴から、じっとりとした視線を感じた。


  　千鳥は今読み終わった物語の余よ韻いんに浸りながら、ゆっくりと口を開く。


  「……王妃は必死に自分を繕つくろって、あの地位まで上り詰めたのよ。あの人の美び貌ぼうや権威は見栄で飾られた張りぼてだわ。剥はがれてしまえば誰にも愛されない。自分でそれを知ってたから……白雪姫が、怖かったのね」


  　──王妃は、白雪姫を恐れていた？


  「だって、王妃の張りぼてを剥がす人物が、白雪姫だったのよ。自分が必死に手に入れた立ち位置を、あの子が何の努力もなしに追い抜いてゆく。生まれつき美しくて、生まれつき愛されてて。王妃は自信が揺らいで、すごく焦あせったと思う。まるで今までの自分を、笑われたようで。今までの自分を、否定されたようで──自分を嫌いに、なってしまいそうで」


  　千鳥は言って、俯うつむいた。


  「王妃にとってのハッピーエンドは、白雪姫やみんなに愛されて、胸を張って生きていくことだったんじゃないかな。ホントは寂しかったのよ。ずっと孤独で、辛つらかったのよ」


  　千鳥には、王妃の気持ちが痛いほどわかった。


  「……でも、誰にも頼らない。だって彼女は一国の王妃よ？　弱い自分なんて、娘に嫉しつ妬としちゃう自分なんて、そんな情けない姿、誰にも見せられないでしょ？　だからひとり戦った。強くあり続けた。そんな彼女は、嫌いじゃないわ」


  　椅い子すを引いて、〝先生〟は緩かん慢まんに立ち上がった。


  　──千鳥。あなたも、戦っているのですか。


  　それから長い外がい套とうを引き摺ずり、机に片かた膝ひざをついて、千鳥に向かって手を伸ばす。


  　──千ち鳥どり。あなたも、寂しいのですか。


  　尖とがった指先で顎あごを持ち上げられ、無理やりに視線を合わせられる。底の見えない二つの穴に、赤い、赤い瞳がぽっと灯ともった。


  　耳に触れる雨音に、千鳥の心音が混ざった。


  　どこからか、泣き声が聞こえる。それから、ママを呼ぶ声。


  　ジジ、と蛍光灯の明かりが明滅し、青白く照らされていた図書室に闇やみが混ざる。


  〝先生〟が帽子を脱ぐと、長い柔らかなブラウンの髪が広がった。外がい套とうを外すと、コバルトブルーの艶つややかなドレスが露あらわとなる。


  　ママ、ママ。女の子はどこかで泣き続ける。ああ、この声は、自分の声だ。


  　ごめんなさいママ。許して、──許して。


  「──いい子で、いるから」


  〝先生〟に頬ほおをなぞられ、いつの間にか、自分が涙を流していたことに気付いた。


  　──弱い自分が嫌いですか。泣いてばかりだったあの頃の自分が。


  　辺りに充満する甘い香り。母親が好んでつけていた、アプリコットの香水だ。


  「……大嫌いよ」


  　千鳥は目の前に迫るクチバシの面に手を添え、ゆっくりと仮面を外す。その下には、懐かしい顔があった。あの頃のままの、母親の微ほほ笑えみが。


  「……あたしは強くなりたいの。寂しさや孤独になんか負けないくらいに、強く、強く」


  　母親の細い腕が、千鳥の頭に触れる。その髪を撫なでつけ、母親は真っ赤な唇くちびるを開いた。


  　紡つむがれたのは、千鳥を[image: ]しつ咤たする時の決まり文句。


  　七年ぶりに、千鳥はその声を聞いた。


  「──可愛かわいくない子」


  



  「〝この絵本を貸してあげましょう。ただし、期間は一週間〟」


  　閑静な住宅街を歩きながら、千鳥は〝先生〟の言葉を諳そらんじた。


  　兼かね亮すけは隣を歩きながら、千鳥の言葉を聞いている。


  「あたしの母親に化けたそいつは、そう言ったのよ」


  「……妖よう怪かいじゃないですか、そいつ」


  「そう言われても、驚きはしないわ。っぽかったもん」


  　二人並んで歩いていると、正面から、乳母車を押して歩くデッサン人形が向かってきた。兼亮と千鳥は人形との衝突を避け、道の端に寄る。


  　鏡の中の世界では、人間を映してデッサン人形が活動している。二人は〝いじわる王妃〟の能力を使って、鏡の中にいた。千鳥の家には父親がいるため、こっそり部屋へ入るのは難しい。だからバスを降りた先の公園のトイレで、鏡の中へ入ったのだった。


  「あたしは言われるまま絵本の貸出カードに名前を書いた。それから家に帰って、お父さんに怒ど鳴なられたわ。『台風が来てるのに、こんな時間までどこほっつき歩いてたんだ』ってさ。いつもみたいに酷ひどい言い合いになって、うんざりして。あたしは部屋へ戻って、早速〝いじわる王妃〟の能力を使ってみた。鏡の中の世界へ、入ってみたのよ」


  　乳母車を押すデッサン人形は、穏おだやかな表情を浮かべながら兼かね亮すけたちとすれ違ってゆく。乳母車の中を覗のぞくと、小さな人形がすやすやと眠っていた。


  「鏡の中のデッサン人形は、人の心を映す。お父さんは泣いてたわ。あの人の涙を、あたしは鏡の中の世界で、初めて見た」


  　とある一軒家の庭に繋つながれた犬が、ばうわうと吠えている。犬はデッサン人形として反映されないんだな、と兼亮は意外に思った。


  「……絵本、返さなかったんですね。今もまだ持ってるってことは、延長したんでしょ？」


  「あたしは能力に夢中になってた。……能力っていうか、この鏡の世界に心酔しちゃったんだと思う。この世界では人目を気にしなくていいし、みんな本心を晒さらしてる。あんたに伝わるかわからないけど……」


  　千ち鳥どりはそう一言添えて、兼亮に言う。


  「みんなでわいわい話すのって、疲れるのよ。合わせて笑って、傷つけないように言葉選んで。何だかあたし無理してるなあって。でも鏡の中のデッサン人形を見たらさ、結構笑ってない人っているんだよね。表では笑ってるのに、裏ではつまらなそうにしてるの」


  　わからないことはない。人とはそういうものだと、兼亮は思う。もちろん、自分も含めて。


  「なあんだって、思った。無理してるのはあたしだけじゃなかった。でもそれに気付いたらさ、楽しい振りするのが、ますますバカバカしくなったわ」


  「……」


  「一番孤独を感じるのは、人に囲まれている時なのよ。……だからこの世界にいる時は、ひとりぼっちを意識しなくてすむもの」


  　家に帰りたがらず、ひとり図書室で勉強していた千鳥の居場所は、なかったのだろう。


  　この世界にもデメリットはある。日が沈むと怪物が現れ、中にいる人間を食べてしまうのだという。だがその時間制限さえ守れば、決して人と会うことのない静寂な世界だ。だからこそ千鳥はこの鏡の中の世界を、自分の場所として気に入ってしまったのだろうか。


  「絵本を借りて一週間後、図書室で〝先生〟と再会して、あたしは延長を申し出た。でも延長は、貸出カードの空欄がある限りしか行えない。絵本を借り続けるには、カードがなければいけない。カードを、手に入れなければいけない」


  



  　九月の半なかばになって、隣のクラスに珍しく登校してきた人物がいた。


  　千鳥は早速見に行った。その人物こそ、貸出カードを持ってくるという唯一の存在、帯おび刀なた月つき夜よであったからだ。


  　漆しつ黒こくの髪に、白い肌。蒼あおい瞳は幻想的で、美しかった。その奇異な存在は、クラスメイトたちに囲まれていた。しかしひとり椅い子すに座り黙りこくったその姿はどこか、つまらなそうに見える。


  　千ち鳥どりは、廊下から腕を組んでその様子を眺めていた。


  〝先生〟から、月つき夜よに関しての情報はいくつか聞かされていた。あの蒼い瞳は人の心を読むという。だから迂う闊かつに近づいてはいけない。それから彼女自身は絵本の読み手ではないということも聞いた。ただ、ワーストエンド・シリーズに深く関わる重要な人物ではあった。


  　千鳥は月夜を尾行すべく、鏡の中の世界に入った。その世界の月夜の姿を見て、面食らう。


  「ああ、なるほど。つまらないわけだわ」


  　デッサン人形だらけの世界で月夜人形はただ一人、顔を黒く塗り潰つぶされていた。クレヨンを乱暴に塗りたくったような黒に、蒼い目が二つ、ぼんやりと灯ともっている。


  　他のデッサン人形たちに囲まれ俯うつむくその姿は、ひとりぼっちで寂しそうだった。


  　千鳥が〝先生〟の元を離れ、月夜側に立ったのは、それからすぐのことだ。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　優しかった母親の顔を、千鳥は今でもよく覚えている。書斎に引きこもり、部屋からほとんど顔を出すことのなかった父親よりも、千鳥は母親の方が好きだった。


  　千鳥が小学校に上がったばかりの頃。千鳥は、夜、仕事に出掛ける前の母親と、よく夕ご飯を作った。母親は料理が上手ではなかったが、パパのために練習中なのだと、彼女は言った。


  　並んでキッチンに立ちながら、二人はいろいろな話をした。好きな男の子の話、新商品のコスメの話。料理本を睨にらみながら四苦八苦する母親は、千鳥にとってお母さんというよりも、友達に近かったかもしれない。


  　仕事中の母親の写真を、見せてもらったことがあった。光り輝くライトの下、コバルトブルーのドレスを纏まとい、煌きらめくアクセサリーを身につけた母親は、お姫さまのように美しい。千鳥はそんな母親を、誇りに思った。


  



  「もう、ママったら！」


  　そんな母親も、時には酒に溺おぼれて帰宅することがあった。玄関に入った直後に倒れ込む母親を、千鳥は何度も助けた。ヒールの高いパンプスを脱がせ、その小さな体で母親をおぶって、部屋へ連れていった。


  　ベッドに寝かせて、毛布を掛けて。水の入ったコップを渡したあとに、母親の伸ばした腕が千鳥の頭を撫なでる。


  「千ち鳥どりはいい子だね」


  　その日、母親は自分の髪を留めていた銀色の髪飾りを外し、千鳥の髪を飾った。


  「すごく可愛かわいいわ、千鳥」


  「本当？」


  「本当。ほら、小さなお姫さまみたい」


  　母親は光沢生き地じのバッグから手鏡を取り出し、千鳥に見せる。ダリアを模した銀色の髪飾りには、小さなジュエルがいくつも煌きらめいていた。小さな千鳥には大きめで、また不釣り合いなほど高価なものだったが、それは千鳥の顔を輝かせた。


  　まるで自分が、写真にあった母親と同じになったような気がして、誇らしかった。


  「えへへ」


  　照れて笑う千鳥の表情が嬉うれしくて、母親もまた、微ほほ笑えみを見せた。


  「気に入ったならそれ、千鳥にあげる」


  「ホント？　ありがとう、ママ！」


  　千鳥は母親へ飛びついた。母親は潤うるんだ瞳をきつく閉じて、千鳥の体を強く抱き締めた。


  　こんな時、母親は繰り返し「ごめんね」と言った。いつもの口癖だ。千鳥には母親がどうして謝っているのかわからなかったが、彼女の肩に頬ほおを預けた。こうすると彼女が落ち着くことことを、千鳥は知っていたのだ。


  　母親の背中に腕を回す。その体が、僅わずかに震ふるえていることに気付く。


  「……幸せになろうね、絶対に」


  　千鳥の小さな耳元に、母親の声は届いた。


  　──絶対に。


  　母親がどうして涙を流していたのかはわからなかったが、どうしてそんな言葉を口にしなければいけなかったのかは、わからなかったが。


  　強い意志を持つその言葉は、千鳥を安心させた。いつもは友達同士のように笑い振る舞う彼女が、この時ばかりは、千鳥のお母さんだった。


  　だから千鳥はその小さな体を預け、安らぎの中、目を閉じたのだった。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  「お邪魔します……」


  　姿見を通して、兼かね亮すけは千鳥の部屋へ足を踏み入れた。強い、柑かん橘きつ系の香りがした。


  　八畳ほどの広めのフローリングに、机や本棚、ベッドなどが置かれている。散らかっているわけではないのに、ごちゃごちゃとした印象があった。まるでおもちゃ箱のような……と思い至って考え直す。いや、まるでこの部屋は、雑貨屋なのだ。


  　円形のカーペットにチェスボード柄のテーブル。甘そうな色のカーテンなどは、部屋の隅にある勉強机を完全に浮かせてしまっている。


  「靴くつは……どうしましょうか」


  　兼かね亮すけは脱いだスニーカーを掲げ、ベランダへの窓を開けた千ち鳥どりに尋ねた。


  「ここに置いといて」


  　自分のローファーをベランダに並べて、千鳥は答えた。


  　スニーカーを置いた兼亮は、改めて部屋を見渡す。ラックの上には、大きめのガラスビンが置かれていた。中には黄色い羽のアゲハ蝶が閉じ込められていて、指でフタを叩たたくとパタパタと飛び跳はねる。機械でできたおもちゃなのだろう。よくできている。


  「一日中いても飽きなさそうな部屋ですね」


  　インディアンの人形の側には破魔矢が立て掛けられていた。和洋折衷お構いなしのようだ。


  「あ」


  「何！」


  　兼亮の声に、千鳥は過剰に反応する。


  「〝時計うさぎ〟……」


  　ラックに並んでいたのは、カフェ『ハンプティ・ダンプティ』で月つき夜よが夢中になっていたフィギュアだった。こんなところで再会できるとは。


  「帯おび刀なたさんの心を鷲わし掴づかみにしてたんですよ、これ」


  「……じゃあ、あげるわ。持ってってよ」


  「え？　いいんですか？」


  「いいよ」


  　千鳥はあっけらかんと言う。部屋を飾る雑貨に頓とん着ちやくしてはいないのか。それとも情報を漏もらしたことに、引け目でも感じているのだろうか。


  「すぐ出るからね。じろじろ見てないで、そこに座ってなさいよ」


  　千鳥は不機嫌に言って、肩から提げたカバンをそっと、勉強机の上に置いた。


  　兼亮は言われた通りに、丸いカーペットに胡座あぐらをかく。卓上にゼンマイ式のおもちゃを見つけ、何の気なしに手に取った。天高く屹きつ立りつする縦棒に丸みを帯びたボールがふたつ。直視するのも憚はばかられる立体像に、足が二本付いている。


  「これは……。歩くちん──」


  「ぎゃああああああああ」


  　兼亮の言葉を遮さえぎって、千鳥は慌てて手を伸ばしたが、兼亮はするりとそれをかわした。


  「いやあ、驚きのビッチ力ですね。まあ薄々感付いてはいましたけども……。でもまさかこんな卑ひ猥わいな……」


  「ふ、福袋に入ってたのよ！　捨てるのもあれじゃない!?　返してよ！」


  「返してよ、だなんて。まるで大切な物を取られたかのように……。生い駒こまさんにとって、そんなに大事なものですか？」


  「要らないわよ！　変な事言わないでくれる!?」


  「思うに。日常的に使う用途の高い物ほどテーブルに置くではありませんか。なぜこのおもちゃをテーブルに……？」


  「だ、だって……遊ぶんだもん」


  「……遊ぶ？」


  　言いながら兼かね亮すけは、そのゼンマイを巻いてみた。卓上に立たせ手を離すと、天突く頭部分を右へ左へがくがくと揺らし、歩く。トコトコ進むその動きはコミカルであるのだろうが、ひとつも可愛かわいくない。卑ひ猥わいだ。


  　ダメな大人の悪ノリで作られたようなおもちゃによって、部屋には気まずい空気が流れた。下劣な下ネタが滑っている光景ほど、目の当てられないものはない。


  「……すみませんでした」


  　兼亮は心から謝った。


  　頭を上げたその直後。勉強机に置かれた千ち鳥どりのカバンから、真っ白な毛むくじゃらの小動物が顔を覗のぞかせているのを発見する。


  「……え」


  　その小さな瞳から発せられた視線は、ゼンマイ式のおもちゃへ注がれている。次の瞬間、動物はするするとカバンを飛び出し、テーブルの上に着地。兼亮の眼前で、ゼンマイ式のおもちゃと戦い始めた。


  「生駒さんっ！　変なのがいます！」


  「変なの言うな。フェレットよ」


  「フェレット……？」


  　短い足に長い胴。無邪気におもちゃに歯を立てているのは確かに、紛まぎれもなくフェレットだ。兼亮には馴な染じみのない動物である。日に二度も遭遇するのは珍しい、と思いきや、フェレットの首に巻かれた水色のリボンが目に入る。こいつは、カフェ『ハンプティ・ダンプティ』で萩はぎ原わらきいろが鳥かごに入れていたのと同じやつだ。


  「何で、生駒さんが持ってるんですか」


  「取り返したのよ。この子は、あたしがきいろに望んで、産んでもらった子なの」


  「え。え？　産んでもらったのってこれ……!?」


  　つまりこのフェレット、兼亮の消しゴムのように、きいろの卵から孵かえったものなのか。


  　つぶらな瞳で兼亮を見上げ、その真っ白なフェレットは小首を傾かしげた。自分が一番可愛く見える角度を知っているかのような、完かん璧ぺきな仕草だった。


  　卑猥なおもちゃさえ、抱いていなければ。


  



  　兼かね亮すけは目を瞬しばたたかせていた。理解しにくい光景が目の前にある。不機嫌な仏頂面か意地悪なしたり顔しかパターンがないと思われていたあの生い駒こま千ち鳥どりが、とろけた笑みでフェレットにチーズの欠かけ片らを差し出し、「おいしい？」などと呟つぶやいている。


  　しかもこのフェレット、人から産まれたというのだから目が回る。


  「ちょっと整理させてください。つまり生駒さんは、あの萩はぎ原わらきいろの〝金の卵を産むガチョウ〟の力によって、フェレットを手に入れたと。んで、その上でこいつをあの三人に奪われ、取り返すために、俺たちの情報を売った」


  「そうね」


  　首に水色のリボンの巻かれたフェレットはチーズの欠片を器用に両手で挟み、真っ赤な舌を出してはむはむと齧かじり付いている。


  「つまり生駒さんは、このフェレットのために、俺たちを売ったと」


  「……トゲがあるわね」


  「隠してるつもりですけどね」


  　険悪なムードを感じ取ったのか、フェレットはチーズを食べるのをやめ、千鳥を見上げた。


  「……これでも譲歩したのよ。最初は月つき夜よを連れてこいって言われた。でも月夜の周りにはいつも青あお髭ひげがいるの。だからあたしの力じゃ連れてはこれないって伝えた。じゃあせめて情報を教えろって、そう言われたのよ」


  「……」


  　卓上に頬ほお杖づえをついて、千鳥はフェレットの首筋を人差し指で撫なでる。フェレットはその指に甘えるように、頬ずりした。


  「……いつ、そいつを貰もらったんです」


  「一週間前くらい」


  「俺が萩原きいろに貰った卵は、普通の小さなものでしたけど……。そいつ入らないでしょ」


  「もちろん卵から産まれた時は、もっと小さかったのよ。こんくらい」


  　千鳥は人差し指と親指の間に小さなスペースを作って、兼亮に見せる。それは小さすぎやしないか、とは思ったが、フェレットに関しての知識を持たない兼亮に、それが大おお袈げ裟さな表現なのかどうかは判断しかねた。


  「一週間でここまで大きくなるものですか」


  「どんくらい大きくなるのかもわかんないわよ。そもそもフェレットなのかも謎なぞだし」


  　丸く大きな耳に尖とがった顔つき。見た目はテレビやペットショップで見るフェレットそのものだが確かに、従来のものよりも一回り小さくも感じる。何より出生の過程が恐ろしい。フェレットというのは本来、人間からも、卵からも産まれてはならないものだろう。


  「名前は何て言うんですか」


  「え……いや、フェ、フェレットちゃんだよ？」


  「嘘うそでしょ」


  　明らかに狼ろう狽ばいし始めた千ち鳥どりを、兼かね亮すけは目を細めて見つめる。


  「将来の子供に灼熱林檎アツプルパイなんて取り返しのつかない名前付けようとしてるくらいだ。ペットにはさぞ、個性的な名前をつけていらっしゃることでしょう」


  「言わない！　あんたバカにするでしょ」


  「しませんよ」


  「嫌いや！」


  「しませんて」


  「……ホントに？」


  「本当です」


  　居住まいを正し、さあ来いとばかりに覚悟を決める兼亮。


  　千鳥は顔を俯うつむけて、恐る恐る呟つぶやく。


  「……スノーホワイト」


  「……」


  　兼亮は、何も言わなかった。酷ひどい名前であれば笑い飛ばしてやろうと思っていた。けれど千鳥の口から零こぼれたその名前を、バカにすることなどできなかった。〝いじわる王妃〟に惹ひかれた彼女が、よりによってその名前を、つけてしまうとは。


  　千鳥はもう一度、その名を口にする。


  「……白雪姫、と書いてスノーホワイト」


  「わかってます」


  「じゃあ何か言えよっ」


  「……いい名前だと思います」


  「へ」


  　きょとんと目を丸くした千鳥は一拍間を置いて、ゆるゆると笑みを見せる。


  「でしょ？」


  　初めて向けられた千鳥の笑顔に、兼亮は戸惑った。思わず可愛かわいげを感じてしまった。視線を逸そらして、それを悟られないように質問する。


  「ちなみにどうして、白雪姫の名前を？」


  「この子の毛並み、白でしょ？　雪みたいに」


  　褒ほめられたからか、千鳥は饒じよう舌ぜつにフェレットを紹介した。


  「それから黒い目。赤い口。白雪姫みたいだなあって思ったら、それ以外に考えられなくなったの！」


  「なるほど」


  　兼かね亮すけは、スノーホワイトの口先へ人差し指を出してみた。スノーホワイトはくんくんと兼亮の指先を嗅かぎ、両手を添えて甘あま噛がみする。


  「人ひと懐なつこいですね」


  　どこかの太った黒猫とは大違いだ。


  「でしょ？　可愛かわいいでしょ？　尻しつ尾ぽの付け根摘つまむとくすぐったがるよ？　触ってみ？　ここ」


  　千ち鳥どりは兼亮に近づいて、スノーホワイトを撫なでる。言われた通りに兼亮が尻尾の付け根を触ると、スノーホワイトは体をこてんと寝かせ、じたばたと抵抗した。


  　兼亮とスノーホワイトのやり取りを、千鳥は頬ほお杖づえをついて見守っていた。すると突然「ひゃっ」と奇声を上げ、頬を赤く染めた。


  「どうしました」


  「何この光景。……すごいことに気付いてしまったわ……」


  「？」


  「お父さん以外の男の人を部屋に入れたのって、初めてだ……。てか、人が来たの自体、何年ぶり……？」


  「どんだけ友達いないんですか」


  　千鳥は突然緊張し始め、立ち上がった。


  「そうだ。こ、こんなことしに来たんじゃないよね。絵本、絵本を」


  　勉強机に移動した千鳥は、ポット形のビンから小さな鍵かぎを取り出し、机の引き出しを開けた。中から取り出したのは絵本。だがその一冊の登場で、緩ゆるんだ空気は一瞬にして張り詰める。


  「……ね」


  　千鳥はカーペットに座る兼亮を見下ろし、息を呑のんで尋ねた。


  「……見せ合いっこ、してみない？」


  「……ああ。いいですよ」


  　兼亮は脇に置いていたショルダーバッグから、自分の所持する絵本を取り出す。ワーストエンド・シリーズの八番目。オオカミの顔が表紙に描かれた『赤ずきん』だ。


  　テーブルの向かいに座った千鳥と、絵本を交換する。


  　兼亮の手には、向かい合う女性の描かれた絵本が渡る。『赤ずきん』の表紙に描かれているのが〝嘘うそつきオオカミ〟なのであれば、この女性は鏡を前にした〝いじわる王妃〟なのだろう。『白雪姫』と書かれたタイトルの上に、「Worst end series12」とナンバーが振ってあった。


  　恐る恐るページを捲めくる。『赤ずきん』以外の絵本に触れるのは初めてだ。


  　左側に横書きの文章、右側にはイラスト。時にそれらの位置は逆転したり、見開きのイラストを挟みながら物語は進む。絵本の構成は、『赤ずきん』と一緒のようである。イラストのタッチもまた類似している。同じ作者によるものなのだろうか。


  　白雪姫を生んだ王妃は、自身の分身とも言える我が子へ、惜しみない愛情を注ぐ。しかし白雪姫が美しく成長し、国中の皆に愛されるようになると、今度は嫉しつ妬と心しんを抱くようになる。


  　初めのうちは、一般的なグリム童話と大差はなかった。鏡によって白雪姫に一番を奪われたことを知った王妃が、猟師を使い彼女の心臓を欲する。猟師は良心が咎とがめ、猪いのししの心臓を白雪姫のものと偽って渡す。


  　猟師や七人の小人たちに助けられ、仲間を増やしていく白雪姫とは対照的に、王妃は終始孤独だった。誰も信じられず、誰に頼ることもできず、かつては国一番の美しさを誇った王妃は自ら醜い老ろう婆ばへ姿を変え、白雪姫に毒リンゴを渡しにゆく。


  　ワーストエンド・シリーズの結末が漏もれなくそうであるように、絵本は悪役の勝利で終わる。毒リンゴを食べた白雪姫は目を覚まさず、二人の一番争いは王妃に軍配が上がった。


  　これで私が一番。誰もが自分を愛してくれる。王女の笑い声を余よ韻いんとして残したまま、兼かね亮すけは絵本を閉じた。


  　向かいの千ち鳥どりもまた、苦い顔で『赤ずきん』を閉じるところだった。


  「……さいってーな絵本ね」


  「……最低な絵本ですね」


  　それぞれの手に、絵本が戻される。


  　チーズを齧かじるスノーホワイトを挟んで、二人の間に沈ちん鬱うつな空気が流れた。


  「……腹を割って話しましょう。〝嘘うそつきオオカミ〟の持つ属性は〝少女嗜し好こう〟です。まあぶっちゃけ俺はそのオオカミから能力を借りてるわけですから？　まあ、わからなくもない……的な部分も少しはあります。ほんの、少しくらいは」


  「……ロリコン」


  「うっ。やめてもらえます？　ロリコンっつったって、良いロリコンと悪いロリコンがいるんだから、そのことについて熱く語ることも辞さないのですが、たぶん引かれると思うのでここは紳士らしく辞しましょう」


  「賢明な判断だわ」


  「どうも。だから代わりにその絵本の悪役、〝いじわる王妃〟の属性について教えてください」


  　絵本に描かれた悪役は、自分に共感した読み手にしか能力を貸さない。だから能力を借りている千鳥と〝いじわる王妃〟の間には、何か共通点があるはずだ。


  「月つき夜よが、言うには……自己──」


  「自己？」


  　千鳥は必要以上に俯うつむいて、不ふ承しよう不ぶ承しようといったふうに呟つぶやいた。


  「──〝自己嫌悪〟」


  「自己嫌悪？　それは……意外ですね。絵本を読んだ限りじゃ〝利己的〟とか〝独善主義〟とか、そんな感じなのかと」


  　兼亮の言葉に、千鳥はムッと唇くちびるを尖とがらせる。


  「あんたちゃんと読んだの？　あたしにはわかるわ。〝王妃〟っていう肩書き。あの王冠、ね。彼女にとってはとても大切なステータスだったんだと思うの。自分を肯定してくれる……レゾンデートル的な？　自分の言葉は、自分の感情は、〝王妃〟だからこそ人に伝わるものなの。王妃だからこそ、人は自分を、必要としてくれる。愛してくれる」


  　千ち鳥どりはゆっくりと慎重に、語り始める。


  　兼かね亮すけはポケットからキャンディー形のチョコレートを摘つまみ、口に放りながらその話を聞いた。


  「〝王妃〟であることで初めて、〝自己嫌悪〟の塊である彼女は自分を好きになれるんだわ。人前では背筋を正して、つんとしてるのにさ──」


  　言って千鳥はその光景を思い出すように、含んだ笑顔を作った。


  「部屋に籠こもってひとりきりになった時は、鏡に映った自分にびくびくしながら確認するのよ。〝この国で一番美しいのは誰？〟って。鏡は心を映すのよ。あれは自分の声。もちろん、〝美しいのはあなたですよ、王妃〟って答える。王妃は毎晩そうやって、自分が自分を好きでいられていることを確認してた」


  　兼亮は絵本の挿さし絵えを思い出した。王妃は、鏡の前でだけ王冠を外す。彼女は不安そうな表情を浮かべて、鏡に映る自分自身を見つめていた。


  「でもある日、その鏡に映った自分が、白雪姫を差した時にさ。きっとすごく。すごくすごく焦あせったのよ。きっと近いうちに美び貌ぼうだけじゃなく、地位も名誉も追い抜かれてしまう。しかもあの子、若さや運だけで王妃に勝っちゃうのよ？　そんな子の気まぐれひとつで更こう迭てつさせられたりしたら目も当てられないわ。一番であるために、自分はあんなに苦労して手に入れた地位を──」


  「苦労してたんですか？」


  「してたわよ。ちゃんと読め」


  「え、だって書かれてなかったもんそんなこと」


  「挿絵もちゃんと見たの？　あれはどう見たって苦労してきた人の顔でしょ！」


  「絵から読み取るのかよ……」


  　さすがは〝いじわる王妃〟に魅せられた読者だ。一介のオオカミが読み取れるものじゃない。


  「……一番じゃない自分に何の価値があるというの？　娘に怯おびえて媚こびへつらう情けない自分に。そんな王妃、誰も愛してくれない」


  「そんなことないと思うけど」


  「そうなの、彼女にとっては」


  「病んでますね」


  「病んでる言うなっ。こっちは必死なんだ！」


  　ふうふうと息を荒らげる千鳥に手の平を向けて、兼亮はまあまあと彼女を落ち着かせる。


  「別に生い駒こまさんのこと言ってるわけじゃ……」


  「わかってる！」


  「ところで生い駒こまさん……言いにくいんですけども」


  「何」


  「〝レゾンデートル〟って何ですか？　薬品？」


  「存在価値！　勉強しろよ。ってか、わからなかったらすぐに訊きけ、ばか」


  　伝わってないのにドヤ顔で語っちゃったじゃんか、と千ち鳥どりは顔を赤くして兼かね亮すけの肩を殴った。


  「……村むら瀬せや帯おび刀なたさんには、逆のことを言われました。尋ねれば答えが返ってくるのを当たり前に思うな、みたいなこと」


  「はあ？　それはあんたの傲ごう慢まんを指摘しただけでしょ。尋ねること自体を咎とがめてるわけじゃないじゃない。……ってか、そんなこと気にしてんの？」


  「……いや、別に……」


  「嘘うそつきのあんたはきっと、人に染まりやすいのよ。千せん差さ万ばん別べつ、十じゆう人にん十と色いろでしょ。自分の考えを持ちなさいよ。その上で、いろんな人のよいと思ったとこだけ真ま似ねしてけばいいわ」


  「……」


  「……だからあたしは、スノーのために情報を漏もらしたことを謝らない。あたしはあたし。誰かに頼るなんて嫌いやなの。誰の助けもいらない。あたし一人の力で、スノーを守ったわ。そこに引け目を感じたりしたくないもん」


  　千鳥は鏡の中の世界を、周りの人間の心を知って、余計に不信感を募らせてしまったのかもしれない。兼亮はそう感じた。千鳥は、群れない。合わせて笑うことをしない。


  　確かにそれは強いと思う。〝いじわる王妃〟の持つ、強さなのかもしれない。


  　なのに、と兼亮は考える。なのにどうして、辛つらそうに見える。


  「……何か、無理してません？」


  「決まってるでしょ。してるわよ」


  　千鳥はあっけらかんと答えた。


  「頑張って生きてんだから、無理もするでしょ。気安く『無理するな』、なんて言わないでよ。それって、『おまえには無理だ』諦あきらめろって言われてるのと同じだわ」


  「……もちろん、言いませんけど」


  　不意にバタン、と廊下から音がした。


  　はっと息を呑のみ、二人はドアへ視線を滑らせる。短い沈黙のあと、中年男性の声が聞こえる。


  「千鳥？　帰ってるのか」


  「……やばい」


  　絵本を引き出しから取り出した時以上に、張り詰めた空気が室内を満たした。


  　コン、コンとドアがノックされる。


  「千鳥、返事しなさい。まだ学校の時間だろう」


  　弾けるように千ち鳥どりは立ち上がる。


  「……やばい。嘘うそ。あたし声大きかった？　どうしよ、まずい」


  　声を潜ひそめて慌てふためく千鳥に引き摺ずられて、兼かね亮すけも焦あせり始めた。


  「ええと、鍵かぎは閉めました？」


  「ついてないのよ。お父さんが許してくれない」


  「それは……まずいですね。絵本は、隠さなきゃですね。あと、ええと、これは？」


  　兼亮が掲げたのは、卓上でスノーホワイトが齧かじっていたゼンマイ式のおもちゃ。


  「これはまずいですよね。この歩くちん──」


  「一番まずいのはあんたよっ！」


  　その手首を掴つかんで立たせ、千鳥は兼亮をクローゼットの中に押し込んだ。クローゼットの扉が閉まるのと、部屋のドアが開くのはほぼ同時だった。


  「千鳥。いるなら返事しなさい」


  「……ただいま、お父さん」


  　クローゼットに両手をつく姿勢のまま、千鳥は引き攣つった笑顔で答える。


  「……？　何をしているんだ？」


  「何も」


  「……そうか」


  　クローゼットの隙すき間まから、部屋の様子が覗のぞけた。兼亮は息を殺して、目を細める。千鳥の父親の顔は見えないが、身長の高いすらっとした体格をしていた。


  「学校はどうした」


  「今日はテスト最終日なの。午前中で終わったわ」


  「そうか。教科は？」


  「数学と古典」


  「できたか？」


  「まあまあ」


  　部屋の出入り口に立ち、二人は向かい合っている。父親と喋しやべる千鳥を見るのは新鮮だった。あの仏頂面が、親の前だとたじたじの体ていだ。


  「そろそろ塾の方、通かよったらどうだ。クラスの子はどれくらいが通ってるんだ」


  「わかってる。ちゃんと考えてるから。必要になったら言うから」


  　話を切り上げて、千鳥は部屋のドアを閉めようとする。


  　やれやれといった具合に嘆息して、父親は部屋を出た。


  「いいか、早ければ早いほどいいと言うぞ。遊ぶ時には一生懸命遊ぶ。勉強する時には一生懸命頑張っ──て……」


  　父親は千鳥の肩越しに部屋を覗き、言葉を詰まらせた。その様子に異変を感じた千鳥は振り返り、青ざめる。


  　チーズの袋に身を隠していたのは、スノーホワイトだ。透明な袋に、その体が透けて見えてしまっている。


  「何だあれは」


  「……フェレット」


  「千ち鳥どり、父さんはあんなものが、どうしてここにいるのか訊きいているんだ」


  「それは……」


  　千鳥は俯うつむき、言い淀よどむ。まさか友人に産んでもらったとも言えまい。


  「……でも、可愛かわいいでしょ？　噛かまないし、トイレだってちゃんとするし、お利口なのよ？」


  　千鳥は笑顔を取り繕つくろって、スノーホワイトを庇かばった。しかし父親の声は、明らかに威圧的になっている。


  「飼っているのか」


  「……そういう訳じゃないけど」


  「いつからだ」


  「……ちょっと前」


  「テスト期間中なのにおまえは、イタチと遊んでいたのか。イタチの走り回る部屋で勉強ができるのか」


  「フェレットだってば」


  「いいか千鳥、学生の本分は何だ」


  「勉強」


  　千鳥は恐らく正解を言ったのだろう。しかし父親はこれ見よがしに溜ため息いきをつく。


  「本当にわかっているのか。点数が下がったら、イタチのせいにするんじゃないのか」


  　俯く千鳥は、下唇くちびるを噛んだ。


  「……わかった。逃がしてくる」


  「今すぐにだ」


  「わかったから。もう行ってよ。すぐに逃がすから」


  　千鳥がドアを閉めようとするのを、父親は押し戻す。


  「おまえの悪い癖だぞ。またそうやって口だけ返事して逃げるのか？　この部屋もだ。いらないものは片付けなさいって言ったのはいつだったかな」


  「わかったってば！　フェレットはちゃんと──」


  「今すぐに捨ててきなさい！」


  「捨てっ……」


  　千鳥にとって、スノーホワイトは捨てたり拾ったりといった対象ではない。反論したいが、それが意味のないものだということも理解できている。


  　だから唇くちびるを結んで、カーディガンの裾すそを握り締めて耐える。自分のこんな姿を、親とのやり取りを、他人である兼かね亮すけに見られ聞かれているのが、堪たまらなく恥ずかしかった。


  「父さんは心配しているんだ。大事な時期だぞ、千ち鳥どり──」


  　あたしはちゃんとやってるじゃない。そんな言葉を、喉のどの奥に仕舞い込む。


  「いいか、母さんのようになりたくなかったら──」


  「ママは関係ないでしょ!?」


  　ガタッ。


  　クローゼットからの物音に、二人は言葉を止めた。


  「……？」


  　父親が不審に思い、部屋に一歩踏み出す。


  「クローゼットに何かいるのか？」


  「な……何もいないわ」


  「何を隠しているんだ」


  「何も隠してない、待ってよ」


  「どきなさい」


  　千鳥の制止を振り切って、父親はクローゼットの扉を開けた。


  「……っ！」


  　中にうずくまる少女は漆しつ黒こくの髪に白い肌。蒼あおい瞳を父親に向けて、驚きのあまりか口を三角にして固まっている。アレイスター・クロウリー著の『法の書』を抱いた帯おび刀なた月つき夜よが、そこにいた。


  「……き、君は？」


  　立ち上がった月夜は頬ほおを薄紅に染めて、目を伏せたまま一歩二歩と前に出る。


  「……ふう」


  　数秒前までの驚きよう愕がくなどなかったかのように静かに、吐息をひとつ。髪を乱暴に掻かき上げると、片手を腰に添え凜りんとした。


  「お邪魔してます」


  「……ああ、お友達が、来ていたのか」


  「ごめんなさいお父様。私のフェレットが、誤解を招いてしまいました。しばらく預かってもらっていましたの」


  「……わかったでしょ。今取り込み中なの。早く出てって」


  　千鳥に促され、父親は不ふ承しよう不ぶ承しよう部屋を出る。


  　ドアが閉まる直前、父親は財さい布ふを取り出し、千鳥に千円札を渡した。


  「茶菓子か何か、置いておくといい。だが千鳥、友達もいいが……いや、その話はまた今度にしよう」


  「……」


  「学生の本分を忘れるな。頑張るんだぞ」


  　ドアが閉まり、足音が聞こえなくなってから、千ち鳥どりは誰にともなく呟つぶやいた。


  「……これ以上、何を頑張ればいいってのよ」


  　クローゼットの前では、月つき夜よが腰に手を当て立っている。


  　千鳥は月夜の前まで歩き、その黒髪を撫なでた。


  「……ホント、よくできてんのね。あれ、でも何か……カサカサ」


  「俺は帯おび刀なたさんの髪に触れたことないですからね。イメージで構成してるんです。本物を触ればもっとうまく真ま似ねできるはずですよ」


  　その声は、抑よく揚ようなく紡つむがれる。兼かね亮すけの言葉だが、声や喋しやべり方は月夜そのものである。


  「ふうん。親しくなればなるほど、クオリティは上がるってこと？　へえ。身長まで縮むんだ。その本は何？」


  　千鳥は小柄なその体を矯ためつ眇すがめつ観察して、月夜の手にする『法の書』へ視線を落とした。


  「ついセットで真似てしまいました。俺がロッカーの中に帯刀さんを発見した時、これを持ってたんです。でも中身は、『赤ずきん』ですよ」


  　月夜は千鳥の前に『法の書』を掲げ、そのページを捲めくってみせた。『法の書』はワーストエンド・シリーズよりもサイズが小さいため、歪いびつにトリミングされてしまっているが中身は確かに、さっき読んだ『赤ずきん』だ。


  「真似できるのは見た物だけです。中身はコピーできません」


  「へえ。そんなこともできるのね……」


  　千鳥は兼亮の変身した月夜の顔を、物珍しそうに眺めた。


  「笑ってみ？」


  「笑えませんよ。俺はこの人の笑顔を知らない。敬語だって危あやうかったんだから。〝預かってもらっていましたの〟なんて言わないでしょ、この人」


  「……」


  「……？」


  「えい」


  　突然、千鳥は月夜のスカートを捲ろうと腕を伸ばす。月夜は内うち股またになってスカートを押さえ、抵抗した。


  「ぎゃあっ！　何するんですか」


  「見たことないのはコピーできないなら、パンツはどうなってんのかなあと思って」


  「もちろんコピーできてません。俺は帯刀さんの皮を被かぶっている状態なんだから、スカートの下は制服です」


  　手を収めた千鳥を、月夜は頬ほおを赤らめて見上げる。中身が兼亮だと思うと気持ち悪い。


  「へえ。じゃあ月つき夜よが本物か確かめる時は、スカートを捲めくればいいんだ」


  「生い駒こまさんのパンツなら真ま似ねできるんですけどね」


  　月夜に化けた兼かね亮すけは、いつか見た千ち鳥どりのアメコミ風の下着を思い出して言った。


  「……あんたそれ、試してないでしょうね」


  「……え。試してなんかいないよ？」


  　唇くちびるに人差し指を添え、小首を傾かしげる。家で何度も練習した仕草だ。この角度には自信がある。完かん璧ぺきに月夜の可愛かわいさを引き立たせる角度。しかし。


  「嘘うそつけばかっ！　忘れろっ」


  　中身が兼亮とバレていては何の意味もなかった。


  　千鳥は月夜の偽にせ者ものに飛び掛かり、その頭上へ掌しよう底ていを降らせる。


  「わ、待って！　痛っ」


  「忘れろ、忘れろっ」


  　月夜を殴って追い掛ける千鳥は、床に置かれたブーブークッションに足を取られた。ぷひーと間抜けな音を鳴らして、仰向けにひっくり返る。


  「ひゃっ」


  「ちょ、いこっ──」


  　月夜は慌てて手を伸ばした。しかしその掴つかまれた腕ごと、引っ張られてベッドへ倒れ込んでしまった。


  　視線の先に、千鳥の顔があった。真まっ直すぐにこちらを見つめる瞳。しかしいつものような、敵意に満ちたジト目ではない。目を丸くして、兼亮を見上げている。


  　月夜に変身した兼亮は、千鳥に覆おおい被さるように、ベッドに手をついていた。


  　こうして間近で見てみると、意外に睫まつ毛げが長いことに気付く。


  　髪が乱れ、頬ほおは仄ほのかに上気していた。その、薄く開いた唇に目が回る。


  　──何だ、この、甘ったるい匂におい。


  「……どきなさいよ。あんた、ロリコンなんでしょ」


  　はっと瞬まばたきをして、兼亮は自らの頬に手を当てる。動揺したためか、変身が解けていた。


  　慌てて上体を起こし、すぐに謝る。


  「す、すみません」


  「……」


  　千鳥は兼亮の下から出てベッドの上に座り、仏頂面でおさげの位置を直し始めた。


  「……」


  「……」


  　気まずい。兼亮はベッドを下り、カーペットの上に逃避した。この空気をどうしたものか。


  　卓上から、スノーホワイトが二人を交互に見つめていた。


  　先に口を開いたのは千ち鳥どりの方だった。


  「さっきの、わざとでしょ」


  「いや誤解！　事故ですって」


  「違う。クローゼットで物音立てたの、わざとでしょって言ってんの」


  　兼かね亮すけは振り返る。千鳥は、ベッドにあったウサギのぬいぐるみを抱いて顔を隠し、小さく「見るな」と咎とがめた。


  　言われて兼亮は、再びスノーホワイトへ視線を戻す。


  「……あたしを、助けるため……？」


  　いつも不機嫌で近づきがたいオーラを放っている人に、こうもしおらしくされると戸惑ってしまう。どう答えたらいいものかと、兼亮は迷った。


  「フェレットのためです。捨てられるなんて、可か哀わい相そうでしょ」


  「……ふうん」


  　それ以上千鳥は喋しやべらなかったため、今度は兼亮が口を開いた。


  「いいお父さんですね」


  「……あのやり取り見ててどうしてそう思うわけ？」


  「生い駒こまさんをだいぶ気にかけているみたいでしたから。スノーホワイトの件だって、生駒さんのことが心配だからああ言ってるんでしょう」


  「……ふん。あの人が心配してるのは、優等生であるあたしよ」


  　ぬいぐるみに頬ほおを埋うずめて、千鳥は呟つぶやく。


  「怯おびえてんの、あの人は。あたしがママみたいにならないように、監視してる」


  「……」


  　スノーホワイトがベッドに飛び乗り、沈む千鳥を心配そうに見上げた。


  　兼亮は言葉に詰まった。


  「……訊きかないの？　何があったのか」


  　逆に向こうから尋ねてきた。今日の千鳥は、やけに距離が近い。


  「……果たして訊いていいものか。彼女のトラウマを抉えぐることにはならないか……」


  　兼亮は敢あえて戯おどけてみせる。


  　千鳥はベッドを下り、兼亮の側そばに座った。


  「今から、誰にも言わなかったことを言おうと思う。聞ける？」


  　その真剣な表情に、兼亮は小さく頷うなずいた。


  「重いよ……？」


  「……親友が怪物に食べられるよりも？」


  　千鳥は答えず、ただ唇くちびるをそっと持ち上げて微ほほ笑えんだ。


  　兼亮と向かい合うように座った千鳥はカーディガンのボタンを外し、スカートからシャツを引っ張り出した。それから兼かね亮すけの手首を握って、自身のカーディガンの中へ入れた。


  「……はっ!?　ちょっと、何を」


  　慌てて引き抜こうとする兼亮の腕を、千ち鳥どりは離さなかった。緩ゆるく抱き合う形のまま、千鳥は兼亮の手に自分の手を重ね、誘導する。


  　兼亮の腕は、千鳥の背中に回された。


  　その指先が、柔らかな体温に触れる。


  「ちょっ！　い、生い駒こまさん、ご乱心ですか……!?」


  　千鳥は答えない。ただ、緊張の混じる吐息が兼亮の耳じ朶だに触れるだけ。


  　しかし困惑する兼亮の言葉は、すぐに止やむことになった。滑らかな肌触りが、違う感触に変わったのだ。火傷やけどの跡なのか、みみず腫ばれなのか。小さなものではあるが、きめ細かな肌触りが、ある部分だけかさかさとしたものになっていた。


  「……可愛かわいくない子。ママは、そう言った」


  「……」


  「これは、ママにつけられた傷なの」


  　兼亮は口を噤つぐむ。何も言えない。これは確かに、なかなかに重い。


  「今考えると異常だったと思う。けどすごいのよ。あたしはそれを、認識してなかった。小さい頃のあたしにとって、これは罰だったのよ。粗相をしたら一回。ママを怒らせたら一回。ママは悪くない、この痛みは、あたしが悪いからだって、思っていたのよ。あたしが可愛かわいくなかったからって。だってあたしが覚えているママの顔は、すごく優しいの。『絶対に幸せになろうね』って、そう言って抱き締めてくれた。その〝絶対〟を、ずっと、信じていたのよ」
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  　兼かね亮すけから、千ち鳥どりの表情は見えない。


  　しかし気丈に語る千鳥の声は、微かすかに震ふるえている。


  「……あたしが一〇歳の時、ママは家を出ることになったわ。詳しい理由は教えてもらえなかったけど、小学校四年生ともなればわかる。男女間のどろどろした大人の事情よ。それでもまだ、あたしはママが好きだった。走ってママの後を追って、尋ねたの。『ママ、今度はいつ帰ってくるの』。あの人は答えた。『もう、帰らないわ』」


  　その直前まで、千鳥は信じていた。あの日〝絶対〟と言った、母親の決意を。


  「……あの人はわざと人目につかない部分を選んで、あたしを傷つけていたのよ。なのにバカなあたしは、気付かなかった。あんなことをされてもまだ、ママに愛されてると思ってた。でも体中にあるの……！　ママがあたしを嫌いだった証拠が、あたしが可愛くなかった証拠が、体中にあるのよ」


  　兼亮はやっと、千鳥が王妃に惹ひかれた理由がわかった。カーディガンの上から、千鳥の背中に手の平を当てる。


  「大嫌いよ、家族なんて。お父さんもママも、みんな嫌い。でも、一番嫌いなのは自分なの。どんなに頑張っても、自分を磨いても、どうしても、自分を好きになれないのよ」


  　一番でなければいけなかった王妃と、いい子でなければいけなかった千鳥。二人ともそうでなければ、愛されないと思い込んでいる。その根本にあるのが、〝自己嫌悪〟なのだろう。


  　千鳥は母親の悪意を一身に浴びて育ったのだ。自分が可愛くないという自意識を植え付けられている。それを隠すため、自分を欺あざむくため、必死になって強い自分を演じている。見せかけの自分で固めておかないと崩れてしまう。あたかも王妃が、王妃であろうとしたように。


  「……だから、〝いじわる王妃〟の強さに惹かれたんですね」


  　千鳥は王妃の、〝自己嫌悪〟を自らの意志で抑え付けたその強さに憧れたのだ。


  　しかし、気付いているのだろうか。


  　その強さは、王妃自身を、孤独にした。


  「生い駒こまさん。これからちょっと、酷ひどいことを言います」


  「……」


  「虐ぎやく待たいの連鎖、知ってますか」


  「……白雪姫コンプレックス」


  「そうです」


  　母親の子供虐いじめ。この現象は連鎖すると言われている。王妃に虐められて育った白雪姫は自身が子供を持った時、かつての王妃のように、美しく育った娘を虐める可能性があるという。


  「……〝白雪姫〟の名前の由来、覚えてますよね。黒こく檀たんの窓辺に座り、縫ぬい物をしている王妃。針で指を刺してしまい、三滴の血が雪の上に落ちる。王妃は願った。この雪のように白く、この血のように赤く、そしてこの黒檀のように黒い子供が欲しい」


  　そしてその望み通りに、美しい子を生んだ。


  「一般的に広まっているグリム童話では、この白雪姫の実の母親と、白雪姫を殺そうとする王妃は別人です。白雪姫を産んだ母親はすぐに死んでしまい、王は新たな妻を迎えた。この二番目の王妃に、白雪姫は命を狙ねらわれるんです。だけどワーストエンド・シリーズでは、初版グリム童話の方を踏襲していた」


  　美しい子が欲しいと願った王妃と、その子を殺そうと決めた王妃は、同一人物なのだ。


  　兼かね亮すけは千ち鳥どりの肩に手を添え、引き剥はがす。そしてその俯うつむいた表情を見つめて問う。


  「……気付いてますか、生い駒こまさん。あなたの惹ひかれた〝いじわる王妃〟は、実の娘の美しさに嫉しつ妬とし、傷付けた母親です。王妃のその強さは、大切な人をも殺してしまう」


  　王妃だってきっと初めは、傷つけるつもりなどなかったのだ。可愛かわいい子を望み、抱き締め、我わが子が美しく成長してゆくのを見守る、優しい母親であったはずなのだ。


  「初めは優しかった。なのに娘が成長するにつれ、娘を敵対視し、その幸せを妬ねたむようになる。その人物像は、生駒さんのお母さんにも当てはまる」


  「……あんたに心配されるまでもなく、気付いてるわよ。あんたはこう思ってるんでしょ？　『母親に虐ぎやく待たいされて育った生駒千鳥は、白雪姫コンプレックスによって、フェレットを虐いじめる酷ひどい母親になる』」


  「……生駒さんがフェレットに付けた名前。そしてその由来を聞いて、俺はそう連想しました」


  　千鳥は顔を上げ、赤みを帯びたその瞳で、兼亮を見返した。


  「ちゃんと気付いてる。だからあたしは、ママと同じになんかならない」


  　千鳥は母親像と戦っている。負の連鎖に打ち勝とうと、強くあろうとしている。


  　しかし兼亮の懸け念ねんは晴れない。千鳥はそうやって強くあろうとしているからこそ、結局は〝いじわる王妃〟に惹かれてしまっているのだから。


  「……あたしはきっといい母親になるわ。ダメな例を知っているもの」


  　手元に滑り込んできたスノーホワイトを優しく撫なで、自分に言い聞かせるように千鳥は呟つぶやく。


  「……すみません。意地悪な考え方しました」


  「……」


  　テーブルへと体の向きを変えた兼亮は、沈んでしまった空気を変えるために声を弾ませた。


  「でも、生駒さんの秘密に触れられたようで嬉うれしいです」


  「嬉しいって何よ……。気持ち悪い」


  「代わりに俺も、秘密を教えてあげます。俺、小学生の頃はうまく喋しやべれなかったんですよ。人を前にすると緊張して、声が潰つぶれて」


  「……今は普通に喋しやべれてるじゃん」


  「ええ。瞑つむりがついて、毎日毎日練習したんです。あの教会の屋根裏部屋で。あいつは真ま面じ目めで熱血だったから、ネットや本で克服方法だとか治療法だとか情報集めてきて、片っ端から試しました。いつから喋れるようになったのかは覚えていません。気が付けば、話すのが億おつ劫くうでなくなっていた。まあ今でも人の視線は、慣れないですけどね」


  「……」


  「一番突飛だった方法は、〝相手を小バカにする〟、だったかな。聞き取れなかったおまえらが悪い、俺と話したいなら、もっと真しん摯しに聞け。みたいな、あくまで上から目線」


  「……開き直りじゃない」


  「おかげでちょっと、嫌いやな性格になってしまった」


  「元からでしょ」


  　千ち鳥どりは小さく、笑ってくれた。


  「瞑のおかげだと思うんですよね。ひとりじゃ難しいことも、支えてもらうと何とかなったりして。だから──」


  　兼かね亮すけが隣の千鳥へ振り向くと、千鳥はスノーホワイトを膝ひざに乗せたまま慌てて居住まいを正した。その仕草がおかしくて、兼亮の頬ほおも緩ゆるむ。


  「だからもし辛つらくなったら、言ってください。何ができるわけじゃないし、生い駒こまさんがどれだけ頑張ってきたかを俺は知らないけど。でも、生駒さんが強くあろうとしてることを知ったから。支えさせてほしいなって、思います」


  「……う、うるさい。……兼亮のくせに」


  　顔を赤くして、千鳥は唇くちびるを尖とがらせる。


  「あたしは誰にも頼らないって言ったでしょ？　だいたい、変身するだけのあんたに何ができるのよ。兼亮のくせに」


  　千鳥は手元にあったブーブークッションを掴つかみ、兼亮を殴る。腕に当たるたびぶひーぶひーと鳴くクッションを受け止め、兼亮は続けた。


  「それともうひとつ。帯おび刀なたさんは、知ってますよ」


  「……？　何を？」


  「生駒さんがフェレットを人質に取られていたこと」


  「……え？　だって卵をもらったことは、月つき夜よにも言ってないのに」


  「読まれてたんじゃないですか？」


  　カフェ『ハンプティ・ダンプティ』で、月夜はきいろの手に捕まるフェレットを見て、「スノーホワイト」と名前を言い当てた。そして言ったのだ。


  　──……笠かさ木ぎくん。今回、千鳥の助けは望めない。


  「敵だ、とは言いませんでした。今回は、生駒さんの助けは望めない。そう言ったんです」


  「……」


  「生い駒こまさんがどう思おうと、帯おび刀なたさんは生駒さんのこと、仲間だって思ってますよ。俺は以前、そう紹介されたんですから」


  　日ひ和よりのアパートの玄関前で、兼かね亮すけは確かにその言葉を聞いた。


  「あの人って、人の心読めるじゃないですか。生駒さんのわがままや意地悪なとこや、フェレットのために俺たち売っちゃうような、俺たちからすれば言わば〝可愛かわいくない〟とこだって、読んじゃってるんじゃないでしょうか。その上で生駒さんを仲間だって、俺にそう言ったんじゃないでしょうか」


  「……」


  　千ち鳥どりは俯うつむいて、口を噤つぐむ。


  「〝いじわる王妃〟と生駒さんの、決定的な違いを、俺は知ってます」


  「何よ」


  「生駒さんはたぶん、自分で思ってるよりもひとりぼっちじゃない」


  「……うるさい」


  　千鳥は逃げるように、ベッドの側面に体をもたれた。スノーホワイトが体を駆け上がり、その肩に乗る。


  「絵本。俺は正直、まだ返却したくありません。だから取り返しませんか。帯刀さんを」


  「どうやって？　あたしとあんたの借りてる能力じゃ、戦えないでしょ」


  「ええ。でももうひとり、味方がいるはずですよね」


  「……知ってんの？」


  「帯刀さんから聞きました。そいつは、戦える能力ですか？」


  「まあ、ねえ」


  「連絡取れます？」


  「……あいつは月つき夜よの味方なの。あたしの味方ではなくて、ね」


  　ベッドの上に頭を乗せ、千鳥は目を閉じる。どうも乗り気ではないらしい。その頬ほおを、スノーホワイトが鼻先でつついている。


  「なら余計に助けてくれるでしょ。だって帯刀さんを助けるためですよ？　そいつも困りません？　帯刀さんがいないと、延長も返却もできないでしょ」


  「助けてはくれるでしょうね。でも、うーん……。会いたくないなあ」


  「そんなこと言ってる場合じゃないでしょう」


  「……わかった」


  　目を開いた千鳥は、体を起こした。スノーホワイトが千鳥の膝ひざへ飛び降りる。


  「計画変更。帯刀月夜を取り戻そう。まずは接触することね。『かちかち山』の〝白しろ兎うさぎ〟に」


  



  　千ち鳥どりのスマートフォンに夏なつ苅かり小こ雨さめから連絡が入ったのは、それからすぐのことだった。


  　降参を受け入れ、絵本の返却に応じてくれるという。千鳥は夕方に、会う約束を取り付けた。


  第三話　オオカミと白兎


  



  　メイド服に着替えさせられた月つき夜よは、相も変わらず後ろ手に縛しばられ、目隠しをされていた。口をもごもごと動かしているのは、フーセンガムを口いっぱいに詰められているからだ。


  「はい、ツッキー。ガムですよー。あーん」


  　色いろ葉ははわざわざ月夜の隣に椅い子すを持ってきて、そこを指定席にしていた。固形のガムをスプーンに乗せ、月夜の唇くちびるの間にねじ入れようとしてくる。


  「……い、いやぅぐ」


  　少しでも口を開けば、また新たなガムが入ってきた。


  「歪ゆがんでますねぇ、色葉さんの愛は」


  　きいろが前屈かがみで、月夜の顔を覗のぞく。


  「だって、ガムじゃないと食べてくれないんだもんよう」


  　敵から渡されたものを食べるな。そう言った村むら瀬せ一いち郎ろうの警告を従順に守り、月夜は食べ物を食べようとはしない。


  「ガムだって、食べ物なんですけどね……」


  　もっちゃもっちゃと頬ほおを膨ふくらませている月つき夜よに、色いろ葉ははスプーンを近づける。月夜はあからさまな嫌悪を示して、そっぽを向いた。


  「色葉さん、嫌われちゃったんじゃないですか？」


  「そんなことねーよ！　ねえツッキー？　嫌いじゃないよね？」


  「きらい」


  　ぱしーんと色葉はきいろをはたく。


  「ひどい！　何できいろを叩たたくんですかあ」


  「あんたが余計なこと言うからでしょ、このっ！　このおっぱいがっ。自じ重ちようしろっ」


  「いやあ、嫌い。きいろも色葉さん嫌いー」


  　へたり込んだきいろを、色葉はゲシゲシと踏み付ける。


  　夏なつ苅かり小こ雨さめは、マンションの外回りを下見に出ていた。夕方に、生い駒こま千ち鳥どりと笠かさ木ぎ兼かね亮すけがこのマンションを訪れることになっている。降伏したとは言っても二人はまだワーストエンドの読み手。警戒するに越したことはない。鏡を使う生駒千鳥の側そばに、鏡を置いておいていいことはないだろう。


  　リビングの鏡や窓ガラスにも、生駒対策に黒画用紙が、一部だけ貼はられている。これは色葉ときいろの仕事だったが、二人は早くもサボり始めていた。


  「ふあっ」
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  　突然上げられた奇声に、二人は動きを止めて振り返った。


  　声の発生源は、月つき夜よだ。唇くちびるの先にはふっくらと、フーセンが膨ふくらまされている。視界を奪われている月夜はきょろきょろと第三者を探し、誰にでもなく尋ねた。


  「膨らんでる？　今、フーセン、膨らんでいるよね」


  「……膨らんでますよ？」


  「ふああっ」


  　きいろが答えてやると、月夜は信じられない、とばかりに歓声を上げる。目隠しをされ、残された無表情な口元さえ膨らんだフーセンに隠されているが、その挙動は明らかに嬉うれしそうだ。


  「できた……。膨らませた……！」


  「……フーセン、初めて膨らませたのかしら」


  　きいろと色いろ葉はが呆ぼう然ぜんと眺める中、ガムを口内に収めた月夜は俯うつむき呟つぶやく。


  「……たぶん、たくさん食べたからだ。一粒じゃなく、何粒も食べたから……！」


  　今の感覚を忘れないようにと唇を尖とがらせる月夜から距離を置き、色葉はきいろに耳打ちした。


  「……ねえ、ツッキーは意地でも食べないようにしてるわけでしょ？　ガムだって騙だましてチューイングキャンディーあげたら、焦あせるかな」


  「噛かんでたら口の中で溶けるやつですか？　……ホント、しょーもないこと考えますよね……」


  「絶対焦るよね。わ、見てー。焦るツッキー超見てえ！」


  　色葉は言ってリビングのドアへ駆けだした。


  「ちょっと買ってくるわ！」


  「えええ!?　ガラス覆おおい隠す作業終わってないんですけど!?」


  「あとよろしくー！」


  　色葉は大きく手を振って、リビングを出て行った。


  「……逃げたな」


  　色葉が去ると、広いリビングは静けさを取り戻した。


  　残ったのはきいろと、頬ほおにフーセンガムを張り付かせている月夜だけだ。


  「……ああ。膨らませすぎてパンクしたんですね。だめですよー。いいとこで止めないと」


  　腕を拘こう束そくされている月夜のために、きいろはガムを取ってやろうとウェットティッシュを探した。リビングと一ひと繋つなぎの、キッチンカウンターへ入ってゆく。


  「……三人は仲がいいんだね」


  　じっと椅い子すに座りながら、月夜は呟つぶやいた。


  「悪い人たちじゃないです」


  「あなたは、夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の生徒でしょう。マルグリット女学院高校の彼女たちと、どうして知り合ったの」


  「二人は、ハンプティ・ダンプティの店員さんなのです。きいろは、あの店の常連だから」


  「彼女たちとは、ワーストエンドの読み手になる前からの知人だったんだね」


  「そうですねー」


  「彼女たちが悪い人でないのなら、悪いのは君たちに絵本を渡した〝先生〟の方かな」


  　月つき夜よの言葉に、きいろは声を沈めた。


  「……帯おび刀なたさんだって、同じじゃないですか」


  　口元に当てられたヒンヤリとしたウェットティッシュの感触に、月夜は唇くちびるを結んだ。


  　きいろは月夜の頬ほおを拭ふきながら、続ける。


  「生い駒こま千ち鳥どり、笠かさ木ぎ兼かね亮すけ。それから村むら瀬せ一いち郎ろう。あの人たちに能力の使い方を教えて、巻き込んだのは帯刀さんでしょう？」


  「……絵本を回収するために、協力してもらっているんだよ。絵本が集まれば、彼らの持つワーストエンド・シリーズもきちんと回収する。そう約束してある。彼らと君たちとでは、絵本を持つ理由が違うんだ」


  「むう……。まるできいろたちだけ悪者みたいな言い方ではありませんか」


  　手を止めたきいろは、月夜の頬に唇を寄せた。


  「ねえ、帯刀さん。あなたの望むものは何ですか？　宝石？　金貨？　食べ物や生き物だっていいよ。卵くらいの大きさであれば、きいろが産んであげましょうか？」


  「……それが、君の持つ能力？」


  「はいっ」


  　きいろは尋ねられたのがそれほど嬉しかったのか、満面の笑みで答えた。


  「〝先生〟が貸してくれた悪役ヴイランズは〝金の卵を産むガチョウゴールデン・エツグス〟。その力は、〝誰かの望みを産む能力〟。この付ふ箋せんに書かれたものを、産むことができるの」


  　目隠しをされているにもかかわらず、きいろは月夜の鼻先に付箋の束を取り出してみせる。


  「卵サイズで、一日に一個だけだけど。きいろが望みのものを産めば、帯刀さんも言うことを聞いてくれる？　千鳥さんみたいにさあ」


  　月夜の膝ひざの上に、柔らかい重みがかかる。きいろが月夜の膝に跨またがり、座っているのだろう。顔を上げた月夜の髪を撫なでて、きいろは甘えた声で囁ささやいた。


  「きいろが卵を産んだのは、帯刀さんに近付くためですよ？　初めは生駒千鳥のために卵を産んで見せた。けど千鳥さんは帯刀さんに報告せず、逆に隠しちゃった。だから今度は、笠木兼亮の前で産んで見せた。兼亮くんは言われた通りに、帯刀さんを店に連れて来てくれた」


  「……」


  「彼らを巻き込んだのはあなたですよ？　〝先生〟はきいろたちのため想って力を授けてくれたのに、帯刀さんが絵本を奪おうとするから」


  「……だって、ワーストエンド・シリーズは読み手を不幸にする絵本だよ。悪いた戯ずらに配り歩いてはいけないんだ。あなたたちが〝先生〟と呼ぶその人は、一体どこからその絵本を手に入れて──」


  「〝夕ゆう陽ひヶが丘おかわくわく図書館〟からに決まってるじゃない」


  　月つき夜よの言葉を遮さえぎって、きいろは絵本に押印されている図書館の名前を口にした。


  「……？　その図書館は、もう無くなっているはずでしょう。七年前の火災で、子供たちと一緒に絵本だって燃えたはずなのに」


  「燃えてないよ。絵本は燃えてない。一六冊とも〝先生〟が持ち出して、今はこうして、新しい読み手たちへ能力を貸し与えてるじゃないですか」


  「先、生が……？」


  「帯おび刀なたさんは〝先生〟のこと、忘れちゃったんですねえ」


  　きいろは月夜の頬ほおに添えた手の平を、目の方へと滑らせた。


  「〝先生〟は帯刀さんのこと、ちゃあんと覚えてましたよ？　七年前の大火災のことも、先生が受け持っていた子供たちのことも──子供たちを焼いた、その蒼あおい瞳のことだって」


  　目隠しをされた月夜の瞼まぶたの上を、きいろの指先がなぞる。


  　月夜の息は若干荒く、その唇くちびるは僅わずかに震ふるえていた。だがすぐに、一文字に結ばれる。


  「……帯刀さんってば顔に似合わず健けな気げですよね。冷静な振りして強がってるだけでしょ。小こ雨さめさんに怒鳴られたときだって震えてたの、きいろ知ってるんですよう」


  「別に。怖くない」


  「……強情だなあ」


  　きいろはそっと、月夜の肩に頭を持たれた。


  「……これからきっと、帯刀さんはたくさんたくさん傷付けられるよ？　いつまで強情でいられるかな。〝先生〟によって絵本を与えられた子供たちから、逃げることはできないんだよ」


  　きいろは月夜の耳元に唇を寄せ、囁ささやいた。


  　──だって〝先生〟はあなたを、いじめたくていじめたくて、仕方ないんだから。


  「……」


  　そのとろけた甘い囁きを、月夜は黙って聞いていた。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  『かちかち山』の白しろ兎うさぎは、学校近くのとある道場にいた。そこはイベント会社事務所に付属する稽けい古こ場ばで、開けっ放しの縁側からは中の様子が覗うかがえた。


  　兼かね亮すけと千ち鳥どりは恐る恐る、外から顔を覗のぞかせる。千鳥の肩の上のスノーホワイトが、聞こえてくる大音声に首を引っ込めた。


  「はいっ！　せいやっ！」


  　柔道場ほどの広さの稽けい古こ場ばに、数十名の男子がくんずほぐれつ蹴けりやパンチを放ち合っている。中には木刀を握っている者もいて、何やら穏やかでない。


  「うわあ……男くさい……」


  　千ち鳥どりがあからさまに苦い顔をした。


  「……戦ってますね。普通の、人たちが」


  「見るべきじゃないわね。ヒーローショーの裏側なんて」


  　道場の壁際には、ヒーローの仮面や武器、スーツなどが所狭しと置かれている。天井から垂らされた怪人の衣装などは、皮を剥はがされ干されているようにも見えて、むごい。


  「おっ！　見学者か！」


  　頭にタオルを巻いたがたいのいい男性が二人と一匹の視線に気付き、近づいてきた。高身長に逆三角の立ち姿。Ｔシャツの上からでも、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした[image: ]たくましい肉体が透けて見える。


  「……ひっ」


  　千鳥が顔を青ざめさせる。兼かね亮すけは声を潜ひそめて尋ねた。


  「……苦手なんですか？　筋肉」


  「……だって、何か……怖くない？」


  「どうぞどうぞ中に入って！　歓迎するぞ！　特に女の子はなっ」


  「あ、いや、俺たちは……」


  　一段高い道場から見下ろされているためか、余計に威圧感がある。


  　他の男たちも二人に気付き、物珍しさからなのかワラワラと群がってきた。


  「見学!?　マジすか、女子高生だ！」


  「すげえ！　女子高生だ！　やった、信じられねえ」


  「うっわ、いい匂においする！　本物だ！　本物の女子高生だ！」


  「わわわわ、やだやだ！　来ないで」


  　よほど女子高校生に飢えていると見える。男たちは次々と縁側へと飛び降り、千鳥の周りに集まり始めた。千鳥は獣に囲まれた小動物のように縮み上がり、兼亮の背中に隠れる。


  「ああ、待て待て、違う。それ俺の客だから。しっしっ」


  　人垣を割って現れたのは、周りの男たちよりも頭一つ低い少年だった。


  　怯おびえる千鳥を見つけて「きししっ」と笑う。豪ごう傑けつな男たちの中にあって一ひと際きわ線の細い少年。それが『かちかち山』の〝白しろ兎うさぎ〟──笹ささ森もり伊い吹ぶきだった。


  



  「わりっすね、わざわざ来てもらって。どうしても抜けられないリハがあってさ」


  　伊吹は言って、ペットボトルの飲料水を飲む。


  　生い駒こま千鳥が携帯電話で連絡を取って、二人は伊吹のいる道場まで足を運んだのだった。


  　伊吹は道場の縁側に腰掛けて、正面に立つ二人を見上げた。


  　短パンにＴシャツ姿だったのが、今は上から首元まで覆おおい隠すジャージを着ている。


  　一〇月下旬の空気は冷たい。夕方に近づくに連れ、気温は著いちじるしく下がっているようだった。


  「千ち鳥どりさん、びびったっしょ。うち、今、深刻な女不足なんすよ。知り合いにいません？　舞台とか興味ある人。千鳥さんでもいいけど」


  「いやよ。嫌いなの。体動かすのは」


  　千鳥は不機嫌そうに腕を組んで突っぱねた。


  「……ってか、女いないって、五人のヒーローの中には、女の子もいなかったっけ？」


  「いるいる。だから今は子持ちのＯＢか、小柄な男が被かぶってる。俺もたまに被りますよ。女の子向けのキラッキラしたショーもあるけど、リハーサルの見学はオススメできないっすね」


  　美少女の仮面の下は子持ちの人妻か、男か。確かにちょっとしんどい。


  「大変ね……夢を売る仕事も」


  　千鳥が言うと、伊い吹ぶきは愉快げに笑った。どうもよく笑う男である。


  「で、あんたが新しい読み手か。ユッキーのことは月つき夜よさんから聞いたぜ。悪かったな、助すけ太だ刀ちできなくて。月曜は基本学校行かねえんだ俺。日曜がショー本番だからよ、だるくて」


  「……ユッキー？」


  　なぜ自分にはタメ口なのか、以上に彼が、煮に雪ゆき瞑つむりを親しげに呼称しているのが気になった。


  「ああ、同じクラスなんだよ、煮雪瞑とは。──だった、って言った方が正しいんかな？　あいつの席はまだあるけどな」


  [image: ]


  　兼かね亮すけは怯ひるんだ。こいつ、幼く見えて同級生だったのか。


  「ま、よろしくな〝嘘うそつきオオカミ〟さん」


  　差し出された手を、兼亮はおずおずと握り返す。初対面であるのにもかかわらず、やけに距離が近い。それも、一方的に。


  　初めで舐なめられてはいけない。兼亮は千ち鳥どりに倣ならって不機嫌な表情を作った。


  「……迂う闊かつにその名を口にしないでもらおうか。敵に、俺の借りてる能力のヒントを与えたくない」


  「へ？」


  　面白いことを言ったつもりはないのに、伊い吹ぶきはケラケラと笑い出した。


  「わかんねえっしょ、オオカミってだけで。それに俺は味方なんだって」


  　伊吹は言って兼亮に向かって腕を伸ばし、指を弾はじいた。瞬間、その指先から炎が吹き上がり、消える。


  「……！」


  「俺は〝ウサギ〟、あんたは〝オオカミ〟。いいコンビになりそうじゃね？」


  　堂々と人前で能力を使いやがる。兼亮は顔を顰しかめた。こんな奴と行動すれば、すぐに罠わなに嵌はまってしまいそうだ。


  　視界の端に、千鳥が溜ため息いきをつくのが見えた。


  



  「何で、そっちの情報が漏もれてたんだ？」


  　兼亮がカフェ『ハンプティ・ダンプティ』での出来事を話し終えると、伊吹は開口一番そう尋ねた。妥当な疑問だろう。


  「……あたしが漏らしたのよ。この子を人質に取られて、……仕方なく」


  　スノーホワイトが千鳥の腕を駆け上がる。首付近にいると、ファーを巻いているようで温かそうだ。


  「おおっ、可愛かわいいっすねえ。でっけーネズミ」


  「フェレットよ！」


  「なるほどな。兼っちたちは、千鳥さんに裏切られちまったってことか」


  「おい、兼っちって誰だ」


  「……やけに物分かりがいいわね。責めたりしないわけ？」


  「いーじゃん、女王様って感じでさ。もしかしてへこんでる？」


  　伊吹が見上げると、千鳥は逃げるように目を逸そらした。


  「別にへこんでとかは……ないけど。あたしは、あたしにできる最善の方法を選んだつもりだし……」


  「それでいいんじゃねっすか？　悔やむことはない。あんたは女王様なんだから、女王様らしくしてりゃいい。ね、兼っち」


  「やっぱ兼っちって俺かよ」


  「〝兼っち〟は嫌いやか？　じゃあ、カーちゃん、くらいにしとくか」


  「……おまえを、産んだ覚えは、ない」


  「じゃオオカミ、おまえはどうなんだよ。裏切られたって、怒ってんのか？」


  　真まっ直すぐに見上げる伊い吹ぶきの視線を受けて、兼かね亮すけはたじろぐ。


  「いや……俺も、別に。生い駒こまさんらしいとも思うし」


  　千ち鳥どりは、スノーホワイトを大切にすることで母親像から逃のがれようと頑張っている。それを知っている兼亮は、いい意味で〝らしい〟という言葉を口にする。


  　しかし伊吹は、それを悪い意味で捉とらえた。


  「だよな。千鳥さんって何か裏切りそうだし」


  「酷ひどい言われようね……」


  「いやいや、褒ほめてるんすよ？　偽善よりはよっぽどいいや。わかりやすくて」


  　千鳥はそっぽを向いて呟つぶやいた。


  「……だから嫌なのよ、こいつと話すのは」


  「あの青あお髭ひげさんが負けちまったってことの方がよっぽどショックだぜ。あいつらん中にそんな強いやつがいるなんてなあ……」


  　伊吹は何かを考えるように腕を組む。その姿は戦せん々せん恐きよう々きようというより、闘志満々というふうに見える。


  　そういえばこいつは、どういった経緯で絵本を手に入れたのだろうか。兼亮は疑問に思った。千鳥のように妖よう怪かいじみた〝先生〟から貰もらったのだとすれば、彼も〝先生〟の息のかかった人間なのではないのか。


  「……あんたは、あっち側にはつかなかった……のか？」


  　急に親しげにされたからか、伊吹との距離がうまく掴つかめない。兼亮は適切な距離を探しながら、おずおずと尋ねる。


  「いや、俺は断った。〝先生〟、ってやつだろ？　誰かに言われて動くのは苦手だ。〝先生〟なんて肩書きの奴は特にさ。けど絵本も返さなかった。延長の方法教えてくれたのは月つき夜よさんだ。絵本回収の手助けを条件に、って話だったけど」


  「でもそれも断ってんのよ、こいつは」


  「誰かの下につくのは嫌なんすよ。けど放っといたら取り憑つかれちまうってことで、教えてもらったんだ。だから俺はあの人の仲間ってわけではないけど、恩はある」


  　伊吹は跳はねるように立ち上がり、手の平を重ねて伸びをする。


  「今こそ恩を返す時だな。ただ協力する前に、千鳥さんにひとつ確認しておきたい」


  　言って伊い吹ぶきは、含んだ笑みを、千ち鳥どりと、それから千鳥の肩にいるスノーホワイトへ向けた。


  「またその子を人質に取られたら、どっちを選ぶ？　俺たちか、その子か。また裏切るんじゃねっすか？」


  「人質に……取られなきゃいいわけでしょ」


  　それを懸け念ねんして、スノーホワイトは、千鳥の部屋に置いてきたはずだった。なのに道場を前にしてひょっこりと、千鳥のバッグから顔を出したのだ。


  「きししっ。まあ安心した。ここで俺たちを選ぶ、なんて上っ面見せられた方が心配っすもん。いい人面した悪役が一番厄やつ介かいだぜ」


  「……」


  　いい人面した悪役。それは情報を漏もらすという、裏切り行為を行った千鳥の印象とも重なる。


  　千鳥は答えず、沈黙を守った。


  　伊吹の言い方に気を悪くしたのは、千鳥だけではなかった。兼かね亮すけは僅わずかに眉まゆ根ねを寄せる。


  　口には出さないが、千鳥は情報を漏らしたことを気にしている。だがそれはスノーホワイトを守るためだ。だからこその裏切り行為を、肯定できる強い自分でありたいと、気丈に振る舞っている。伊吹の言葉は、暗にその頑張りを皮肉っているように聞こえた。


  「ま、裏切られちゃったら、千鳥さんも倒しちゃえばいいか」


  　千鳥は顔を上げ、何かを言おうとした。


  　恐らく反論や抗議の声を、上げようとした。しかしその前に、口を挟んだのは兼亮だった。


  「……おい。この人のことよく知りもしないで、悪者呼ばわりするなよ」


  「……は？」


  「ちょ、ちょっと笠かさ木ぎ」


  　伊吹と兼亮。見合う二人の間に、緊張が走る。


  　道場からは、男たちの掛け声が聞こえてくる。伊吹が不在のままリハーサルを再開したのだろう。太い掛け声のバックには、戦闘時に流れる派手な音楽と、大おお仰ぎような怪人の声。──きさまこのオレを怒らせたな!?　後悔するがいいっ！


  「……いや、悪者だろ。ペット惜しさに仲間を裏切った。充分に悪じゃん。けど勘違いすんな。俺はそれを責めてるわけじゃねえよ。それもらしくていいんじゃね？　っつってんの」


  「……らしく？」


  「悪役らしくてってことだよ。つか、おまえもだろ、おまえも悪役なんじゃねえの？」


  「……俺？」


  「助けられた親友を見捨て、その親友を殺した能力を何食わぬ顔で借りてる。立派な悪役じゃねえか」


  「……っ」


  　激げき昂こうに体が熱くなり、頬ほおが引き攣つった。全身の毛が逆立つのを感じた次の瞬間、兼亮は伊吹へ一歩踏み出し、その顔を睨にらみ付けていた。


  「おまえに何がわかる……！」


  「笠かさ木ぎっ！　落ち着け。クールダウンッ。クールダウーンッ」


  　千ち鳥どりが二人の間に腕を差し入れ、距離を開けようとした。


  　兼かね亮すけの表情を見た伊い吹ぶきが目を細めた。


  「……何だよまさかおまえ。親友のために仕方なく、絵本を手にしたなんていうんじゃねえだろうな。それは自分自身の決断だろ？　自分で決めたことを、人のせいにしてんなよ」


  「……人のせいになんか、してない。俺はあの時、自分に何ができるかを、考えて──」


  「なあオオカミ。じゃあ何でおまえ、笑わねえの？　笑えよ。自分の意志で悪役になったんなら、もっと笑え。心咎とがめちゃいけねえだろ。誰かのため、なんて思ってるうちは苦しいぜ。おまえは自分のために絵本を手にして、自分のために能力を使うんだ。そうすりゃ全ての責任は自分に課される」


  　伊吹は白い歯を見せ、屈くつ託たくもなく笑った。


  「な？　わかりやすくていいだろ？」


  　兼亮は思い返す。自分は何のために絵本を持った？　瞑つむりのために手に入れて、月つき夜よのために継続している。この能力は誰かのために。その言葉はただ、逃げているだけなのか。瞑を見捨て能力を手にした、悪役である自分を、認めたくないだけなのか。


  「だから俺は〝悪役〟を責めてるわけじゃねえんだって。自分で決めた道のくせに、それを人のせいにして否定してんのがムカツクの。自分の決めた生き方に、引け目なんか感じんなよ」


  「……否定してるつもりはない。……けどただ時々、考えることくらいあるだろ。あの時、他に方法はなかったのかって」


  「あるだろうな。おまえにとって最善でも、ユッキーにとって最善だったのかはわかんねえし」


  　兼亮は再び眉み間けんに皺しわを寄せる。いちいち癇かんに障さわる奴だ。


  「おまえには、その最善の方法がわかるのかよ」


  「さあ？　けど俺なら、全部助けるけどな。ユッキーも、妹ちゃんも、ついでにおまえも全部だ」


  「はあ？　だからその方法がわかるのかって、こう、──くそっ。話にもならない」


  　にやにや笑う伊吹を相手にしていると、自分ひとりだけ葛かつ藤とうしているようで腹が立つ。


  　伊吹の言葉はただの理想だ。それは兼亮にもわかっている。こちらの決意を蔑ないがしろに否定し、自分の物差しを押し付けているにすぎない。ただ無知なだけだ。なのになぜ、そんな軽い言葉に苛いら立だたされるのか。こいつの言葉は、全部本心なんだ。嘘うそや偽りがないからだ。本当に自分は全部助けられると思っているし、それだけの力が、自分にはあると思っている。


  　千鳥が苦手とする理由も頷うなずけた。こいつは、正直者のバカなのだ。こちらがいろいろと悩み、葛藤し、画かく策さくしている姿を横目に悠ゆう々ゆうと先へ行ってしまう。


  　まるで王妃の苦痛に気付かず微ほほ笑えむ、白雪姫のように。


  「きししっ」


  　その歪いびつな笑い方から兼かね亮すけは思う。ああ、こいつは無邪気な、悪役だわ。


  



  「……女子風呂があったとしたら、真っ先に『覗のぞこうぜ！』とか言いそうなタイプですね」


  「あんたは『よくないよー』とか偽善者ぶりながら、誰も見てない時に覗きそうなタイプね」


  「……何であいつの肩持つんですか」


  「どっちの肩も持ってないわよばか」


  　伊い吹ぶきが荷物を取りに行っている間、千ち鳥どりと兼亮は道場の縁側に並んで座っていた。


  　冷たい風が吹いて、千鳥は身を縮める。太陽の日差しはまだあるが、空に流れる雲の量が増えてきている。


  「……さっきさ、あの、ありがと。悪者呼ばわりするなって怒ってくれた時、ちょっとだけ嬉うれしかった、かも」


  　千鳥が膝ひざの上に乗せたスノーホワイトに、チーズの欠かけ片らをあげながら言う。


  「さっき？」


  　チョコを頬ほお張ばりながら兼亮が首を傾かしげると、千鳥は顔を赤くして慌てふためいた。


  「ひぇっ!?　いや、別にあたしのためにって訳じゃないんでしょうけど、待って！　今の忘れて。もっかい言い直す」


  「ああ、さっきの。だってイラッとしますよ、ああやって決めつけられるのは」


  「……あんたさ、大丈夫？　さっき、我を忘れてなかった？」


  　伊吹に瞑つむりのことを言われ、思わずムキになってしまったことを言っているのだろう。


  「……すみません。何か、つい、カッとなってしまって」


  「あんたさ、又借りなんでしょ？　……〝嘘うそつきオオカミ〟の影響じゃないよね？」


  　絵本を正規の方法ではなく、一度カードのシステムを壊す方法で又借りした兼亮は、〝嘘つきオオカミ〟の影響を受けやすくなっている。チョコレートを頬張るのさえその影響なのだから、感情のコントロールに干渉してきてもおかしくはないように思える。


  「……帯おび刀なたさんは、そんなこと言ってなかったけど……」


  「まあ、さ。念のためにちゃんと借り直した方がいいと思う。月つき夜よを取り返したらすぐにでも」


  「……そうですね」


  　兼亮は溜ため息いき混じりに、キャンディー形のチョコの包みを開ける。隣で千鳥は三角のチーズを齧かじった。


  　借り直すのにも月夜の助けがいる。全ては月夜を取り戻してからだ。


  　道場では、怪人が五対一でボコボコにされ、爆死するところだった。背中に怪人の絶叫を聞きながら、二人はしんみりとして、溜息をつく。


  「あれ、ある意味あたしの理想像だと思うのよね」


  「あれ？」


  　千ち鳥どりの呟つぶやきに、兼かね亮すけもまた俯うつむいたまま答える。


  「能力は自分のために使う。全ての責任は自分で背負うってやつ。つまり自分の道を肯定して、突き進むってことじゃない？　そんなの、自分が好きじゃなきゃできないよ」


  「……ああ。笹ささ森もりのことですか」


  「あたしがなりたいと願ってる理想像の、ぶっ飛んだ形だわ」


  「……ぶっ飛んだ……」


  「そう。あたしの裏切りを、〝悪役らしくていい〟みたいなこと言ってたでしょ。悪役であることを責めてるんじゃないって。あいつは悪すら許容してんの。……悪を、っていうか、善にも悪にも転ぶ人間を、って感じ。悪に転んでも、それはそいつが決めたことだからって。それって、あいつ自身にも言えるからね」


  　あたしが言うのもなんだけど、と一言添えて、千鳥は続けた。


  「あいつ自身が悪に転ぶってことも……つまり裏切るってことも、もちろんあり得る。それも堂々と、胸を張ってね」


  「……真まっ直すぐすぎるってのも、考えものですね」


  「まあ今回は月つき夜よに恩を感じてるみたいだから大丈夫だろうけど。……てか、大丈夫だって信じるしかない。あいつがあたしたちの味方についてるってのは、向こうに知られてはいないはずだから、それをうまく利用して月夜を取り戻さなきゃ」


  　二人はこのあと、伊い吹ぶきを連れてきいろのマンションへ向かう予定だ。敵は兼亮や千鳥の、変身能力や鏡の中へ入る能力を警戒しているだろう。


  　その上でどうやって伊吹を侵入させるか。それが月夜奪だつ還かん作戦の肝きもとなる。


  「生い駒こまさん、まだ少し時間ありますか」


  「もうあんまりないよ」


  「少しでいいんです。ちょっと寄りたいところが」


  　月夜の元へ行く前に、兼亮にはどうしても会っておきたい人物がいた。会って、謝っておかなくてはいけない人物が。


  「何。どこ行きたいわけ？」


  　月夜を奪われてしまった自分はどんな辛しん辣らつな言葉を投げられるか。考えてみれば憂ゆう鬱うつにもなったが、兼亮は意を決してその名前を口にする。


  「村むら瀬せ一いち郎ろうと、連絡取れますか？」


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　すとん、とナイフが落とされ、真っ赤なリンゴが真っ二つに割れた。


  　すとん、すとん。リンゴは少女によって、乱暴にぶつ切りにされてゆく。


  　兼かね亮すけは恐る恐る尋ねた。


  「……あれは、一体何やってるんですか」


  「見てわからないか。リンゴを切っているんだ」


  　村むら瀬せ一いち郎ろうが横になっているベッドの側そばへ架台を引っ張り出し、その少女は夢中になってリンゴを切っていた。まな板にナイフが叩たたき付けられ、そのたびにとん、とんと快音が響く。小さな子が刃物を振り回している様さまは、危なっかしくて見ていられない。小学校へ上がったばかりくらいだろうか。少女の側の丸まる椅い子すには、赤いランドセルが置かれていた。


  　一郎は、病院の一室にいた。白い無機質な空間に、清潔そうなベッド。レースのカーテンの向こうから覗のぞく青い空が、やけに遠く感じられる。


  　一郎の祖母だと名乗る老ろう婆ばに案内され、ベッドの上の一郎を見た時、兼亮は思わず「マジかよ」と呟つぶやいた。彼の右腕は痛々しくギプスで覆おおわれており、三角布で固定されていた。顔を見ればその中央に、ガーゼが当てられている。一郎が負けてしまったことは千ち鳥どりから聞いた。しかし入院するほどの重傷だとは、思ってもみなかった。


  　枕を背もたれにして体を起こし、一郎は備え付けの小さなテレビを見つめていた。まるで晩年の老人のように、物静かだった。


  　一郎の祖母は気を遣ってくれたのか、兼亮を部屋に案内してすぐに出ていった。部屋には兼亮と一郎、それからリンゴを切る、謎なぞの少女だけが残る。


  　女の子の側には小型の冷蔵庫があり、その上に、リンゴが入ったビニール袋が置かれていた。少女はまな板のリンゴを、ボウル形の皿へと移した。だが皿の中には、すでにたくさんのリンゴの欠かけ片らが入っている。


  「……リンゴ、好きなんですか」


  「いや、別に」


  　一郎は動かせる左腕で、爪つま楊よう枝じの刺さったそのひとつを摘つまみ上げる。


  「この子の剥むいたリンゴが好きなだけさ」


  　一郎は「剥いた」、と表現したが、赤い皮ごとぶつ切りにされていた。


  　ビニールからまた新たなリンゴを取り出した少女に、一郎は言う。


  「今度は皮も剥いてごらん。この間教えただろう？」


  　少女は丸い目を瞬まばたかせて、頷うなずく。そして危あやうい手つきで、黙々とリンゴの皮を剥き始めた。


  　一郎を挟んで少女の向かいに座る兼亮は、その様子を呆ぼう然ぜんと眺める。聞けば彼女は一郎の従い姉と妹こに当たるらしい。なるほどあまり似ていないわけだ。


  「で、わざわざ家に連絡してまで顔を出した理由はなんだい。わざわざ謝りに来たわけでもないだろう」


  　鼻を潰つぶされてしまっているのか、穏やかな口調で話す一郎の声は、少々詰まった声だった。


  　彼がここまで惨敗していることは、兼かね亮すけにとっても少なからずショックである。それも月つき夜よを逃がすために盾たてとなったからだ。強い罪悪感を覚える。


  「いえ……謝りに、来ました」


  　答えて兼亮は、一いち郎ろうのベッドを挟んだ向かいに座る少女を覗うかがった。穏やかではない話題だ。懸命にナイフを動かしているこの子に、話を聞かせてもいいものか。


  　兼亮の視線に気付いて、一郎は静かに言った。


  「ああ。この子は、気にしなくていい」


  　兼亮は再び口を開く。


  「……俺は帯おび刀なたさんを守れませんでした。あんたが、盾になってくれたのに。そんな、大おお怪け我がまでして……」


  「笠かさ木ぎ兼亮」


  　一郎の表情は変わらない。いつものように微ほほ笑えみを湛たたえたまま、兼亮へ顔を向ける。


  「僕の怪我は僕のものだ。君に心配されるいわれはないよ」


  「……」


  　それから、兼亮はたどたどしく、月夜をさらわれた経緯を説明した。追い詰められ、変身能力を使ったこと。しかし情報が漏もれていたために打破され、月夜を幼児化されてしまったこと。


  　情報の漏ろう洩えいは、千ち鳥どりの仕し業わざであったことも話した。謝る気はないからと外で待っている千鳥も、話すこと自体は了承してくれた。一郎も兼亮と同じく、月夜を守ろうとしたのだ。彼には知る権利があると、兼亮は思う。


  〝先生〟というカードを配っている者の存在。そして彼をそう呼ぶ読み手たちの目的が、貸出カードであること。ひとつひとつ話す兼亮の説明を、一郎は黙って聞いていた。


  「萩はぎ原わらきいろの罠わなに嵌はまって、帯刀さんをさらわれてしまった……。すみません」


  「どうして謝る」


  　兼亮が頭を下げると同時に、一郎は口を開く。


  「君の友人は確か、意地でも謝らない人物だったね。他に方法がなくなって初めて、謝罪の言葉を口にすると」


  　一郎は煮に雪ゆき瞑つむりの人物像を上げ、それから穏やかに、質問した。


  「笠木兼亮。詰つんだのか？」


  　兼亮を見る一郎の表情は柔らかなままだ。しかし兼亮は手の平に汗を滲にじませる。


  「……帯刀さんは今日中に、取り返します」


  　一郎はゆっくりと、何度か頷うなずいた。


  「君の〝みっともない〟部分を、僕は気に入っているんだ。潔いさぎよい謝罪などいらないよ。僕は『帯刀月夜を連れて逃げろ』と言ったんだ。まだ終わりじゃないだろう？　奪われたなら、奪い返せばいい。さらわれたなら、そのさらわれた場所から、連れて逃げればいい」


  「……はい」


  「やあよかった。詰んだ、ごめんね、なんて言われたら危あやうく殺すところだったよ腹いせに」


  「……」


  　上機嫌に笑う一いち郎ろうの側で、兼かね亮すけは頬ほおを引き攣つらせる。何と話しにくい人だろうか。一郎の言う殺す、殺さないは洒落しやれになっていない。彼の魅せられている〝青あお髭ひげ〟は、若い女性を次々と拷ごう問もん部屋に連れ込み、嬲なぶり殺した快楽殺人者なのだから。


  　逃げるように、兼亮は向かいの少女へ目をやる。じわりと緊張の走った二人の会話にもお構いなしで、懸命にリンゴを剥むいていた。叩たたき切るのとは違い、手先の器用さが求められる皮剥きは、苦手であるようだ。皮と一緒に実もほとんどこそぎ取っており、だいぶほっそりとしたリンゴになりつつあった。


  　不意に、彼女の持っていたナイフが砕けて、蒸発する。


  「へっ………？」


  　面食らう兼亮だが、少女は驚くことなく冷蔵庫上のマグカップを手に取り、一郎へ差し出した。一郎はそのカラのマグカップへ左手で一度、フタをする。しかしそれも一ひと時とき。左手の先を突っ込み、マグカップから取り出したのは、銀色のナイフだ。刃の部分を人差し指と中指で挟み、柄の部分を少女に向けた。少女が使っていたのは、一郎のナイフだったのか。


  　しかし消えてしまうとは。その武器は使い捨てなのだろうか。疑問は浮かぶが、一郎は自身の能力に関する質問に答えてはくれないだろう。以前尋ねて、咎とがめられたことがあった。


  　少女は再び、リンゴの皮剥きに専念する。


  〝夕ゆう陽ひヶが丘おか〟と、兼亮の住む町の名前がテレビから聞こえたのは、そんな時だった。振り向いたテレビの液晶画面に、〝夕陽ヶ丘〟のテロップを見つける。


  「……夕陽ヶ丘の、怪事件……？」


  　コメンテーターの会話から察するに、三〇代の男性が交番で警官から拳銃を奪い、発砲したらしい。どうやら殺傷目的で銃を奪ったのではないらしく、負傷者は出なかった。


  　事件はこの町とは違う県で起きた。しかしそれで〝夕陽ヶ丘〟が取り上げられているのは、その犯人が、一週間も前に姿を眩くらましていた、あのバスの運転手であったからだ。


  「一週間もの間、県を跨またいで徘はい徊かいし、結局、警察に保護を求めたらしい」


  　食い入るようにテレビを見つめる兼亮に、一郎が説明した。


  「交番の警官に泣きついたんだと。曰いわく、『煙を浴びて老人になった』また別の女に絡まれて、『夕陽ヶ丘を空の上から見下ろした』」


  「……それって、帯おび刀なたさんを連れてった奴らじゃないですか」


  　保護を求めたが信じてもらえず、銃を奪った。刑務所の中に、安全を求めたのだ。


  　コメンテーターによれば、彼は先日のバス事故で精神を病やんでしまったのではないか、ということだった。あるいはまたあのバス事故よりも以前から、おかしかったのでは、と。


  　男が襲われたのが一週間前。千ち鳥どりがきいろからフェレットを貰もらった時期と重なる。夏なつ苅かり小こ雨さめたちはバス事故の件から千鳥が月つき夜よの懐ふところにいることを掴つかみ、千鳥を利用しようと近づいたのか。


  「きっかけは……バス事故？　……あんたのせいじゃないですか」


  「そうさ僕のおかげで、回収すべき絵本が向こうからやってきた。そして君のせいで、まんまと罠わなに嵌はまった」


  「……それはすみ、いや、うん」


  　謝ろうとして、飲み込んだ。ダメだ。この人に口喧げん嘩かで勝てる気がしない。殴り合っても勝てる気はしないけれど。


  「覚えているかい。読み手同士の戦いに必要なのは情報と、下準備。それから覚悟だ。一戦交えたのだから情報はある程度得られただろう。なら覚悟はどうだ。君にあるかい」


  「……帯おび刀なたさんを失う覚悟はつきません。だからこそ、何としてでも取り返します。そのための覚悟なら」


  「たとえ死んでも？」


  　死んでも。それはあまりに、重すぎる気がする。


  　兼かね亮すけの脳裏に、月夜の姿が浮かぶ。何を考えているのか読めない、無表情の顔。けれどその内に、様々な感情を隠していることを、兼亮は知っている。瞑つむりを失った自分や日ひ和よりのために、泣いてくれた優しさを知っている。


  　だがそれだけだ。その他には、何も知らない。そんな人のために自分は、命を賭として戦えるのだろうか。


  「情けないけど……簡単には、頷うなずけません。能力戦はそれほど、危険ですか……それほどの覚悟が、必要なほど」


  　負傷した一いち郎ろうを前にしての愚問であることはわかっていた。しかしこの奪だつ還かん作戦に、銃や刃物を使うわけではない。無論、敵を殺すつもりなどない。


  　俯うつむく兼亮を、一郎は意外にも、責めはしなかった。


  「それでいいさ。覚悟は無理強いして持たせるものではない。けど、常に最悪の展開は想定しておいた方がいい」


  「はい。あの……」


  　兼亮は恐る恐る、一郎に胸の内を明かした。


  「実は、不安があります。俺に帯刀さんを連れ出すだけの力があるのか。あんたの戦闘向きの能力とは違う、この変身するだけの能力で……戦うことができるのか」


  　兼亮には自信がない。戦闘とあらば前線で戦う一郎に、助言を貰いたかった。


  「……どう戦えば、いいのでしょうか？」


  「さあ？」


  　想定はしていたがやはり、一郎の言葉は冷たいものだった。


  「その能力の使い方など、僕が知る訳もないだろう。〝嘘うそつきオオカミ〟に惹ひかれた君にさえわからないことが、僕にわかるはずがない」


  「……そう、ですね」


  　兼かね亮すけは尻しり窄すぼみに答え、俯うつむいた。この村むら瀬せ一いち郎ろうが、能力の使い方を考えてほしいなどという甘えに応えてくれるはずがない。読み手同士の戦いにおける心構えを教えてくれただけでも感謝すべきだ。そう考え、礼を言う。


  「ありがとうございました」


  　そろそろ行かなくてはいけない時間だ。立ち上がろうとした兼亮は、その直後に発せられた一郎の言葉に耳を疑った。


  「〝拷ごう問もん部屋を作る能力〟──それが、〝青髭ブルー・ベアード〟の力だ」


  「……？」


  　今まで頑かたくなに〝青あお髭ひげ〟の力を隠していた一郎が、さらりとその能力を明かしてしまった。真意がわからず、兼亮は戸惑う。


  「密室を拷問部屋へ作り変える。その力を使い、僕は自分の部屋を作り変えている。その部屋では、時間と手間さえ掛ければ道具が生成できる。それだけの能力だよ。戦闘向きではない」


  「拷問部屋……ですか」


  「そう。ただ、出入り口に特徴があるんだ。その部屋への入り口は、僕が外から設定する。いろいろと面倒な条件はあるけどね」


  　言って一郎は、先ほどナイフを取り出したマグカップを持ち上げてみせた。やはり中に、何かが入っているわけでもない。


  　右腕の使えない一郎はマグカップを兼亮へ渡す。そしてそれに左手の平でフタをした。


  「入り口を一度〝塞ふさぐ〟ことで、そこを部屋への入り口として設定する」


  　一郎は手をどかして、言った。兼亮がコップを見下ろすと、その底が、真っ赤になっていた。


  「これで……？　繋つながってるんですか？」


  　目を眇すがめてマグカップを覗のぞく。いろいろと角度を変えてみてわかった。赤く見えたのは絨じゆう毯たんだ。部屋を、天井の覗き穴から見下ろしているかのようだった。死角となる場所には木製のデスクが、ちらりと覗うかがえる。


  「あまり近づくと落ちるよ。穴は大きさ関係なく、何でも通すからね。その点は、四次元ポケットと同じだ」


  　言われて兼亮は慌ててマグカップから顔を離した。


  「帯おび刀なた月つき夜よ曰いわく、この能力は、本来拘こう束そくに使用するものらしい。持ち運べる牢ろう屋や、といったところだ。敵をポケットに監禁してからが本領発揮。生成される道具も拷問器具が主。初めて銃を取り出した時は驚いていたよ」


  　兼亮は思考する。確かに、前線向きという能力ではない。拘束を主とする点で言えば、バックアップにこそ相応ふさわしいような気もする。


  　だが、応用の利きそうな能力ではある。


  　バスジャックしたバスの中から忽こつ然ぜんと消えたり、重傷を負っているのにもかかわらずカフェから難なく帰宅できたのは、その能力で拷ごう問もん部屋へ──自室へと入ったからか。


  　一いち郎ろうが再びマグカップに手の平を乗せ離すと、拷問部屋への入り口は、消えていた。


  「……能力は、使い方次第ってことですね」


  「悪役ヴイランズは能力を貸すだけだ。扱うのは読み手。だから使えないのは能力じゃない、君自身だよ。君がそこまでだと思うのなら、そこまでの能力なんだろう。笠かさ木ぎ兼かね亮すけ、オオカミが怖いかい」


  　兼亮は、『赤ずきん』を煮に雪ゆき瞑つむりから又借りした。〝誰かに変身する能力〟は、瞑を死へと追いやった〝嘘うそつきオオカミ〟から借りている能力だ。


  　伊い吹ぶきの言葉を思い出す。──親友を見捨て、その親友を殺した能力を借りてる。


  　確かに、その通りだ。


  「怖い、ですね。絵本を持ってるとオオカミの存在を感じます。でも俺は、あの時決意して、絵本を借りたつもりです。今さら後悔するなんて格好悪いから、オオカミを見ない振りして、自分を肯定して……」


  　兼亮は言葉を詰まらせた。


  「頑張っている」、そう言ってしまうと、瞑に怒られてしまうような気がする。


  　瞑は誰も巻き込まないように姿を消し、ひとり戦っていたのだ。巻き込みたくなかったはずの兼亮がしゃしゃり出て、瞑のためにと勝手にオオカミを肩代わりし「頑張っている」などと言ってしまえば「余計なことを」と怒鳴られてしまうだろう。


  　自分は何のために絵本を手にしたのか。自分の選択は、正しかったのか。


  　ワーストエンドの読み手として前へ進むと決めたはずなのに、伊吹の言葉によって、また悩み始めている。そんな自分は嫌いやだ。しかしどうすれば晴れるのかわからない。


  「まだ、迷ってるんです。俺は、瞑のために絵本を手にしたつもりだった。でも瞑は、それを望んでいなかったと思う。俺は……間違っていたのでしょうか」


  「知らない。それを人に尋ねるのが間違っているよ」


  　一郎は兼亮の悩みなど、さも小さいことのように笑う。


  「正しかったのか、誤りだったのか。どちらかで区切ろうとするから迷う。答えの出ない愚問だね。後悔はどの選択にも付きまとうさ」


  「……」


  「人の価値を決めるのは善悪じゃない。魅力的であるか、そうでないかだよ」


  　戦闘時以外の一郎は妙に柔らかい。兼亮はつい心許してしまいそうになるが、彼が〝青あお髭ひげ〟に魅せられた読み手であることを思い出し、気を引き締める。


  「いちろー」


  　突然声を発した少女が、一いち郎ろうへボウル皿を寄越した。皿の上部にはジャガイモの欠かけ片らが散らばっている、ように見えるが、これは削りすぎたリンゴである。丁てい寧ねいにも爪つま楊よう枝じが刺さったそれをひとつ摘つまみ、一郎は口に含んだ。それから「ありがとう」と、微ほほ笑えんでみせる。


  　一郎は左手でリンゴのたっぷり入ったボウル皿を受け取り、兼かね亮すけへと差し出した。


  「……どうも」


  　兼亮も一郎に倣ならい、爪楊枝を摘んだ。リンゴの欠片は小さすぎるため、口の中にすぐ消えた。


  　苦い顔の兼亮を、一郎はにまにまと見上げている。


  「……さて、あとは下準備だ」


  「作戦、ってことになるんでしょうか。何か、いい案がありますか」


  「僕が意味もなく君に能力を教えたと思うのかい」


  　やはり何か、裏があるのか。


  　青あお髭ひげ。敵に回すと恐ろしいが、その恐ろしさが味方となると頼もしい。


  「やられたままでおくなんて悪役の名折れだ。さあ、準備をしよう。反撃開始だ」


  　邪悪に笑む一郎に感化されてか、兼亮は失笑した。


  　思えば笑ったのは久しぶりのような気がする。


  　自分はこの状況を、楽しんでしまっているのだろうか。


  第四話　帯刀月夜の奪還


  



  　山々に囲まれた夕ゆう陽ひヶが丘おかには、町を横切るように大きな川が流れている。山の向こう側から流れてくる水は町の中心を過ぎたところで二ふた股またに分かれ、海へと流れてゆく。双そう頭ず川がわ。その蛇行した全体像が双頭の蛇に見立てられ、川はそう呼ばれていた。


  　その双頭川に沿うように、萩はぎ原わらきいろのマンションはあった。


  「あんた、どんだけチョコ食うのよ」


  　兼亮が新しく取り出したスティック形チョコの包みを破いていると、隣の千ち鳥どりが苦虫を噛かみつぶしたような表情で抗議してくる。


  「いいじゃないですか、別に。生い駒こまさんに迷惑かけてるわけじゃないんだから」


  「見てると胸がムカムカしてくるのよ。甘い物の食べすぎで病気になるんじゃないの？」


  「少女を食べるよりマシでしょ。俺ひとり病気になることで、たくさんの少女を助けることができるなら、本望です」


  「……ロリコン」


  「……ネガティブ」


  　きっ！　と千ち鳥どりが兼かね亮すけを睨にらみ付けたところで、ロビーに備え付けられている液晶パネルにきいろのゆるい笑顔が映った。


  『はいはーい！　生い駒こま千鳥さんと、笠かさ木ぎ兼亮くんですね？』


  　壁に設置されたパネルで連絡を取り、中からロックを外してもらわなければマンション内には入れない。二人は並んでパネルを睨み付ける。


  『二人だけですね？　他に人はいませんか？』


  「いないわ。あたしたちだけじゃ何もできないから、こうして降参しに来てるんでしょ」


  『青あお髭ひげさんは？』


  「いません。村むら瀬せ一いち郎ろうは入院中。お陰さまでね。怒ってたよ」


  『わお。いなくてよかったあ。あの人、怖くて、部屋には上げられないよー」


  　それは同感だな、と兼亮は思う。笹ささ森もり伊い吹ぶきと並んで家に入れたくない人物一位だ。


  『わ、フェレットちゃん元気そうですね！　チーズちゃんと食べました？』


  　千鳥の肩に駆け上がったスノーホワイトを見つけて、きいろは尋ねた。


  「食べたわよ」


  『よかったー！　捕虜にしてる時は何も食べてくれないんだもん、きいろ、産みの親として心配で心配で』


  「誘ゆう拐かいしておいてよく言うわ。あんたは母親失格よ」


  『ひどいー。ホントに心配してたのにい』


  　よくもこうコロコロと表情が変わるものだ。きいろが泣き顔を見せたところで、ロビーの奥、エレベーターから降りる人影が見えた。高い身長にダークブラウンの長い髪。マルグリット女学院高校の制服を着た、夏なつ苅かり小こ雨さめだ。


  　兼亮が、キツネ面を付けていない彼女の姿を見るのは初めてだった。女性でありながら凜り々りしい印象がある。だが最も目を引くのはやはり、ワインレッドのごついブーツだろう。まるで鎧よろいを纏まとっているかのような威圧感は、無視できるものではない。


  「よ。入れよ」


  　ロビーの自動ドアを開け、小雨は二人を中へ促す。『くっくっくっ』と液晶画面のきいろが含み笑いを浮かべ、『一度入ったら逃げられませんよ？　覚悟はよろしいか!?』と叫んだが、二人とも無視してパネル前を離れた。


  「出てきちゃダメだからね」


  　千鳥はそう言って、スノーホワイトをバッグへ入れ、ジッパーを閉じた。


  



  「まずは絵本を渡してもらおう」


  　エレベーター前で立ち止まり、小雨は言う。千鳥は肩に提さげたバッグから『白雪姫』を取り出し、小雨へ渡した。


  「これは預かっておくぜ。人質としてな」


  　小こ雨さめは『白雪姫』のページを捲めくり確認しながら言う。


  「人質を取ってばかりね」


  「わりいな、臆おく病びようなんだ」


  　千ち鳥どりの皮肉に、小雨は屈くつ託たくのない笑みを見せた。その余裕は、兼かね亮すけや千鳥を格下と見ているからだろうか。一度惨敗したことが隙すきを生ませているのなら、それはこちら側にとって僥ぎよう倖こうといえる。


  「こっちだ」


  　兼亮の『赤ずきん』も合わせて小脇に抱え、小雨はエレベーターを通り過ぎてゆく。開いたドアは、エレベーター隣の非常階段だった。


  　兼亮は小雨に尋ねた。


  「エレベーターは使わないんですか？」


  「ああ。エレベーターには鏡が掛けられてんだよ、でっかいのがさ」


  「あたしたちが逃げるとでも思ってんの？」


  「さあねえ。おまえらが読み手である以上、まだ心は許せねえな」


  　隙だらけ、というわけではないらしい。少なくとも臆病、であることに間違いはなさそうだ。


  　小雨は二人を先に行かせ、あとからついてくる。ブーツがガシャンガシャンと足音を鳴らし、まるでロボットに追い立てられているようだった。


  



  　一二階分の階段を上がる頃には、兼亮と千鳥の息は上がっていた。小雨だけが元気にペースを変えず、上り続ける。


  「ここは、萩はぎ原わらさんのマンションなんですよね」


  　一二階のフロアについて、兼亮は尋ねた。


  「ああ」と小雨は短く返事をくれる。


  「ご両親はいらっしゃるんですか？」


  「いねえよ。あいつは独り暮らしだからな」


  「こんな立派なマンションに独り暮らしなわけ？」


  　千鳥が驚いて言うと、小雨は苦笑いを浮かべて答えた。


  「人にはそれぞれ事情があるだろ。でっかいマンションの一室宛あてがわれて独り暮らし。あいつは家族に蔑ないがしろにされて生きてきたんだ。だから誰かの役に立ちたいのさ。それが自分の存在価値だと思ってる」


  「レゾンデートルってやつですね」


  　存在価値。兼亮は、ついさっき千鳥から教えてもらった単語を口にする。


  　小雨はある部屋の前で止まり、口を噤つぐむ。黒塗りの重厚なドアは、マンションの一室とは思えないほど荘そう厳ごんなものである。部屋番号があるだけで表札はない。


  　小こ雨さめはドアを引き、二人を先に促した。


  



  　玄関から真まっ直すぐに、光沢を放つフローリングの廊下が伸びていた。左右の扉を通り越し、一番奥のドアへ案内される。


  　リビングは、かなり広かった。キッチンカウンターと一続きになっており、リビング部分の中央には膝ひざ丈たけのテーブルとソファーがある。そのソファーの向かい、円えん城じよう色いろ葉はと萩はぎ原わらきいろに挟まれて、帯おび刀なた月つき夜よは目隠しをされて座っていた。


  「帯刀さん……！」


  　その姿を見た兼かね亮すけは思わず叫んだ。


  「帯刀さん、そんな。そんな、どうして……メイド服なんだ……？」


  　兼亮の声が聞こえたのか、月夜はそっと顔を上げた。目隠しをされ、手錠をされた秀しゆう麗れいたる黒髪のメイドがそこにいる。


  　兼亮は今一度叫んだ。


  「一体誰がこんな……！」


  「私よ」


  　答えたのは、月夜に寄り添うように座るツインテール。カフェでの格好と違い、マルグリット女学院高校の制服にショッキングピンクのパーカを羽織った円城色葉である。兼亮の変身を打破し、月夜を奪った憎きハンプティ・ダンプティのウェイトレスだ。


  「私がツッキーに着せたの。艶つややかな黒髪に陶器の如ごとき白い肌。無愛想に結んだ唇くちびるでさえあな麗うるわしき。彼女にはヴィクトリアンなメイド服が似合うと思ってね。んっふっふ。……私の慧けい眼がんにひれ伏しなさい」


  　心の中でひれ伏した。だが表には出すまい。悔しそうに唇を噛かむ兼亮を正面に、色葉はこれ見よがしに月夜の髪を指先で弄いじり、それを自らの鼻先に持ってきた。


  「ん。いい匂におい」


  「やめろっ！」


  「……笠かさ木ぎ。あんたが何に憤いきどおっているのか全くわからないんだけど」


  　千ち鳥どりは不機嫌に腕を組み、さり気なく部屋を見渡す。リビングの一角は襖ふすまが閉められている。この部屋だけでも充分に大きいのに、畳部屋にも繋つながっているのだろうか。


  　中央にあるテーブルにはお菓子の袋や平皿、プラスチックのお椀わんなどが散乱している。さり気なく置かれたキツネ面や鳥のかぶり物が、アジトに潜伏している銀行強盗を連想させた。


  　壁際にある液晶テレビには布が被かぶせられており、窓は全てカーテンで隠されている。架台のガラス戸、扉の磨すりガラス、キッチンのシンクに至るまで、反射するものの全てに黒の画用紙か布が宛あてがわれていた。千鳥の〝鏡の中に入る能力〟を警戒してのことだろう。


  「まあまあ、そう吠ほえるなオオカミ。今度はおまえらが人質になる番だ」


  　兼かね亮すけの後ろで、縄を掲げて小こ雨さめが言った。


  　千ち鳥どりがすぐに抵抗する。


  「ちょっと、縛るなんて聞いてないんだけど。あたしたちは絵本を返却しに来ただけよ？」


  「返却させてやりたいとこだが、そこの帯おび刀なた月つき夜よが言うことを聞いてくれないんだよ。おまえらを人質に取れば、貸出カードの在ありかへ案内しない訳にはいかないだろ」


  「……それは、あたしたちがお願いすれば、ね？　月夜」


  　月夜は何も答えず、ただ、俯うつむいただけだった。


  「まあ、帯刀月夜を見捨てて返却に走ったおまえらに、人質の価値があるかが問題だけどな。それでなくとも生い駒こまは一度裏切ってるし」


  　取られた手首を振り払って、千鳥は叫ぶ。


  「待って！　わかった。じゃあその前にせめて……トイレ」


  「はあ？」


  「トイレッ。トイレくらいいいでしょ。何時間拘こう束そくされるかわからないんだから」


  「……」


  　面倒くさそうに頭を掻かき、小雨はきいろを呼んだ。


  「きいろ、連れてってやれ」


  「はいほー！」


  　きいろは手を上げ、千鳥の手を握る。


  「案内しますね、生駒さん」


  「……ああ、きいろだけじゃすんげえ不安だな」


  「むっ。トイレぐらいひとりで連れていけますよ」


  「色葉、きいろをトイレに連れてってやれ」


  「えええ？」


  　色葉は渋々立ち上がり、月夜の側を離れた。


  「まったく。このおっぱいは私がいないと何もできないんだから」


  「失礼なっ。できるおっぱいですよ！　きいろは」


  「その前に、だ」


  　小雨はきいろの手から千鳥の腕を奪い、前で重ねた両手首を、縄で結び始めた。


  「ちょっと、これじゃ……できないじゃない」


  「できるさ。人間やろうと思えばなんだって」


  　きいろと色葉に連れられ、千鳥はリビングを出てゆく。廊下へ出る直前、兼亮を一いち瞥べつした千鳥に、三人は気付かなかった。


  「おまえはいいのか？　トイレは」


  「大丈夫です。レディに続いてトイレに並ぶほど、無ぶ粋すいじゃありません」


  「くはは。なかなか気持ち悪い奴だな」


  「……」


  　なぜ笑われたのか、わからなかった。自分では粋いきな切り返しをしたつもりなのに。


  　手首を掴つかまれ、後ろに回される。と、ここで兼かね亮すけは思い立ったように声を上げる。


  「あっと、その前にチョコ食べていいですか？」


  「チョコ？」


  「あの、俺、ご存じかはわかりませんが、又借りなんですよ。〝嘘うそつきオオカミ〟の影響を受けて、チョコレート中毒になってしまって……」


  「……そうなのか？　帯おび刀なた月つき夜よ」


  　小こ雨さめは兼亮にではなく、目隠しをされて座っている月夜に確認する。


  「そう」


  　月夜はここに来て初めて声を発し、頷うなずいた。


  「そりゃ難儀だな。我慢しろ」


  「うあっ、ひどい。ひと齧かじり、せめてひと齧りだけでも」


  「我慢しろよ、チョコくらい」


  「わかりました。じゃあ、縛られててもいいから、食べさせてくれます？」


  　あーんと口を開けた兼亮に、小雨の冷たい視線が突き刺さる。


  「……」


  「あの……あんまし見ないで、もらえますか……？」


  「……わーったよ。自分で取れ。ひと齧りだな。つーか、もう咥くわえてろよめんどくせえな」


  「ありがとうございます」


  　言って兼亮は、制服のスラックスのポケットに手を入れた。


  　だが指先に触れたのはチョコではない。携帯電話だ。


  「しかし又借りなんてな。そこまでして、おまえは変身能力が欲しかったのか？　何に使うんだ？　風呂場を覗のぞくとかか？」


  「……バカにしてます？」


  　兼亮は答えながら、ブレザーのポケットの位置を小雨に向けた。さっき一いち郎ろうが〝下準備〟と称してマーキングを施ほどこした、ポケットの位置を。


  「ははっ。まあどっちにしろ戦いには向かねえな。おまえらは、弱い」


  「確かに弱い。だから足あ掻がきますよ。たとえみっともなくても、それで勝てるなら──」


  　全うでない、戦い方をする。


  　兼亮のブレザーのポケットは今、一郎の拷ごう問もん部屋へと繋つながっている。


  　兼亮は静かに携帯電話の発信ボタンを押し、一郎へ合図を送った。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  「残念だったね。鏡はないよ」


  　洗面所の出入り口でニマニマと笑う色いろ葉はの言う通り、洗面台の三面鏡には黒い布が被かぶせられてある。大きな鏡である分、ガムテープで厳重に塞ふさがれていた。


  「別に、逃げないわよ」


  　千ち鳥どりはハンカチを咥くわえながら、蛇口から流れ出る水で手を洗っていた。腕まくりはしてもらったが、両手首は未いまだ結ばれたままだった。


  「逃げるってだけを警戒してんじゃねーよ。おまえらに仲間がいないとも限らないからな」


  　口のハンカチを手に持ち替え、千鳥は色葉に尋ねた。


  「そこまでして、絵本を持ち続けたいわけ？」


  「持ち続けたいわね」


  「絵本に描かれた悪役ヴイランズが、読み手に取り憑つく危険なものだって知っているのに？」


  「ふん。だからカードが必要なんでしょ。私には、人間の方がよっぽどこえーよ」


  「……？」


  　千鳥は顔を上げ、色葉へ視線を移した。蛇口から水は流れ続けている。


  「……人間が怖いの？」


  「……殺したい相手がいるんだよ。必死に生きてりゃ、あんたにだってそういう人間の一人や二人くらいいるだろ？」


  「なんて言ってるけど色葉さん、いざとなったらビビって殺せなかったですもんねえ」


  　色葉の隣で壁に背を預けるきいろが、場違いな明るい声で言う。


  「うっさい！　噛かみ付けばいつでも殺せるんだ。この、『いつでも殺せる』ってのが大事なんだよ。この能力があれば、誰も私をバカにできないだろ」


  　色葉の声は尻しり窄すぼみに、小さくなった。


  「……復ふく讐しゆうだっていつかちゃんとしてやるわ。私は、私をあんなふうに扱った奴らが、今ものうのうと青春を謳おう歌かしてるのが許せねーの」


  　きいろが「よしよし」と色葉の頭を撫なでた。色葉はバカにするな、とばかりに口を大きく開く。きいろが「ひゃっ」と手を引っ込めたあとに、ガチ、と歯が打ち鳴らされる。


  「噛まないでくださいよー」


  「次触ったら噛み殺すかんね」


  「……あんたもしかして、虐いじめられてたわけ……？」


  「そんなんじゃねーよ！」


  　色葉は千鳥を睨にらみ付けた。


  「ちょっと周りと、折り合いがつかなかっただけよ……」


  　千ち鳥どりは目を丸くして、それから微かすかに笑った。意外なところで親近感を覚えてしまった。


  「……でもそれ、わかる。『力を持ってる』ってのがいいのよね。ついつい、甘えちゃうわ。これはあたしの力じゃなく、借りてる力だってのにさ」


  「……いるのかよ、殺したい相手」


  「私は、殺したいって言うか、越えたい」


  　目を伏せた千鳥が思い浮かべるのは、優しかった母親の顔。あんなにも酷ひどいことをされたのに、あの人を思い出す時はいつだって優しかった頃の表情が浮かぶ。あの言葉が浮かぶ。


  　──幸せになろうね、絶対に。


  　そのたびに悔しさが滲にじむ。自分はまだ、あの人の言った〝絶対〟を信じているのか、と。


  　言葉は力を持って人を縛る。〝絶対〟〝無理〟〝確実に〟〝間違いなく〟。母親はそういった断定的な言葉を口癖のように多く使った。今思えば、それは弱さの裏返しだったのかもしれない。言葉の力強さを以て、自分自身を奮い立たせていたのだ。理想の自分になるために、理想の自分であるために。だがその言葉の余波は、幼かった千鳥をも縛ってしまった。


  　母親の仕掛けた〝絶対〟という言葉に打ち勝つため、千鳥は強くあろうと決めている。


  「……だからあたしも、負けられないんだ」


  「い、色いろ葉はさん……」


  　異変に気付いたのは、きいろだった。流しっ放しの水道水が洗面台を満たす。溢あふれた水はタイルを滑り、千鳥の足元に流れ出した。


  「色葉さん、あの人、ハンカチを、持ってない……！」


  　ハンカチで排水溝を塞ふさがれた洗面台から、水が絶え間なく溢れ続ける。その水面に、千鳥は深く両腕を沈ませていた。


  　──〝鏡の中に入る能力〟


  　鏡を通して、左右反転された世界に入る能力。その入り口は鏡でなくても、現実世界を映せるものであればいい。それはガラスでも、磨かれたシンクでも、洗面台に貼はられた水面でも。


  　千鳥は、洗面台から、左腕だけを引き抜いた。結ばれていたはずの縄は、ほどけている。


  「さあ、反撃開始よ──笹ささ森もりっ！」


  　次いで右腕を引き抜いた。その手を握り現れたのは──。


  「うっしゃあああああああああっ!!」


  　水みず飛沫しぶきと共に洗面台から飛び出したのは、腕に炎を纏まとった〝白しろ兎うさぎ〟。体育着姿の、笹森伊い吹ぶき。


  　洗面所に、色葉ときいろの絶叫が反響した。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  「──俺たちは戦えない。だから、戦える者を召しよう喚かんする。それが、今俺にできる最大のこと」


  　洗面台から悲鳴が聞こえたのと、兼かね亮すけのブレザーのポケットから鎖が飛び出したのはほぼ同時だった。


  「なっ……！」


  　小こ雨さめは反射的に後方へ飛ぶ。鎖に次いでポケットから飛び出したのは〝青あお髭ひげ〟。村むら瀬せ一いち郎ろう。


  　小雨の右手首には、重みのある鎖が嵌はまっていた。チェーンは足元に垂れ蛇だ行こうして伸び、その先は一郎が握っている。鎖の根元は、一郎が羽織った半はん纏てんの中に消えていた。


  　──〝拷ごう問もん部屋を作る能力〟


  　その入り口は、同時に二つまで作れる。今、この空間にある出入り口は二つ。兼亮のブレザーのポケットと、一郎の半纏のポケット。


  「てめえ……、青髭！」


  　右腕を三角巾で吊つるした一郎は、鼻に当てたガーゼもそのままに、口角を吊り上げた。


  「やっと捕まえたよ、〝泥棒〟」


  　一郎はパステルカラーの入院服に半纏を羽織るという病人の格好のまま、鎖を掲げて笑ってみせた。


  「……確かに再戦はしてやるっつったけどよお。その日のうちに来んなよ、めんどくせえな」


  「借りは一刻も早く返しておきたくてね。夢見が悪いんだ」
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  「帯おび刀なたさんっ！　大丈夫ですか」


  　夏なつ苅かり小こ雨さめを一いち郎ろうに任せた兼かね亮すけはすぐに駆けだし、月つき夜よの目隠しを外した。


  　ゆっくりと開いた蒼あおい瞳が、兼亮をぼんやりと見上げる。


  「怪け我がはないですか？　俺が見えます？」


  「……君は文字の塊でしか見えないけど……。眼鏡めがねは見えるよ」


  「ああ、かつてこんなにも眼鏡であってよかったと思ったことがあっただろうか。今、腕の縄解ほどきますね」


  　月夜の背中へ回り、手首を縛る縄を解く。結び目を緩ゆるめながら、兼亮は月夜へ謝罪した。


  「あの、すみませんでした。俺のせいで、罠わなに嵌はまって……。守るって約束したのに、結局さらわれてしまった。不ふ甲が斐いないです」


  「別に」


  　月夜はじっと大人しく、椅い子すに座ったまま無感情に答えた。


  「カフェに入る前に君は言ったはずだよ。私の前では、嘘うそをつけないって。〝乙おと姫ひめ〟に追われてる時も、小さくなった私を抱えて守ると言った。あの時の言葉は嘘じゃなかった。だから、助けに来ると思ってた」


  「……帯刀さん」


  「だから別に、怖くはなかったよ」


  　縄を解かれた月夜は立ち上がり、手首をさすった。


  「痛みますか？」


  「大丈夫。でも、お腹なか空いた」


  　メイド服の月夜は隣に立った兼亮を見上げ、呟つぶやいた。


  「……？　ああ」


  　兼亮は、ブレザーのポケットからキャンディー形のチョコレートを一粒取り出し、月夜の手の平に乗せる。


  「ありがと」


  「どういたしまして」


  　月夜は包みを開けて、チョコを口に放った。


  「やっぱ何も食べていなかったんですね」


  「フーセンガムを貰もらった。……フーセン、膨ふくらませるようになったよ。帰ったらやって見せてもいいけど？」


  「それは楽しみです。早く帰りましょう」


  　月夜はチョコで頬ほおを膨らませている。


  　その無表情を見るのがだいぶ久しぶりのように思えて、兼亮は嬉うれしくなった。


  



  　──あなたの名前は、何？


  　月つき夜よの声が、広いリビングに呟つぶやかれる。その蒼あおい瞳は、キッチンカウンターの側そばで一いち郎ろうと対たい峙じしている小こ雨さめへと注がれている。


  　小雨は訝いぶかしげに月夜を睨にらみ付けた。


  「あ……？」


  「〝夏なつ苅かり小雨〟。年は？」


  「おい、何だ、こいつは」


  「〝一八歳の高校三年生〟。あなたが持っている絵本は、何？」


  「……ちっ」


  　小雨は咄とつ嗟さに卓上のキツネの面へ腕を伸ばした。しかし小雨が面を掴つかむよりも早く、一郎がテーブルを蹴けり飛ばす。


  「っ……！　このやろう」


  　ブーツを履いていない小雨の回し蹴りを、一郎は身を引いて避よけた。


  　小雨は答えていないのに、月夜はその回答を口にする。


  「〝天てん女によの羽は衣ごろも〟。その能力は、何？」


  「教えねーよ！」


  　一郎へ蹴りを繰り出しながら、小雨は叫ぶ。


  「〝重力を操る能力〟」


  　またしても小雨の口に出していない答えを、月夜は晒さらした。


  「自分自身の重力を操作することができる。蹴りを放つ瞬間に重力を纏まとうことで威力を上げ、また重力を反転させることで宙に浮かぶ。それが──〝羽衣泥棒ドレス・スナツチヤー〟の力」


  　兼かね亮すけは、隣の月夜を窺うかがい見た。その蒼い瞳は、一郎へ蹴りを放つ小雨の姿を追っている。


  　夏苅小雨を、読んでいるのだ。


  「──触れることで重力変化を人、物に課すことができる。ただしその場合、同じだけの付加が自分にかかる。例えば握手をして、相手のみを押し潰つぶすことはできない。その場合自分も、押し潰されてしまうから」


  　人を文字でしか認識できない月夜に、隠し事はできない。質問することで回答を連想させ、それを読み取ってしまうのだ。


  「あれは……天女の能力だったのか……」


  「そう。でも〝夏苅小雨〟に力を貸したのは天女じゃない。その天女に一ひと目め惚ぼれし、彼女が天に帰れないよう、水浴び中に羽衣を盗んでしまった悪役、〝羽衣泥棒〟だよ」


  　一郎と距離を取り、牽けん制せいする小雨を見据えて月夜は説明する。


  「くっはは」


  　小雨は空から元気に笑い、敢あえて月夜を無視し、一郎に話しかける。


  「こいつあ堪こたえるな。心を読んでんのか？」


  「堪えるだろう。僕もあの子だけは、敵に回したくないよ。降参するかい」


  「け。ヤだね。こんなとこで終われっか。まだ絵本は──」


  　小こ雨さめは足元に垂れる鎖を右足で引っ掛けると、それを幾十にも巻き付け、即席の武具を作った。全身の重力を軽くして跳躍し、一いち郎ろうの頭上で重力を課す。


  「──渡さねえよ！」


  　しかし、蹴けりは当たらない。


  　連続して繰り出される鎖付き蹴りの猛攻を紙一重でかわし、一郎は隙すきを見て鎖を引き小雨のバランスを崩す。そのよろけた体を抱き留めた一郎は小雨の唇くちびるを平手で押さえ、眼前で囁ささやいた。


  「それはこちらも同じことだ。帯おび刀なた月つき夜よは、渡さない」


  「……っ！」


  　小雨は身を捻よじり一郎の肩を突き飛ばした。


  「いっ……て」


  　肩に響く痛みに耐え顔を上げた一郎は、小雨の様子に思わず口の端はを歪ゆがませた。


  「……これは意外。男に免疫がないのか」


  「～～……！」


  　顔を真っ赤にして口元を手の甲で押さえる小雨は、今までの印象と一八〇度変わって女の子だった。


  　月夜は、話は終わったとばかりに二人を横目に通り越す。


  　廊下へのドアを開いて、思い出したように振り返った。


  「村むら瀬せくん。殺しちゃダメだよ」


  「……わかってるさ。殺さないよ、簡単にはね」


  　それ殺してるじゃん。と兼かね亮すけは思ったが、口に出さなかった。テーブルに置かれた『白雪姫』と『赤ずきん』を回収し、慌てて月夜の後を追う。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　笹ささ森もり伊い吹ぶきは洗面台を飛び出し、千ち鳥どりを背にして着地した。


  　裸足はだしで着地したその足音と共に、足元に炎が吹き上がり、消える。


  「こいつ、何者っ!?」


  「……俺が何者か……だって？」


  　色いろ葉はのリアクションに気を良くしたのか、伊吹は不敵な笑みを浮かべ大おお袈げ裟さに見得を切った。


  「俺はウサギ……。だが、ただのウサギだと思ったら大間違いだぜ？　俺は……熱き炎に焼かれたウサギだ！」


  「……美お味いしそうね、あんた……」


  　背中を刺す千ち鳥どりの冷たい視線を無視し、伊い吹ぶきは一層声を張る。


  「──人呼んで、『かちかち山』の〝白兎ホワイト・ラビツト〟！」


  「わ、すごーい」


  　キレのよい大見得に、きいろの拍手だけが洗面所に響く。


  　伊吹の構えは足を開いて腰を低く。右の拳こぶしは腰元に、左手は前に伸ばし色いろ葉はを牽けん制せいしている。襟えり付きの学校指定体育着に、裾を捲ったジャージ姿ではあるが、スーツアクターをしているだけあって、その構えは堂に入っていた。


  「燃やし尽くしてくれるぜっ。この〝音を燃やす能力〟でなあっ！」


  「……能力、全部自分で言っちゃったよ」


  　千鳥は伊吹の後ろで項うな垂だれ、額ひたいに手を当てた。こんな男に頼らなくてはいけないというのが、堪たまらなく恥ずかしい。


  「バ、バカがいる……！」


  　驚きよう愕がくする色葉へ向かって、伊吹は今一度見得を切る。


  「覚悟しろ悪党どもっ。いくぜええっ！」


  「ああもう、くそっ！　さっさと逃げろ、きいろ！」


  　言って色葉は前へ出る。


  「へ!?　色葉さんは？」


  「私は戦えないけど、あんたはもっと戦えないでしょ！　狭いんだから逃げとけっ」


  「逃がすかよっ！」


  　飛び跳はねた伊吹は、同時に右手の指を鳴らした。瞬間炎が吹き上がり、右腕を包み込む。


  「ちょ、待って！　たんまたんまっ」


  　慌てて後あと退ずさりする色葉は、足を縺もつれさせる。洗面所を出た廊下で、色葉が尻しり餅もちをついたのと伊吹の拳が空を切ったのは同時。色葉の頭の天てつ辺ぺんを焦こがして、伊吹の拳は廊下の壁へ激突した。


  　ドン、と壁を叩たたく音。直後に、指を鳴らした程度ではない大きな炎が轟ごうと吹き上がる。


  　しかし燃える芯となる物がない空間では、炎は壁紙を焼いただけですぐに消えた。


  　伊吹の懐ふところで腰を床へつけたまま、色葉はきいろに叫んだ。


  「早く行け！」


  「こ……小こ雨さめさん呼んできます！」


  　答えてきいろはリビングへ続くドアへ顔を上げ、青ざめた。ドアを開けて出てきたのは、拘こう束そくを外された月つき夜よと兼かね亮すけだ。


  「え？　どうして……小雨さんは……？」


  　きいろは弾けるように、廊下をリビングとは逆の方へ走った。千鳥がその背中を追う。


  「笹ささ森もりっ、そいつは頼んだ」


  「おう！」


  　拳こぶしを壁につけたまま、伊い吹ぶきは千ち鳥どりに返事する。そこに生じた隙すきを、色いろ葉はは見逃さない。立ち上がり、壁に伸びた伊吹の腕を掴つかむ。


  「笹ささ森もりくんっ、危ない」


  　月つき夜よの声も虚しく、口を大きく開いた色葉は、その腕に噛かみ付いた。


  「がぶっ」


  「痛っ──!?」


  　直後に伊吹の体が、縮み始める。


  　色葉の借りている能力は、噛み付いた相手の年齢を吸い取る。吸い取った年齢を口内に溜ため、それをペットボトルに吐いて保存する──のだが。


  　少年化した伊吹は、色葉の額ひたいへ、力一杯デコピンを食らわせた。ばつん、と打撃音が廊下に響き渡り、色葉の額から炎が吹き上がった。その反動で口から煙を吐き出す。


  「ぶふぁっ！」


  　その反動で口から紫煙を吐き出す。


  　再び尻しり餅もちをつく色葉。伊吹はその煙を、至近距離でもろに浴びた。


  「……っ。何だこいつ、煙吐いたぞ今！　何？　こいつも読み手なんすか？　え、え？　俺、攻撃されてんの？　どっか変になってない？」


  　紫の煙が晴れたあとに現れたのは、焦こげた前髪を押さえ涙ぐむ色葉と、元の一六歳に戻った伊吹の姿だった。「わぁ、わぁ」と戸惑う伊吹を、兼かね亮すけは呆あきれて眺める。


  「……何やってんだあいつ」


  　自分の体を見回して確認する伊吹は、自分が一瞬だけ少年化したことにも気付いていないのだろう。年齢を吸い取るという敵の情報は、千鳥から聞いているはずなのに……。


  　兼亮は説明するのも放棄して、ただひとつ溜ため息いきをついた。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　今、拷ごう問もん部屋の出入り口となっているのは一つ。一いち郎ろうが羽織る半はん纏てんの左ポケット。


  　そこから途切れなく伸びる鎖を左腕に巻いて、一郎は小こ雨さめの前まえ蹴げりを受け止める。


  　しかしいくらブーツを履いていないとはいえ、〝重力を操る能力〟によって重さを増した蹴りは強烈だった。一郎の体は宙を舞い、襖ふすまを破って畳部屋へと突っ込む。


  　前回り受け身で体を起こした一郎は、その吹っ飛んだ慣性を左手に握る鎖に伝え、すかさず引っ張る。繋つながれた右手首を引かれ、小雨も畳部屋へつんのめった。


  「っと。カウンター、かよ」


  　前へ引かれた小雨は、しかし敢あえて前へ踏み込んだ。


  「ならカウンター、のカウンターだっ」


  　勢いに乗った回し蹴げりは、一いち郎ろうの胴を捉とらえる、直前にかわされる。前転で小こ雨さめの背中へ回り込んだ一郎は、すれ違いざまに小雨の軸足を鎖で搦からめ捕とった。


  「わぶっ」


  　小雨は軸足を後ろへ取られ、顔面を畳へ打ち付けた。


  「攻撃を受けられないというのはきついな……。僕らしい戦いができない」


  「……何だよ、てめえらしいって」


  　立ち上がった小雨の赤くなった額ひたいを笑いながら、一郎は答える。


  「少なくとも、右肩を庇かばうためとはいえ、こんなにも基本的な前回り前転をしたのは小学校以来だよ。あと、左手一本で鎖もきついな」


  　怪け我が持ちでそれだけ動けりゃ充分じゃねえか、と小雨は一郎を睨にらみ付ける。しかし見れば確かに前戦と比べれば息が荒く、緩ゆるやかな笑みで隠してはいるが、上気した頬からは苦難が覗うかがえた。


  「……負けた時の言い訳並べてんじゃねえよ、てめえで選んだ武器だろうが。これが、マジ、鬱うつ陶とうしいんだよっ」


  　足を大きく振り上げた小雨は、手首から足元に垂れる鎖ごと畳を力一杯踏み抜いた。衝撃音と共に小雨を中心として、数枚の畳が跳はね上がる。


  「……おお。畳返し」


  　呆ぼう然ぜんと眺める一郎の視線の先、跳ねた畳の中央に立つ小雨は不機嫌に苛いら立だったまま、鎖を手にしている。


  「……くっそ。何で外れねーんだこれ」


  「丹精込めて作ったからね」


  「……手作りかよ。重おめーな、おい」


  「あなたを捕まえるためさ、〝泥棒〟……いや、夏なつ苅かり小雨か」


  　一郎が名前を呼ぶと、小雨は嫌悪をあからさまにして舌打ちをした。


  「覚えてもらってどーも」


  「小雨、なんて名前、珍しいからね」


  「気に入ってんだ。いいだろ、淑しとやかで」


  「この惨状を見れば、小雨の淑やかさとは程遠い気がするけれど」


  　八畳ほどの和室はほとんど使っていないらしく、卓ちや袱ぶ台だいや座ざ椅い子すなどもない。ただし今や襖ふすまは吹き飛び、畳は小雨の周りだけ剥はがれてしまっている。カフェでの惨状を見ても、小雨の戦い方は嵐そのものだ。


  「なあ、せめてブーツ穿はかせてくんね？　スリッパじゃ元気出ねえよ」


  「冗談だろう。これ以上踏まれたら、鼻、取れてしまうよ」


  「根に持ってんのか？　男のくせに」


  「重かったからね、女のくせに」


  　陥没した床から足を抜き、小こ雨さめは一歩、一いち郎ろうへ近づく。手首に嵌はまった鎖が、その後を追う。


  「け。ビビってんだろ。だからこうして鎖で繋つなぐってわけだ」


  　小雨が右腕を持ち上げると、鎖はチャリ、と擦こすれて鳴った。


  「不服かい？　ある独裁者によれば、──『女は強い男を支配するよりも、強い男に支配されたがる』らしいけど」


  「け。信じられねえな、国を破滅させた独裁者の言葉なんざ」


  「おや、ヒトラーをご存じか」


  「知らねえよ。んなこと言う奴の仕切ってる国が、平和である訳がねえってことを知ってるんだ」


  　言うやいなや小雨は床に突き立つ畳を一畳掴つかみ、その能力を以て投げ飛ばした。同時に自身は天井へ舞い上がる。


  「……なるほど。その通りだ」


  　巨大な手しゆ裏り剣けんの如ごとく回転する畳をしゃがんで避よけ、一郎は前に出る。


  　しかしその視線の先に、小雨の姿はない。


  　避けた畳が後方で轟とどろかせた衝撃音を耳にしながら、視界の端に小雨を捉とらえた。


  　──天井か。


  　投げた畳の陰に隠れ天井を駆けた小雨は、一郎の頭上にて重力を増した。


  　一郎はたわんだ鎖を引いて操る。鎖は小雨の首元に締まる。が、小雨はそれを、左腕を差し入れることで回避する。


  「……甘あめーぜっ。青あお髭ひげぇ！」


  　右腕は鎖に繋がれ、左腕もまた囚とらわれた。だが、それが何だ。元より腕など使わない。落下と同時に小雨が放ったのは、一郎のほぼ真上からの回し蹴げり。狙ねらうはその、ギプスをした右肩──。


  「大人しくベッドで──！」


  　しかしその言葉は、強制的に喉のど奥へ飲み込まされた。


  　小雨の唇くちびるを割って、口内から指先が覗のぞく。中指、人差し指、親指が覗く。


  「──……!?」


  　唇をこじ開けて体内から生えてきた左手首に、小雨の視界は覆おおわれる。


  　──〝拷ごう問もん部屋を作る能力〟


  　今、部屋の出入り口は二つある。ひとつは一郎の左ポケット。そしてもうひとつは、夏なつ苅かり小雨の唇の間。出入り口を作るためのマーキング方法は簡単。入り口を塞ふさぐ。それだけのことを、一郎は先ほど小雨の口元を押さえた時に行っていた。


  　一いち郎ろうは半はん纏てんの左ポケットに手首を突っ込み、拷ごう問もん部屋を通して小こ雨さめの口の中から出したのだ。唇くちびるから生えた手首は小雨の顔を覆ったまま、地面に向かって押し倒した。バランスを崩した小雨は、頭から畳へ叩たたき付けられる。


  「……っ！」


  　小雨の口から生えた手首は、小雨に悲鳴を上げることさえ許さなかった。


  　一郎は畳に背を付けた小雨を、ポケットから左腕を引き抜いて嘲ちよう笑しようする。その手で回した鎖は倒れた小雨の左足首を搦からめ捕とり、のたうつ小雨を引っ張った。


  　それは一瞬の出来事だった。一郎は鎖を天井にぶら下がる菱ひし形がたの電灯に引っ掛け、引っ張る。照明器具を支点にして、小雨を足から吊つり上げる。


  「捕まえた」


  「……ざ、けんな。なんだよ今の、チートか」


  　視界が揺らぎ、焦点が定まらない。後頭部を打ったことによる影響か、涙が滲にじみ、視界がぼやけた。その視界に映る一郎の顔は逆さ。左腕は鎖に取られて動かせない。左足も吊され、動かせない。


  　一郎はひとつ大きく息を吐き、よろめいた。リビングとの境界にある柱に背をつけ、そのままずるずると座り込む。


  「おい……おまえ」


  　小雨は逆さになりながら、その異変に気付く。一郎は未いまだ微笑を浮かべたまま。しかしその額ひたいには、玉のような汗が浮かんでいる。


  「熱が、あるのか」


  　柱にもたれて座り込んだまま、一郎が鎖の伸びるポケットから取り出したのは、ラップのされたボウル皿だった。ラップを外し、爪つま楊よう枝じの刺さった歪いびつなリンゴの欠かけ片らを摘つまむ。


  　大きく息を吐きながら、一郎は呟つぶやいた。


  「僕の、勝ちだな」


  「一勝一敗だろ。引き分けだ」


  「強がり」


  「うるせーよ」


  　リンゴを口に含み、一郎は緩かん慢まんに言う。


  「それから、忠告はしておいたはずだ、夏なつ苅かり小雨」


  「……？　忠告？」


  「確かに言った。鼻を犠牲にしてまで言った。スカートの下に短パンか何か……穿はくべきだと」


  「──っ！」


  　小雨は鎖の繋つながれた右腕で、反射的にスカートを押さえた。
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  　きいろが逃げ込んだのは、玄関のすぐ側そばにある広い洋室だった。ピンクのカーペットが敷かれたきいろの寝室。リビングほどの広さがあるこの部屋には、ベッド以外にもタンスやクローゼット、姿見やパソコンデスクなど、生活に必要な物が置かれてある。一ひと際きわ目を引くのは壁に掛けられた巨大なテレビとスピーカーだ。一日中ベッドで横になり、借りてきた映画をダラダラと眺める休日を好むきいろには、欠かせない代物だった。


  　リビングとはバルコニーで繋つながっている。月つき夜よを避け、バルコニーを通ってリビングへ出るつもりだった。しかし、部屋に入りドアを閉じようとした次の瞬間、スリッパを穿はいた黒ソックスが滑り込んでくる。


  「痛っ」


  「ひっ」


  　恐る恐る視線を上げたきいろの瞳に、ドアの隙すき間まからジト目を覗のぞかせる千ち鳥どりの不機嫌な顔が映った。


  「ひいいいっ!?」


  「逃がすかっての」


  　乱暴にドアを開け、千鳥はきいろの部屋へ侵入する。きいろは部屋の奥へ走った。この部屋は使うつもりがなかったため、鏡対策をしていない。カーテンの閉められた窓にも、ガラスに黒画用紙など貼はられてはいない。


  「待って、待ってください！」


  「逃げたって無駄よ。あんたの能力も戦闘向きじゃないんだから、あたしにだって捕まえられるわ。卵産む、ただの女の子じゃない」


  「いいんですか!?　きいろまだ今日産んでないんだから。産んじゃいますよ？　すんごいの産んじゃいますよ？」


  　スカートに手を入れ、きいろは千鳥を脅おどかす。千鳥は冷ややかにきいろの姿を見つめた。


  「……産め」


  「ごめんなさい！　嘘うそ！　自分の望みは産めないんです。許して」


  「許さない。てか、許す許さないじゃないでしょ」


  　きいろが右へ動けば千鳥も右へ。左へ動けば左へ移動し、出口を塞ふさぐ。


  「『金の卵を産むガチョウ』を渡しなさい。それで手打ちにしてあげるわ」


  「ひどいっ！　そのおかげで、フェレットちゃんと出会えたのに？」


  「……それは、感謝してるけど」


  　千鳥が肩から提げるバッグからジッパーを少しこじ開け、顔だけ出していたスノーホワイトを、きいろは目ざとく発見した。


  「フェレットちゃん！」


  「あ、こら。顔出しちゃダメ」


  　きいろはスカートのポケットからチーズを取り出し、銀紙を剥はいてスノーホワイトに見せつけた。


  「フェレットちゃん！　ほうら、こっちへおいでー？　産みのママがピンチだよぉ」


  「……また人質に取るつもりなわけ？」


  「育てのママは黙っててもらえます!?」


  　ぴしゃりと言いのけ、きいろはスノーホワイトへ慈愛に満ちた笑顔を見せる。


  　鼻をひくひくとさせたスノーホワイトは、するりと千ち鳥どりのバッグから飛び降りた。


  「あ」


  「にやりっ！」


  　匂においの元を辿たどるように、スノーホワイトはピンクのカーペットを嗅かぎながらきいろへ近づいてゆく。きいろはチーズをカーペットの上へ置いて、スノーホワイトを誘った。


  「おいでおいでー。これ、ネットでのお取り寄せ限定、極上ゴーダチーズなんだよー？」


  　チーズへ鼻先を近づけ、すんすんと鳴らす。きいろを見上げたスノーホワイトは、つぶらな瞳で小首を傾かしげた。あたかも、「食べていいの？」と尋ねているかのように。


  　きいろも満面の笑みで答えた。


  「もちろん、いいよっ」


  「ダメよ、スノー！」


  　千鳥の言葉を無視して、スノーホワイトはその大きなチーズを両手で持ち、齧かじった。


  　──勝った！　きいろがスノーホワイトを捕まえんとその頭上に両手を広げた直後、二、三度チーズを咀そ嚼しやくしたスノーホワイトは、ぺっ、とそれを吐き出した。あたかも、「てめえから貰もらったものなんか食えるか」と罵ののしっているかのように。


  「ＩＱ高っ!?」


  　チーズを放り投げて駆け戻ったスノーホワイトは千鳥の肩まで駆け上がり、その頬ほおに頭を擦こすりつける。


  「……よしよし。帰ったらチーズあげようね。安いのしか用意できないけど、それでもいいの？」


  　仲のよい二人を見せつけられ、きいろは涙ぐんだ。


  「か……可愛かわいくないもん。そんな子」


  「可愛いから好きだとか、可愛くないから嫌いだとか、そんなんじゃないでしょ、子供ってさ」


  　千鳥はカーディガンからコンパクトミラーを取り出し、その鏡面にバツを描いた。これで鏡の世界に入る能力は、一旦解除される。


  「一二分三四秒だからね」


  「……何がですか？」


  「〝鏡の中に入る能力〟の継続時間」


  　言いながら千ち鳥どりは、再び鏡面をなぞる。


  「こうしてなぞることで鏡の世界への入り口が開く。つまり今から一二分三四秒。あたしに触れるものは鏡の中へ入れる。離せば、入れなくなる」


  　コンパクトミラーはキャビネットの上に置いておく。これは鏡の世界に入った時、携帯電話の電波を受信するために必要になる。


  「覚えておいてね。一二分……あともう、三〇秒切ったかな」


  　言って千鳥はきいろに向かって走り、その手首を掴つかんだ。


  「や、待、待って！」


  　そしてそのままきいろを引っ張り、部屋を映す壁掛けテレビの液晶画面から、鏡の世界へ飛び込んだ。きいろも、一緒に。ただし、上半身だけ。きいろがテレビ画面を潜くぐるその途中で、千鳥は手首を離した。


  「……っ！　へ？」


  　きいろの体は下半身を現実世界に残したまま、固定される。どんなに暴れても、鏡の代わりを果たすテレビの液晶画面は、びくともしない。


  「どどど、どうなってるんですかこれえ!?」


  　壁に掛けられた鹿の剥はく製せいのように、上半身だけを突き出したきいろに、千鳥は言った。
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  「能力を発動させている間、あたしに触れるものは鏡の中へ入れる。触れてるものだけね。手を離せば、入れなくなる。今のあんたみたいにね。でも一二分三四秒を過ぎると、鏡はただの鏡へと戻る」


  「……戻ると、どうなるんですか」


  「真っ二つよ。あんたの体」


  「やめてえええっ！　洒落しやれになってませんよ！　これ」


  「『金の卵を産むガチョウ』の隠し場所を教えてくれたら、現実世界へ戻してあげるけど？」


  「ひどい！　ひどいひどいひどい！」


  「月つき夜よが解放されてるってことは、夏なつ苅かりさんはあの青あお髭ひげが押さえたってことでしょ。笹ささ森もりはバカだけど月夜が合流したし、これであんたたちは詰つみ。あたしたちの逆転勝利ね」


  　スノーホワイトを肩に乗せ、千ち鳥どりはいじわるく笑った。


  「さ、絵本を隠してる場所を言いなさい。あと一二分と……ぴったしくらいかな」


  　キャビネット上のデジタル時計はちょうど、四時三〇分をさしていた。
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  　月夜の着用していたスカーフが、縄の代わりを果たしてくれた。色いろ葉はは自ら着せたメイド服のスカーフで、後ろ手に縛られることになった。


  「〝円えん城じよう色葉〟〝一七歳の高校二年生〟持っている絵本は、〝浦島太郎〟」


  　夏苅小こ雨さめにそうしたように、月夜は色葉に質問し、答えを引き出していく。


  　壁を背に座り込む色葉を、伊い吹ぶき、月夜、兼かね亮すけが囲んで見下ろしていた。


  「……今も絵本を、持っているの……？」


  「持ってねーよ！」


  「……」


  　懸命に否定する色葉だが、その表情は今にも泣き出しそうになっている。


  「その、鞄かばんの中、だね」


  　月夜は、色葉の肩に掛けたショルダーバッグに視線を落とした。


  　蒼あおい瞳の前では嘘うそがつけない。心を読む。なんと残酷な力だろうと、兼亮は改めて思う。


  　色葉のショルダーバッグから『浦島太郎』を取り出した伊吹は、それを月夜に渡した。


  「……浦島太郎。描かれた悪役は〝乙姫タートル・メイデン〟。彼女の力は、〝年齢を吸い取る能力〟。相手に口づけをすることで一度に七年、煙状にして年齢を吸い取る」


  「口づけ？」


  　絵本を開き、能力の概要を読み上げる月夜に、伊吹は尋ねた。


  「チューってこと？　俺は噛かまれたんすよ？　噛まれたらどうなんの？」


  「要は吸い取ればいいんだ。この能力は、唇くちびるを寄せた相手に多幸感を与えると同時に、七年間の、肉体に及ぼされた変化を吸い取る。噛かまれたなら七年前の子供の姿に……なっていないね」


  「もうこれ子供の姿になってるんじゃないですか？　ほら、ちっちゃいし」


  　兼かね亮すけが揶や揄ゆすると、伊い吹ぶきは声を荒らげた。


  「なってねえよ！」


  「……煙浴びたのよ、そいつは」


  　回答は思わぬところから得られた。見下ろすと、色いろ葉はが瞳を潤うるませて伊吹を睨にらみ上げている。


  「吸い取った煙をすぐに浴びたの。だから戻ったわけ」


  「ああ。浴びたわ、俺」


  　伊吹の言葉に、兼亮も頷うなずく。


  「確かに俺も煙で元に戻りました。……しかし恐ろしい能力ですね。誰かから年齢を吸い続ければ、何年でも生きられるんですか」


  　月つき夜よは絵本を捲めくりながら淡々と述べる。


  「自分自身には使えないみたいだよ。それに、彼女は年齢が欲しいわけじゃないでしょう。……〝玉手箱〟って、何の箱だか知ってる？」


  「玉手箱って……ええと……。そういえば、何なんでしょう？」


  「〝玉たま匣くしげ〟が変化したものだよ。櫛笥くしげというのは当時の化粧箱。ワーストエンド・シリーズではこうなってる。〝乙おと姫ひめ〟はたくさんの口づけで浦島の年齢を奪い、彼が陸に戻ろうとしたその時に、吸い取った年齢を玉手箱に閉じ込めて持たせた」


  「どうして化粧箱なんかを……」


  「化粧箱を開けるのは女性。浦島に近づいた若い女性が開け、老ろう婆ばになる。これは浦島太郎の側に寄る女性に嫉しつ妬とした、〝乙姫〟の罠わなだったんだよ。そのために彼女は玉手箱を渡したの。あなたは決して開けてはならない、という言葉を添えてね」


  「……女って怖えっすね」


  　伊吹がおぞましげに呟つぶやいた。


  「男女間のどろどろした物語だったんですね、『浦島太郎』って」


  　兼亮の漏もらした感想に、月夜はそっと首を横に振った。


  「〝乙姫〟の嫉妬の対象は、浦島に近づく女性だけではないんだよ。物語の内容は知っているでしょう。助けた亀に連れられた浦島は、竜宮城で接待を受ける。鯛や平目の踊りが有名だね。でもあの海底の竜宮城には、〝乙姫〟以外の人間がいないの」


  「……ああ、確かに。人ひと気けがない」


  「ワーストエンド・シリーズが踏襲した『御伽草子』では、〝乙姫〟は人間に憧れる亀なんだ。暗く冷たい海の底、〝乙姫〟は羨せん望ぼうを持って人間を想い続ける。たとえ絶世の美女に姿を変えたとしても、鯛や平目相手に何の意味もない。だから嫉妬したんだよ。帰ってしまった浦島太郎に、彼と幸せになろうとする女性に、陸上にいる全ての人間に、嫉しつ妬とした」


  「……リア充爆発しろ、ってことですか？」


  「……リア充老衰しろ、ってことだね」


  「捻ひねくれてんなあ、乙おと姫ひめ。陸おか上がりゃいいじゃん」


  　三人は哀れみをもって色いろ葉はを見下ろす。


  「な、何だよ！　それは〝乙姫〟の話でしょ。私じゃないじゃない！」


  　ワーストエンド・シリーズの悪役は、自分に魅せられた者にしか能力を貸さない。色葉が〝乙姫〟の力を借りているということは、どこか通ずるものがあるということだ。


  「ともかく、絵本は返してもらう。安心して。私が責任を持って、返却するから」


  　月つき夜よは絵本を閉じ、それを胸に抱いた。


  「酷ひどいよ、ツッキー！　あんなに、よくしてあげたのに！　ケーキだってあげたし、服だって貸してあげたのに。絵本がなかったら私、学校に行けなくなる……！」


  　目に涙を滲にじませた色葉の抗議も、月夜は背を向けてはねつけた。


  「……要求は呑のめないよ」


  　静まり返った廊下で、声を上げたのは伊い吹ぶきだった。


  「……まあ、あれか。つまり友達が欲しいんだろ？」


  「……ちげーよ、バカッ！」


  　馴なれ馴れしく色葉の頭に手を乗せ、伊吹は提案する。


  「俺らが友達になってやっから。俺は〝ウサギ〟でおまえは〝カメ〟。仲良くなれそうじゃん？　な、オオカミ」


  「……ウサギとカメの駆けっこに俺を巻き込むな」


  「触んなっ」


  　色葉が頭を振り、伊吹の手に噛かみ付こうと口を開く。


  「おっと、危ねえ」


  　すんでのところで噛み付きをかわし、伊吹は「きししっ」と楽しそうに笑った。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　鏡の世界にいる千ち鳥どりからの連絡を受け、兼かね亮すけは携帯電話を手にきいろの部屋へ入った。ピンクのカーペットの敷かれた、リビングほどもある大きな洋室。左手にはキングサイズのベッドがあり、右手には巨大な壁掛けの液晶テレビがある。そしてそのテレビ画面から、尻しりが突き出していた。


  「……何ですかこれ」


  『萩はぎ原わらきいろよ。捕まえたの』


  　確かにその尻しりは、夕ゆう陽ひヶが丘おか高校のスカートを着用している。スカートの裾すそを残された右腕で懸命に押さえながら、内うち股またの白い太ももを無防備に晒さらしていた。


  「……悲惨ですね」


  『今、きいろから聞き出して絵本を手に入れるから。月つき夜よはいる？』


  「ああ。いますよ」


  　兼かね亮すけは部屋のドアを振り返る。月夜は静かに部屋へ入ってくるところだった。


  『……あたしが絵本を取り返したら、その……。許してくれるかな』


  「何を？」


  『何をって、決まってるでしょ！　……あたしが、情報を漏もらしたこと』


  　ドアを閉めた月夜は兼亮がこちらを見ていることに気付き、そっと視線を逸そらす。不用意に人の心を読んでしまわないための、彼女らしい仕草だ。


  「……大丈夫ですよ。きっと」


  　帯おび刀なた月夜が、簡単に仲間を見限るような人物には見えない。心を読めるという呪のろいは、ときによい方向へだって働くだろう。兼亮はそう信じている。人の企たくらみを読み取るように、彼女はきっと、人の良心だって読み取ってしまう。


  「何、あれ」


  　月夜が視線を向けたのは、テレビから突き出た尻だった。


  「……あれから思考は読み取れないんですか？」


  「おしりが何を考えてるかなんてわからないよ」


  「……そうですか」


  　部屋の入り口から、伊い吹ぶきが顔を覗のぞかせる。


  「なあ、ガムテープとかある？　あいつ噛かみ付こうとするから口塞ふさいどかなきゃ危なっかしくて──ておい！　テレビから尻が生えてるぞ！」


  　喧やかましいのが来た。兼亮は嘆息し、嫌いや々いや答えた。


  「ああ、尻だ。萩はぎ原わらきいろの」


  「マジかよ、えっろ！　触ってもいい？」


  「いやダメだろ」


  「ちょっとだぜ？　ちょっとつつくだけでもダメ？」


  「普通にダメだろ！　ねえ、帯刀さん！　ダメですよね？　ちょっともダメですよね？」


  　尻を指先で突き刺そうとする伊吹を、兼亮は必死に抑える。


  　月夜はベッドへ座り、眠たそうに一度、瞬まばたきをした。


  



  「きゃあっ！　千ち鳥どりさん大変です！　おしりを、何者かがきいろのおしりをつついてますっ」


  「絵本の場所を教えてくれなきゃ、もっと酷ひどいことされるわよ。エロいよー？　あの二人。特に眼鏡めがねの方なんて、最悪。ああいうのが一番エロいから」


  　キャビネット上のデジタル時計をきいろの前まで持ってきて、千ち鳥どりは言った。


  「そんなことより時間、もう半分を過ぎたわ。四二分までよ」


  「……うううぅああ。いじわる……。数字反転してて読めないんですけど！」


  　きいろはとうとう泣き出してしまう。


  　千鳥は片手にスマートフォンと電波受信用のコンパクトミラーを持って、その様子を眺めた。


  　鏡の中の世界では、現実世界の人間を映してデッサン人形が行動している。千鳥が鏡の中で部屋に鍵かぎをかけていなければ、兼かね亮すけや伊い吹ぶきを模したデッサン人形が、現実世界を映してなだれ込んできていただろう。


  　きいろはデジタル時計を確認した。四時三六分。きいろの命はもう、あと六分ほどしかない。


  「わ……わかりました！　言います。隠し場所」


  「急いだ方がいいよ。絵本の場所を確認したら、出してあげる」


  「……クローゼットの奥、タンスの引き出しの上から三番目です」


  　きいろは瞳を潤うるませ、悔しそうに言った。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　吊された小こ雨さめの瞳に、世界は逆さまに映る。


  　柱に体を預け座り込む一いち郎ろうは、明らかに息が荒くなっている。だがまだ敵の前だからなのか、その顔には柔らかな笑みを貼はり付けたままだ。


  「……おまえも必死だってことはわかったぜ。けどな、こっちだって必死なんだ」


  　リンゴを頬ほお張ばるその姿を逆さに見ながら、小雨は能力を使用する。下に垂れていた長い髪やスカーフがふわりと舞い、小雨は天井へ爪つま先さきを付けた。


  　スカートを抑えることから解放された手がポケットから取り出したのは、一枚の貸出カードだった。


  「……カード？」


  「『白雪姫』の貸出カードだよ」


  　エレベーターの前で千鳥から『白雪姫』を預かった時に、小雨が念のため、抜いておいたものだった。貸出カードには、生い駒こま千鳥の名前が書かれてある。


  「……なあ、ワーストエンド・シリーズの悪役ヴイランズはこのカードによって抑えられてんだよなあ？　一週間ごとにカードに名前を書き足して、その効果を延長させんだよな。じゃあよ、そのカードが破れちまったらどうなるんだ。悪役を抑えていたカードが破れちまったら、なあ？」


  「……」


  「……鎖を外してもらおう。こっちは本気だぜ」


  　小こ雨さめはカードに歯を立ててみせる。


  　貸出カードを出すのは最終手段だった。卑ひ怯きようであることは間違いない。だがそれだけに、交渉材料としては大きな力を発揮するはず。小雨のその考え通りに、一いち郎ろうはあっさりと承諾した。


  「いいだろう。ただし条件がある」


  　しかし、提示された条件は、意外なものだった。


  「カードを破れ」


  「……は？」


  　立ち上がった一郎は天井に立つ小雨を見上げ、笑った。むしろその瞳は、好奇に持って輝いていた。


  「取り憑つかれた多くの人を見ておきたい。これは好機だ。〝いじわる王妃〟は、読み手にどんな影響を及ぼすんだ……？　興味があるな」


  「……裏切るのかよ」


  「裏切る？　違うな。カードを破るのは僕じゃない。あなただ」


  「……」


  　こいつは異常だ。小雨は目の前に歩いて来る一郎を睨にらみ付ける。好奇心を満たすためなら、仲間の生死も厭いとわないのか。


  「僕は止めようとするが間に合わない。『やめろ、カードを返せ。それは生い駒こま千ち鳥どりの、大事なものなんだ』あなたはそれを無視し、無情にもカードを引き裂く──」


  　一郎の囁ささやきが耳じ朶だに触れた。


  「──どうした。早く破ってしまえ」


  　小雨はカードを、噛かみ千切った。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　異変は、千鳥がクローゼットに向かおうと踵きびすを返したその時に起きた。


  　ざわざわと怖おぞ気けが全身を走り、体が硬直する。


  「あ……」


  　千鳥はそれを、感覚として捉とらえた。鼻び腔こうをくすぐる甘い香り。耳に触る衣きぬ擦ずれ音。


  　──来る。


  　千鳥に別の匂においを感じたスノーホワイトが、反射的に肩を飛び降り距離を取った。全身の毛を逆立て、威い嚇かくする。


  　膝ひざを折り、カーペットに崩れ落ちた千鳥を目の当たりにして、きいろが叫んだ。


  「ちょっ、千鳥さん!?　どうしたんですか？」


  「あ……うあ……」


  　激しい悪寒に体が震ふるえた。汗が噴き出し、意識が薄く白んでゆく。体がウイルスの猛攻に抵抗して風か邪ぜの症状を引き起こすように、千ち鳥どりは自身を襲う〝何者か〟に抵抗していた。


  　頬ほおは赤く染まり、呼吸に合わせて白い息が口先に滲にじむ。


  　酷ひどく、寒かった。


  　まるで雪の中に立っているかのように、凍こごえた。あまりの寒さに両腕を抱き締め摩さする。


  　身体的な痛みはない。だが、耐えがたい、自分への嫌悪がある。


  「くぅぅぅぅぅぅぅううううああっ……」


  　千鳥は頭に爪を立て、容赦なく掻かきむしった。


  　その手の中にあるスマートフォンを通して、兼かね亮すけは千鳥に起きた異常に気付いた。


  『……生い駒こまさん？』


  



  「どうした？」


  　伊い吹ぶきが兼亮の持つ携帯電話に耳を寄せた。電話のスピーカーから、千鳥の唸うなり声が聞こえる。


  「……様子が変だ。帯おび刀なたさん、生駒さんの様子が」


  　その直後、兼亮は耳元に、〝王妃〟という言葉を聞いた。


  「……王妃が、現れたって……」


  　弾かれたようにベッドから月つき夜よは立ち上がり、兼亮に問う。


  「『白雪姫』は？」


  　兼亮はショルダーバッグから、回収した『白雪姫』を取り出し、月夜に渡した。それを勢いよく捲めくる月夜の表情が曇る。ページの最後まで目を通した月夜は再び最初のページまで戻って言った。


  「……〝いじわる王妃〟がいない」


  「そんなことまでわかるんですか」


  「貸出カードもない」


  　月夜の持つ『白雪姫』の奥付には確かに、カードを入れる袋だけでカード自体はなかった。


  『いいいいっ……』


  　歯を噛かみ合わせて何かに耐えているような、そんな千鳥の唸り声に兼亮は顔を顰しかめる。その向こうに、きいろの千鳥を呼ぶ声が聞こえる。


  　緊張に場が硬直する。


  「……取り憑つかれてるのか……？　なんでこのタイミングで」


  「カードが破かれたのかもしれない」


  「え、どうすんだ、それ」


  　伊吹の言葉に、月夜は口を噤つぐむ。唇くちびるに人差し指を添える月夜は相変わらず無表情だが、目が泳いでいる。兼亮が、こんなにも狼ろう狽ばいした月夜を見るのは初めてだった。


  「生い駒こまさん！　聞こえますか」


  　未いまだ呻うめき声を上げる生駒に、兼かね亮すけは声を掛ける。


  「取り敢あえず、こっちに戻ってきてください！」


  　直後に、電話の向こうで、ゴツゴツと何かを叩たたく音がした。それからきいろの叫び声。


  『──何!?　何の音？』


  「……音？」


  　テレビから突き出たきいろの下半身は、じたばたと足をばたつかせている。


  『──千ち鳥どりさん！　窓！　窓の外に何かいるよ!?』


  「窓の……外」


  　呟つぶやいて思い出す。鏡の中は、日が沈むまでしかいられない。日が沈むと怪物が現れ、生身の人間を食べてしまうからだ。キャビネットに置かれたデジタル時計へ目をやる。


  　四時三九分──。日が沈むには、まだ早い時間帯のはず。


  　駆けだした兼亮は、閉じられたカーテンを開き、青ざめた。


  「最悪だ……」


  　雲に覆おおわれた空からは、いつの間にか雨が降り出している。


  　日は沈み、とうに夜は、訪れていた。


  



  　ガラスを割って侵入してきたのは、二メートルほどもある巨大な鳥だった。紫色の羽毛に色鮮やかなクチバシ。だがその顔に、目玉はない。


  　ガラスを破った一羽目を筆頭に、二羽、三羽と巨大な目のない巨鳥が部屋へ侵入してくる。


  「クエェエエエッ」


  　歪いびつな鳴き声に、千鳥は青くなる。鏡の中の怪物は人間を食べる。早くこの世界を出なければ、鳥の餌えさとなってしまう。


  　朦もう朧ろうとした意識のまま千鳥は体を引き摺ずり這はって、壁掛けの液晶テレビへ向かう。右手にはまだ、コンパクトミラーとスマートフォンを握っている。スマホからはひっきりなしに、兼亮の叫び声が聞こえていた。


  『生駒さん！　無事ですか？　戻って来られますか!?』


  「何なんですか何なんですかこいつらああ！」


  　テレビから上半身だけを突き出したきいろは、涙を浮かべて叫ぶ。きいろの周りには、巨鳥が群がっていた。必死に首を伸ばし、噛かみ付くように抵抗している。


  「うがああっ！　がうっ！　オンドリのお面持ってくればよかったああ。てかきいろの命あと何分ですかああ!?」


  　目の前でデジタル時計が巨鳥に踏みつぶされ、きいろは絶叫した。


  「……落ちっ、落ち着いて、きいろ」


  　寒さに歯がガチガチと鳴った。


  　最も早はや絵本どころではない。早くあの子を連れてこの世界から出なければ。千ち鳥どりはうずくまりながら、気丈にもきいろへと叫んだ。


  「嘘うそ、よ！　鏡の入り口に、時間制限なんてない。……あんたに絵本の、在りかを白状させるための嘘。あたしに人を殺す勇気なんてないわよ」


  「嘘!?　じゃきいろ、真っ二つにはならない？」


  「ならない、けど……」


  　早く戻らなければ上半身だけ、鳥に食べられてしまう。


  「ス……スノー！　どこ？　戻って！」


  　目が回る。ぐにゃりと歪ゆがんだ視界の中、千鳥は真っ白なフェレットに向かって叫ぶ。


  「スノー、戻って！　帰るよ、早く」


  　だがスノーホワイトは、千鳥に感じる〝いじわる王妃〟の気配に怯おびえて後あと退ずさった。千鳥を覗うかがうその表情には、不安の色が見える。


  　千鳥に、余裕はない。


  「スノー！」


  　千鳥が声を荒らげれば荒らげるほどに、スノーホワイトは千鳥から距離を取った。


  「言うことを聞きなさいっ！」


  　思わず口を突いた大音声に、スノーホワイトは体をびくつかせた。きいろも、きいろに群がる巨鳥も、千鳥の方へクチバシを向ける。


  　乱れた自身の荒い息に、千鳥は我に返った。あれほどの大きな声が出たことに、自分でも驚く。


  　──そう。それでいいわ。


  　千鳥の脳裏に、母親と似た、女性の声が聞こえる。甘すぎる香水の匂におい。重厚なドレスの衣きぬ擦ずれ音。スノーホワイトが弾かれたように頭を上げる。


  　千鳥は現れた〝いじわる王妃〟の存在を無視し、スノーホワイトへ声を掛ける。


  「……スノー。ごめん。驚かせたね」


  　スノーホワイトを安心させるため、笑顔を作った。


  「……あたしは王妃になんか負けない。大丈夫よ、スノー。あたしが守ってあげるから」


  　カーペットにうずくまりながら、千鳥はその手をスノーホワイトへ伸ばした。スノーホワイトは恐る恐るその指先へ鼻を近づける。


  　──立ちなさい、千鳥。床を這はうなんてみっともない。あなたは王妃よ。


  「……うるさい、黙れ」


  　──あなたは誰よりも強くなければ。あなたは誰よりも一番でなければ。そうじゃないあなたに、一体何の価値があるというの？


  「……黙れ、黙れっ。あっちへ行けっ！」


  　千ち鳥どりの頭上に影がかかる。はっと見上げた先、カーペットを這はう千鳥の前に現れたのは、目のない巨鳥。千鳥を見下ろし、ゆっくりと首を傾かしげた。


  「……！」


  「きゃあうっ」


  　それは小さな鳴き声だった。スノーホワイトの鳴き声を、千鳥は初めて聞いた。


  「きゃあうっ、きゃあうっ！」


  　千鳥を拒絶していたスノーホワイトは、千鳥の前に立って巨鳥を見上げ吠ほえている。


  　千鳥を守るように、千鳥を庇かばうように。だがその体格差はあまりにも大きい。最悪を予感して、千鳥の顔から血の気が引く。


  「ダメ……！　スノー！　戻って、お願い」


  　──千鳥、あなたは強くなきゃいけないわ。強くなきゃならないの。


  「黙れっ！　黙れえっ」


  　ゆらり頭を垂れた巨鳥が、クチバシを伸ばしたのは一瞬のこと。真っ赤なクチバシは、真っ白なスノーホワイトの胴をついばみ、持ち上げた。


  「ダメっ！　嫌いや、嫌。お願い、やめて──」


  　──そうじゃなきゃ、幸せになんて、なれないのよ。


  　脳裏に響く王妃の声が、やけに大きく聞こえた。


  　腕を伸ばした生い駒こまの目の前で、無情にも天井へ向けられた赤いクチバシが開いた。その直後に、スノーホワイトの鳴き声は巨鳥の体内へと、掻かき消えた。


  　──〝絶対に〟、ね。


  「いやあああああっ！」


  



  　その悲痛な叫びは、電話を通して兼かね亮すけの耳元にも届いた。


  「生駒さん！　どうしました？　生駒さん!?」


  「くそっ！　何かできることはないのか。じっと聞いてるしかないのか？　助けには行けねえのかよ!?　月つき夜よさん！」


  　伊い吹ぶきはもどかしそうに拳こぶしと手の平を叩たたき合わせた。瞬間的に炎が吹き上がる。


  「……鏡の中へは〝いじわる王妃〟の能力でしか入ることができない。千鳥が中にいる今、私たちが中に入ることはできない」


  「生駒さん！　何とか戻ってきてください。早くっ！」


  『……ダ……メ』


  　兼亮の耳に声が触れる。それは千鳥のものとは思えないほどに、掠かすれていた。


  『……スノーが、食べられた……。助けなきゃ』


  「た……助けって……。無理でしょ、生い駒こまさん。相手は怪物でしょ!?　そうでなくてもあんた取り憑つかれ始めてる。助けるなんて絶対に──！」


  『あたしはスノーのお母さんよ！　あの子を見捨てることなんてできない。〝無理〟でもやるの。〝絶対〟助けるのよ。あたしは強いんだから。あたしはひとりでも、戦えるんだから……！』


  「生駒さん……！」


  　取り憑く王妃と、千ち鳥どりは戦っている。


  　それが千鳥を縛っている。戦っているが故ゆえに、千鳥はスノーホワイトを見捨てたりはしないだろう。その決意を知っている兼かね亮すけが、スノーホワイトを諦あきらめて戻れなんて言えるだろうか。


  「くっ……」


  　千鳥を助けたい。だが力が、及ばない。


  「……またかよ。また俺は、ただ名前を呼ぶしかできないのか」


  　帯おび刀なた月つき夜よを守ることができず、生駒千鳥を助けることさえできない。辛つらくなったら言ってほしいと、助けさせてほしいと言ったのに。


  「……何もできない。じゃあ俺は何のために絵本を持ってるんだ……！」


  　絵本を手にしながら、人ひとり守れない。みっともないが長所だなんて嘘うそだ。自分はこの弱さを、決して肯定はできない。


  　自分にできる最大のことを探す。


  「俺には、変身することしか──」


  　変身しかできない自分にできることは。


  　真ま似ねることしかできない自分にできることは。


  「……いや、変身ができる。真似ることができる……」


  　能力は使い方次第。〝誰かに変身する能力〟は、見たもの、聞いたもの、触れたものを真似る。兼亮はすでに三度、鏡の世界へ入っている。気絶している時も含めれば四度だ。感覚は知っている。方法も知っている。


  「なら俺にも、できるはずだろ……〝嘘つきオオカミライアー・フアング〟……！」


  　呟つぶやいて兼亮は目を閉じた。千鳥の全身像を想像する。その人生を、その想いを想像する。


  　大好きだった母親の裏切りを憎み、母親の言葉を信じた自分の弱さを憎み、強くあろうとしている千鳥を。〝可愛かわいくない〟自分を、好きになろうとしている千鳥を。


  　丁てい寧ねいに、ゆっくりと。時間を掛けて兼亮は象かたどってゆく。


  　指先に触れた感覚を、心に触れた感情を思い出す。千鳥の体の傷を、心の傷を真似してゆく。


  　そして想像の中で、千鳥の皮を剥はいだ。剥いだ皮を、被かぶっていった。


  　変身は一日に三度まで。一度に一一分一一秒まで。その最後の一回を、ここで使う。


  「おお……」


  　隣に立つ伊い吹ぶきが声を上げた。


  　兼かね亮すけの顔が、体が、身に纏まとう衣装が、千ち鳥どりのそれになってゆく。


  　鏡の中へは、〝いじわる王妃〟に魅せられた生い駒こま千鳥でしか入れない。なら千鳥に変身すればいい。千鳥の借りた能力を、真ま似ねすればいい。


  　生駒千鳥の形となった兼亮は、携帯電話を耳に当てた。


  



  『──生駒さん』


  　朦もう朧ろうとした意識の中、千鳥の視界は白んでしまった。深雪の中ひとりぽつんと立っているかのように、ただただ、寒かった。


  　強くならなきゃ。無意識のうちに、意識する。強く、強く。いつの頃からか、そう願うことが癖となってしまっていた。強くならなきゃ。自分を好きになるために。自分を嫌いにならないために。


  　だが強くあろうとすればするほど、ひとりになってゆく。泣くものかと歯を食いしばれば雪の中にひとり。見渡したところで誰もいない。冷たかった。そして、寂しかった。


  　するとまた、そんな自分が嫌いになってゆく──。


  　俯うつむく千鳥が聞いたのは、自分自身の声だった。


  『生駒さん──確かに俺はあなたではないから、あなたの苦しみや葛かつ藤とうは、想像することしかできない。頑張れなんて、無理するななんて簡単には言えない──』


  　スマホを耳に当てた千鳥の眼前に、赤いクチバシが大きく開く。


  　千鳥の視界に、口内の赤黒さが広がってゆく。


  『──でも俺は生駒さんが、戦ってることを知ったんだ。母親を越えようと頑張ってる。強くありたいと願ってる。あなたは、弱い自分が嫌いだと言った、けど──。俺はそんな、必死に生きてる生駒さんが好きですよ』


  「きゃあっ！」


  　きいろの悲鳴に、赤いクチバシの巨鳥はテレビの方向を向いた。液晶画面に拘こう束そくされていたはずのきいろが、頭からこちら側へ転落する。きいろの周りに群がっていた巨鳥が一歩下がり、それから再びきいろへクチバシを向ける。


  　直後に、テレビ画面から炎が吹き上がった。


  『──だからどうか、誰にも頼らないなんて言わないでほしい。俺たちは──』


  　液晶テレビから飛び出した伊い吹ぶきは、炎を纏って巨鳥を蹴け散ちらした。


  『「──あんたの泣き顔を、見たくはないんだ」』


  　次いで月つき夜よの手を引いた千鳥が──千鳥に変身した兼亮が、携帯電話を手に飛び込んでくる。


  「……兼亮」


  　千鳥は震ふるえる唇くちびるを噛かみしめる。


  　兼亮は千鳥の姿形のまま、いじわるに笑った。


  



  「っしゃあああああっ！」


  　カーペットの上に着地した伊い吹ぶきは、水を得た魚のように雄お叫たけびを上げる。


  「俺たちは生い駒こまさんを連れ戻す。それまで怪物たちを引きつけておいてくれ」


  　兼かね亮すけは千ち鳥どりに変身したまま倒れたきいろを抱き起こして、伊吹に言った。


  「え。俺ひとりで？」


  「当たり前だ。言っておくが俺は弱すぎて一切戦えないぞ！　できるか？　ウサギ」


  　ざっと見ただけでも、きいろに群がっていた巨鳥が三羽。千鳥の前に一羽。バルコニーに一羽の巨鳥がいる。伊吹は一通り部屋を見回したあと、「きししっ」と歯を覗のぞかせる。


  「ちょろいぜ、オオカミ」


  「……音」


  　同じく部屋を見回していた月つき夜よが、兼亮の隣で呟つぶやいた。


  「目がないからだと思う。音に反応するみたい」


  　言って手の平をパンと叩たたいた。すると巨鳥たちは、一斉に月夜へとクチバシを向けた。


  「おおっ……」


  「散々騒げ。この世界は燃やし放題だ」


  「任せろっ！」


  　吐いては消える白い息のように、伊吹の口元には炎が滲にじむ。声が、燃えているのだ。


  　部屋の中央へジャンプした伊吹は、その着地音で炎を発生させた。ピンクのカーペットが燃え上がる。伊吹の裸足はだしというスタイルは、自らの履き物を焦こがさないため。音を燃やす。その能力は、自身の足音をも燃やしてしまう。


  　伊吹が駆けると、その音を追ってカーペット上に炎が吹き出す。また巨鳥たちも音に反応し、伊吹を追いかけた。


  　月夜はその隙すきに、千鳥の元へ駆けていった。


  　兼亮はきいろの体を支え抱き起こす。


  「立てるか？」


  「え？　え？　何で千鳥さんが二人いるの？」


  「俺は笠かさ木ぎだよ。生駒さんに変身して、〝鏡の中に入る能力〟を真ま似ねたんだ。きいろさんは危ないから、先に現実世界へ──」


  「……どうやってあの人を、連れ戻すの？」


  「……？」


  「生駒さんを連れ戻しにきたんでしょ？　どうやって？　千鳥さんは帰らないよ。フェレットが食べられちゃったから」


  　きいろは大きな目を見開いて兼亮を見上げる。今までにない真剣な眼まな差ざしに、兼亮は戸惑う。


  「……鳥を、倒して、おなかの中から……とか」


  「倒せるの？」


  　確かに、自分で言ってても現実味がない。第一倒したとして、飲み込まれたフェレットが生きているとは限らない。


  「ダメなら無理やりにでも、連れて帰──」


  「ダメだよ！　千ち鳥どりさんは帰らない。ここで無理やり連れて帰っても、千鳥さんの心は砕けたままだよ」


  「けど、ここに残るよりは」


  「きいろが産む」


  「は？」


  「あの人がどうしたいのか。もう一度、産んであげる。その代わり、条件がある」


  　きいろは千鳥の方へ視線を滑らせる。つられて兼かね亮すけも千鳥を見た。月つき夜よに支えられ、千鳥は上半身を起こしている。


  「思考を読まれるのは嫌いや。帯おび刀なたさんの目を、隠してほしいの」


  



  「っしゃあああああぁぁあいっ！」


  　伊い吹ぶきは叫ぶ。その声は炎となって巨鳥を覆おおう。


  「クワァアアアッツ」


  　炎を纏まとった巨鳥は羽を散らし、壁へと激突する。


  　伊吹の戦闘によって、炎は部屋中に広がり始めていた。


  　兼亮は月夜の肩に手を添えていた。月夜の頭は、きいろから渡されたストールで覆われている。


  「……すみません」


  「いい。彼女の気持ちもわかる。私たちは敵同士だから」


  　きいろの提示した条件によって、月夜の視界は塞ふさがれていた。


  　きいろは千鳥の前に座り、目を伏せた彼女の、その手を握っている。


  「千鳥さん。聞こえますか。きいろがもう一度、千鳥さんの望みを産みます」


  「……ん」


  　取り憑つかれ始めている千鳥は俯うつむいたまま、痛みに耐えるように唸うなり声を上げる。


  　きいろは千鳥の手に、ペンを握らせた。付ふ箋せんを差し出し、その上にペンを誘導する。


  「望みを書いて、千鳥さん。あなたが今、最も欲しいものは何？」


  「……」


  　震ふるえる右腕を左手で押さえながら、千鳥は付箋へペンを動かした。


  　部屋の壁紙が焦こげ、ベッドに炎が飛び火する。天井には濛もう々もうと煙が集まり始めている。もう時間はあまりない。


  「急いでくれ、きいろさん。部屋が持たない」


  　付ふ箋せんを手の中に戻したきいろは、その文字に視線を落として声をわななかせた。


  「そんな……こんなの、産めるわけ──」


  「……？　どうした、生い駒こまさんは書いたのか？　ちゃんと、フェレットって──」


  　兼かね亮すけの言葉を無視し、きいろは付箋を千切って口に含んだ。意を決したように目を瞑つむり、飲み込む。大きく息を吐いたあとすぐに顔を赤らめ、体を震ふるわせた。


  　兼亮が消しゴムを産んでもらった時と同じように、スカートの中に手を入れ、悶もだえ始める。


  　取り出したのは一見普通の卵だ。きいろはそれをハンカチで丁てい寧ねいに拭ふき、手の平に打ち付けて叩たたき割った。


  「……何だ私……産めるんじゃん……」


  　兼亮は、俯うつむくきいろの手元を覗のぞき込んで尋ねた。


  「フェレットを産んだんじゃないのか……？」


  「……違うよ、兼亮くん。千ち鳥どりさんは、フェレットを望んだわけじゃない」


  　立ち上がったきいろは、呟つぶやくようにそっと答える。


  「……私が初めてこの人に接触した時、望みのものを訊きいた時。この人は、ね。〝フェレット〟って、書いたんじゃない。〝家族〟って、書いたんだよ」


  「……家族」


  「そして今は、カード。その家族を守るためにこの人は、〝かしだしカード〟って、書いたんだ」


  



  　避けても避けてもクチバシが伸びてくる。伊い吹ぶきはとうとう腕を取られ、天井へ叩きつけられた。歯を食いしばり、ぶれた視界の中で巨鳥の額ひたいへ拳こぶしを降らせる。額から炎を吹き上げ、巨鳥は足元から崩れ落ちる。


  　クチバシから解放され、カーペットに転がった伊吹は前回り受け身の要領ですぐに立ち上がった。垂れた鼻血を体育着で拭う。


  　伊吹を囲むように、三羽の目の無い巨鳥。その向こうに倒れているのが一羽。背中には、今倒したのが一羽。


  「へっへっへ！　あと三匹！　弱っちいな、鳥ぃ。全員焼き鳥にょ──っ!?」


  　瞬間、背後から足首を咥くわえられ、再び天井へ叩き付けられた。今しがた倒したはずの巨鳥が、早くも復活したのだ。


  「くっ──。あと、四匹！　いいぜいいぜっ！　そう来なくっちゃあ面白──」


  　ぶれる視界の中、三羽の向こうで倒れていた巨鳥が起き上がるのが視界に入り、伊吹は数えるのをやめた。


  「まだかオオカミ！　俺、もう、ちょっと挫くじけそうだぞっ」


  



  　兼かね亮すけがきいろを壁掛けテレビへと連れていっている間、月つき夜よは千ち鳥どりの前に座っていた。千鳥にペンを持たせ、今度は月夜が、貸出カードに名前を書かせる番だ。


  　まだ意識は奪われていない。千鳥は戦っている。


  　千鳥の前に『白雪姫』を開いて、その上に、卵を割って取り出した貸出カードを置いた。


  「名前を書いて」


  　月夜の声に、しかし千鳥は応えない。その頭にもやもやと浮かぶ文字を、月夜は見つめる。


  　王妃と千鳥の思考が混ざり合い、湧わき上がる文字は混こん沌とんとしていた。母親への憎悪、娘への嫉しつ妬と、それから、スノーホワイト。


  「生い駒こま千鳥」


  　月夜が名前を呼ぶと、それらの言葉は霧散し、代わりに謝罪の言葉が千鳥の思考を埋うめる。


  　顔を上げた千鳥を、蒼あおい瞳が見つめている。


  「……月夜」


  　千鳥の震ふるえる唇くちびるが、僅わずかに動く。


  「月夜、ごめ──」


  「いい」


  　千鳥の言葉を遮さえぎって、月夜はその手に、ペンを握らせる。


  「千鳥が情報を流したのは、スノーホワイトを守るため。母親や、〝いじわる王妃〟のようにならないため。千鳥は戦っているんでしょ。そんな千鳥の選択を、私は責めないよ」


  「……」


  　目を伏せた月夜は、『白雪姫』のページを捲めくる。王冠を両手にした王妃が、鏡に映る自分に恐る恐る尋ねるシーン。


  　──鏡よ、鏡。この国で一番美しいのは──……？


  「『白雪姫』で、王妃は鏡の中の声を聞いた。それは彼女自身の心の言葉。『白雪姫が一番美しい』そう答えた自身の言葉さえ認めず、王妃であることの誇りを優先した」


  「……ん」


  　月夜はページを捲る。自分の価値を守るため、猟師に我が子の心臓を取ってこいと命令するシーン。


  　──これが許せて？　白雪姫！　生まれ持った美び貌ぼうで私の権力を脅かすなど。その美貌は、私が望んだものよ。その名は、私が与えたもの。おまえの一番など、私は決して認めない──！


  「千鳥は、その強さに惹ひかれたんだね。〝自己嫌悪〟を押し殺し、自分を突き通す力強さに。千鳥は、母親に負けないため、強くならなくてはいけなかった。母親の作った〝可愛かわいくない自分〟を否定するため、〝可愛い自分〟にならなくてはいけなかった」


  「……ん、でも」


  　スノーホワイトという家族を得た今ならわかる。


  　千ち鳥どりは絵本の最初のページを捲めくる。赤子を抱き、微ほほ笑えむ王妃の描かれたページ。


  　──子供が欲しい。白い雪のような肌、赤い血のような唇くちびる。そして黒こく檀たんのような髪を持つ美しい子が。


  　愛する我わが子へ向ける眼まな差ざしは、千鳥がかつて大好きだった母親のそれと似ていた。


  「……今なら、わかるよ……。この人は、弱かった」


  　愛して止やまないはずの我が子が、幸せの妨げになってしまうような王妃。自分の娘を否定することでしか、自分の価値を守ることのできない母親。


  　彼女たちは、弱かった。


  　ページを捲った先に、毒リンゴを持つ王妃が描かれている。かつては国一番の美しさを誇っていた王妃が、醜い老ろう婆ばに姿を変えてまで、何を守りたかったのか。


  　千鳥の脳裏には、王妃の声が響き続けている。


  　──幸せになるためよ。自分を、好きであり続けるためよ。


  「……あなたはそれで、幸せだったの？」


  　千鳥は次いでページを捲る。鏡の前で、白雪姫の死を、自分が一番であることを確認しているシーン。


  　──邪魔な者は誰だって倒す。たとえそれがかつて愛した娘でも。だって私は王妃なのよ？　私は誰にも負けない強さを持っているもの！


  「そうね、でも……あたしはもう、あなたに憧れない──」


  　千鳥の捲った最後のページには、雪降る中庭で両手を広げ、勝利を喜ぶ王妃の姿が描かれている。たったひとりで、子供のようにはしゃぎ回る姿が。


  「──だってあなたは、ひとりぼっちじゃない……！」


  　奥付のページに戻ってきた千鳥は、新しい貸出カードにペン先を置いた。


  「あたしは、あなたのようにはならない。あなたの上を行く。スノーホワイトを守って、その上で幸せになる……！　今度は、あたしがあんたに惹ひかれるんじゃない。あんたがあたしに惹かれて、能力を献上するのよ！」


  　震ふるえる指先で名前を書く。名前は瞬間的に光を放ち、すぐに文字へと吸い込まれてゆく。


  　千鳥は一度、深呼吸をした。


  　寒さが、冷たさが引いてゆく。千鳥の体に、熱が戻り始める。


  　月つき夜よがすぐ目の前でこちらを見つめていた。蒼あおい瞳が無感情に、千鳥を捕らえている。普段なら「読まれてる」と怯ひるむところだ。しかし今はその瞳が、愛いとおしかった。


  　千鳥は月夜に抱き付いた。


  「う……！」


  　月つき夜よは驚いたのか、唇くちびるを尖とがらせて固まる。しかし抵抗しようとはしない。


  「ありがと、月夜」


  「……私は、私ができることをしただけだよ」


  「ならあたしは、あたしのできることをするわ。王妃を、ママを、越えてみせる」


  　千ち鳥どりは立ち上がると、炎上する部屋を見渡し、大きく息を吸った。そして巨鳥たちへ向かって、声を張る。


  「かしずけっ！」


  　その大音声に巨鳥たちは反応して固まり、千鳥にクチバシを向ける。


  「……へへ。やっと復活したか」


  　巨鳥たちに囲まれていた伊い吹ぶきは、止まらない鼻血で体育着を赤く染めながら笑った。


  　きいろを現実世界へ送り出した兼かね亮すけも、千鳥の声を聞いた。


  　千鳥へと向けられたクチバシは青、緑、紫など色取り取りのもの。しかし千鳥の目に映るのはただ一羽。スノーホワイトを飲み込んだ、赤いクチバシの巨鳥。


  「……返してもらうわ。大切な家族なのよ」


  　千鳥は側そばのベッドからシーツを引き抜いた。焦こげ跡の残るそれを右腕に纏まとい、駆ける。


  「何をする気だ……生い駒こまさん、無茶だ！」


  　兼亮は叫んだが、伊吹は千鳥を、援護した。千鳥に飛び掛かろうとした青色クチバシの巨鳥を蹴けり飛ばす。
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  　直後に、駆ける千ち鳥どりの声を聞いた。


  「笹ささ森もり！　燃やしてっ！」


  　掲げられた右腕を見て、伊い吹ぶきはすぐにその意図に気付いた。


  　──右腕を燃やせ。


  　千鳥はそう言っている。伊吹は笑った。


  　他の者なら躊ちゆう躇ちよするところだろうが、伊吹は違う。彼女の身よりも、安全よりも、彼女の意志を尊重する。大きく息を吸い込んだ伊吹は、咆ほう哮こうを上げる。


  「いっけええええっ！」


  　伊吹の声は熱を持つ。その口元から千鳥の右腕にかけて、瞬間的に炎が吹き上がる。


  　炎は、千鳥の右腕を大きく炎上させた。


  「い、生い駒こまさん！　腕がっ！」


  　変身している兼かね亮すけの声は、千鳥の声。


  　千鳥は笑う。なんて弱々しい声だろう。あれが私の声。自身を優先させ、自身の価値を高めようと、王妃に惹ひかれてしまった弱い自分。


  　今は違う。守るべき者を持った今、自分は、こんなにも強い。


  　千鳥は巨鳥へと燃えたシーツを振りかぶった。赤いクチバシが、千鳥を飲み込まんと大きく開く。赤黒い口内。垂れた舌。その喉のどの奥に、スノーホワイトはいる。


  「──くれてやるわよ、腕のひとつくらい」


  　千鳥はその燃え上がる右腕を、巨鳥の喉奥へ突き刺した。


  「グゥウウウウッ！」


  　千鳥の右腕全体を挟むようにクチバシを閉じた巨鳥は、頭を振り回す。喉奥に突っ込まれた右腕は外れない。千鳥の体は巨鳥の頭に振られて舞う。


  「吐っ……き、だせ、このバカ」


  　羽を広げ、苦しみ悶もだえる巨鳥は窓の外へ向かった。


  「おい、逃げるぞっ！」


  　伊吹は駆けるが間に合わない。月つき夜よの側そばを走り抜け、兼亮の腕をすり抜けて、巨鳥は千鳥を咥くわえたまま逃げるようにバルコニーへ走った。


  　その時、喉の奥に刺さった千鳥の腕が抜けた。千鳥がカーペットの上へ振り落とされる。


  「……あっ、つ──」


  　しかし千鳥は、倒れなかった。カーペットを蹴り上げ、バルコニーへ踏み込んで、羽を広げた巨鳥の背中へ飛び掛かった。


  「──逃っ、がさないんだから、〝絶対に〟──！」


  「生駒さんっ！」


  　千ち鳥どりが飛び出したそこは、バルコニーの欄干の外。頬ほおに冷たい風が触れる。


  　眼下には常緑樹の並ぶ遊歩道。頭上に広がる雨雲からは、小粒の雨が降り注ぐ。遊歩道の向こうには、町の明かりを映して、双そう頭ず川がわの水面が煌きらめいていた。


  　千鳥は巨鳥の背中へしがみついた。巨鳥はバランスを崩し、羽をばたつかせて傾いた。


  「クワアァアアアッ！」


  　その歪いびつな鳴き声が、デッサン人形の往来する鏡の世界の夜空に響く。


  　兼かね亮すけたちはバルコニーに駆け寄った。


  　千鳥を乗せた巨鳥は、夜の霧雨を浴びながらふらふらと蛇行し、墜落してゆく。


  　マンション一二階もの高さから、双頭川の水面に消えた。


  



  
    ×　　　×　　　×

  


  



  　覚悟はあるかと、一いち郎ろうは兼亮に言った。君に、命を賭とす覚悟はあるのかと。


  



  　──きゃあうっ！　きゃあうっ！


  　霧雨けぶる河川敷に、小動物の鳴き声が響き渡る。


  　今にも雨音に掻かき消えてしまいそうな悲痛な叫びに、兼亮は耳を澄ませる。


  　──きゃあうっ！


  　その声は兼亮たちを呼んでいるかのように、時折途切れながらも響き続ける。


  　兼亮たちはテレビの液晶画面から現実世界へ逃れたあと、すぐにマンションを出て、河川敷へと走った。


  　千鳥は赤いクチバシの巨鳥と共に、双頭川へ転落した。バルコニーから見た限り、夜景を映す水面から、現実世界へ抜けたようだった。


  　変身能力を解除した兼亮は、聞こえるフェレットの鳴き声を辿たどって、河川敷を走る。


  　日が沈んだばかりだというのに、外灯のない河川敷はだいぶ暗くなっていた。気を付けなければ砂利に足を取られてしまう。


  　一〇月の終わりに降る雨は冷たい。雨降る河川敷に人ひと気けはない。


  　河川沿いを走っていた伊い吹ぶきが、「いたぞ」と声を上げた。兼亮がその背中を追い、遅れて月つき夜よが駆けてくる。


  　川の中央付近、黒光りする水面に、真っ白なフェレットがぼんやりと見える。川に流され遭難しているかのように、フェレットは声を上げ続けている。


  　フェレットが足場にしているのは、カーディガンだった。鳴いては水に潜り、泳ぎながら千鳥の体を引っ張る。しかし小さい体では推進力が足りず、途方に暮れて再び鳴き始める。


  「……嘘うそだろ」


  　兼かね亮すけは、全身の力が抜けるのを感じた。


  　鏡の中のものは、現実に持ってくると消えてしまう。それは怪物とて同じなのだろう。川の水面を鏡の代わりとして現実世界に戻った巨鳥は掻き消え、丸呑のみにされたスノーホワイトだけが、現実に戻ってきたのだろう。


  　生い駒こま千ち鳥どりは、スノーホワイトを助けだした。だがその代償は、あまりに大きなものだった。


  　目の前の光景に兼亮の身は竦すくみ、膝ひざが震ふるえる。


  「千鳥っ」


  　水面に浮かぶ千鳥の体へ腕を伸ばし、月つき夜よは躊躇ためらいもなく冷たい川の中へと入ってゆく。


  「オオカミっ！　月夜さんを押さえてろ」


  　体育着を脱ぎ、トランクス一枚となった伊い吹ぶきが兼亮に叫んだ。


  「……」


  「おい、笠かさ木ぎ兼亮っ！　しっかりしろ！」


  　はっと我に返った兼亮は、水みず飛沫しぶきを上げて川へ侵入してゆく月夜を後ろから押さえた。


  「ま、待ってください、帯おび刀なたさん」


  「離してっ」


  　その細い体のどこにそんな力があるのか。強い力を、兼亮は必死に押さえ込む。


  「落ち着いてください！　笹ささ森もりが今、飛び込みました。あいつが連れて来ますから」


  　足が縺もつれて、兼亮は月夜ごと尻しり餅もちをつく。水の冷たさが尻に触る。


  　伊吹が派手な水飛沫を上げ千鳥に向かって泳いでゆくのを見て、月夜はやっと、暴れるのをやめた。


  



  　胸を押される痛みと月夜の声に、千鳥は薄く目を開いた。口元から、大量の水が溢あふれる。


  「──千鳥っ」


  　頬ほおに触れるのは何かと考えた。


  　蒼あおい瞳から零こぼれ落ちる水滴を見上げて、ああ、これは涙なのだと知る。


  　千鳥は河川敷に横たわっている。痛みはなかった。ただ、キンとした冷たさが体中を包んでいた。


  「千鳥。千鳥」


  　月夜は千鳥の頭を抱き、名前を呼び続ける。その表情は、強こわ張ばったまま。ただ流れ続ける涙が、悲痛な感情を湛たたえている。


  「あん……たも、泣くんだ、ね」


  　千鳥は生気を失った唇くちびるを震わせ言った。


  「スノー……は？」


  　千鳥の声に応えるように、胸の上に乗っていたスノーホワイトが、千鳥の頬へ額ひたいを擦こする。


  「スノー。よかった……」


  「生い駒こまさんを助けようと、ずっと鳴き続けてました。俺たちが生駒さんを見つけられたのは、この子のおかげです」


  　月つき夜よの側に膝ひざを付き、兼かね亮すけが千ち鳥どりに説明する。


  「……兼亮」


  　兼亮の顔を見て、千鳥は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


  「見た……？　守った、よ。あたし……ちゃんとスノーを守った」


  「見ました。……あんなの、誰も真ま似ねできませんよ」


  　兼亮は何度も頷うなずき、千鳥に応えて笑顔を作る。


  「……勝ったよね、ママに。あたし、ママよりも、いいお母さんだったよね」


  「……ええ。いいお母さんでした」


  「ね？　でしょ？　いひひ。……勝ったのに、なあ」


  　口をいの形にして笑う千鳥の瞳に、じわりと涙が滲にじむ。


  「悔しいなあ。これからスノーと……幸せになるはずだったのに、なあ」


  　ずっと我慢していた涙が、頬ほおを伝って零こぼれた。スノーホワイトが涙を懸命に舐なめ取る。


  　千鳥に力は残されていない。


  　見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。血の気が引き、呼吸が浅い。垂らした右腕に至っては、見る影もなく焦こげてしまっている。


  　月夜が千鳥の頬を撫なでて呟つぶやく。


  「どうしよう……。どうしよう」


  　常に感情の起伏を見せず、諦観する立場にあった月夜が冷静さを失っていることは、兼亮にも大きな動揺を与える。


  「どうしよう、言葉が、消えていく。読めないよ。千鳥の声が、聞こえない──！」


  「……笹ささ森もり、救急車だ。ケータイで呼んでくれないか」


  　兼亮は呟いた。自分の携帯電話は水に濡れてしまい使えない。


  「ケータイは鏡ん中にジャージごと置いてきちまったよ」


  　伊い吹ぶきは焦じれったそう言って、声を荒らげる。


  「くそっ！　どっかで電話借りてくる」


  「いや、必要ない」


  　そう言ったのは、入院服に半はん纏てんを羽織った、村むら瀬せ一いち郎ろうだった。いつの間にやって来たのか、ビニール傘がさを差し、ぽつぽつと雨音を鳴らしていた。


  　一郎の言葉に、兼亮は立ち上がる。


  「……必要ない？　何言ってんですか」


  　睨にらみ付ける兼亮を無視し、一郎は月夜を見下ろす。


  「……迂う闊かつだな、帯おび刀なた月つき夜よ。思考が止まってしまったのかい。冷静さを欠くくらいなら、仲間など作らないことだ」


  「……」


  　月夜は千ち鳥どりへ視線を落としたまま、微動だにしない。


  「……何の話してるんですか、こんな時に。早く生い駒こまさんを病院に──」


  「僕は、必要ないと言ったんだよ」


  「はあ？　見捨てんのかよ!?　仲間じゃないのか」


  　川音に兼かね亮すけの怒号が混ざる。


  　兼亮の問いに答えたのは一いち郎ろうではなく、月夜の方だった。


  「そうは言ってないよ、笠かさ木ぎくん」


  「……？」


  　月夜は俯うつむいたまま、腕を擦こすって涙を拭ふく仕草をする。


  「……ありがとう、村むら瀬せくん。冷静になった。〝乙おと姫ひめ〟は、いる？」


  「もちろん」


  　兼亮に傘かさを押し付けた一郎は、その腕を半はん纏てんの左ポケットへ入れる。取り出したのは両手を後ろ手に縛られ、口をガムテープで塞ふさがれた円えん城じよう色いろ葉はだった。


  「んんっ！　んー！」


  　テープを剥はがされた直後に、色葉は喚わめいた。


  「痛いっ！　離せっ！　誰かー！　ここに誘拐犯がい──」


  　だがその声は、一郎によって喉のど元もとに突き付けられたナイフに止められる。


  　月夜の前に座らされた色葉は、その膝ひざ元もとに横たわる千鳥に気付いた。胸元のフェレットを抱いて、千鳥は浅い呼吸を繰り返している。


  「……生駒？　どうしたの？」


  「〝円城色葉〟。あなたの力を貸してほしい」


  　無感情なままの蒼あおい瞳で、月夜は色葉を見つめた。


  「〝乙姫〟はひとつの口づけで七年、年齢を吸い取る。七年分の肉体変化を、全て。この七年内に発生した病気や、怪け我がまでも、全て」


  「そうか……」


  　兼亮はようやく、合点がいった。千鳥の年齢を吸い取る。千鳥を死へと至らしめる、この怪我も含めて。


  「能力は死者には使えない。だから〝円城色葉〟。今すぐに、力を貸してほしい」


  「……」


  　月夜はじっと、色葉を見つめて言った。


  「俺からも頼むぜ。友達だろ？」


  　伊い吹ぶきが声をかけると、色いろ葉はは苛いら立だちたっぷりに伊吹を睨にらみ上げた。しかし色葉に、そもそも選択する予知はない。喉のど元もとには一いち郎ろうのナイフが、未いまだ突き付けられている。


  　こちらを見上げるスノーホワイトと目が合って、色葉は嘆息した。


  「……別に。私にしかできないってんならやるわよ。目の前で知り合いが死ぬのなんて、気分が悪いもの」


  　言って色葉は頭を下げて、千ち鳥どりの冷たい額ひたいに唇くちびるを寄せた。


  エピローグ　スノーホワイト


  



  「千鳥、待ちなさい」


  　新聞で包んだマグカップを手に、リビングを出ようとした千鳥は、父親に呼び止められた。


  「……何？」


  　父親はリビングのソファーから立ち上がり、卓上テーブルのビニール袋を持って千鳥へ近づいてくる。身長の高い父親は千鳥を見下ろし、ぶっきらぼうに袋を突き出した。


  「持っていきなさい」


  「……何、これ」


  「向こうは随分寒くなっているそうだ。頑張るのもいいが、体を壊さないようにしなさい。せっかくの海外留学なんだ。風か邪ぜで寝込んでいては損をするぞ」


  「……わかってる」


  　千鳥はビニール袋を手に取り、リビングを後にする。


  



  　自室に戻りドアを閉めた千鳥は、ふうと力を抜いた。大丈夫、あの様子ならバレていない。


  「遅いっ！　何か変なもの触ってないでしょうね」


  　丸めた背中にいわれのない文句を浴びる。振り返ると、おさげの少女が机の前の椅い子すに座っている。腕を組み、足を組んでふんぞり返る様は実に偉そうだ。


  　兼かね亮すけは変身を解いて、今一度溜ため息いきをついた。


  　少女の肩から、スノーホワイトが顔を覗のぞかせる。短いスカートにニーソックス。見た目の年齢よりも少々大人びた格好をしている彼女が、生い駒こま千ち鳥どりの一〇歳の姿だった。


  「嫌いやだったら、マグカップなんて取りに行かせないでくださいよ。買えばいいじゃないですか」


  「これはお気に入りなの！　ホットミルクは、このマグカップが一番美お味いしく飲めるのよ」


  　兼亮からコップを受け取った千鳥は、新聞紙の包みを開いて満足げに微ほほ笑えんだ。


  　コップの表面には、つぶらな瞳のウサギの顔が描かれている。どこかで見たことがあると思ったら、かつて月つき夜よが差していた傘かさにも描かれていた顔だ。何だこれは。流は行やっているのか。


  「もう無駄に変身はできませんよ。一日に何度も変身できるわけじゃないんですから」


  「わかってる」


  「あ、と。それから、これ、お父さんから」


  　兼亮が差し出したビニール袋を、千鳥は訝いぶかしげに受け取った。


  「……何、これ」


  「さあ。向こうは寒いからって」
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  　袋の中に入っていたのは、様々な防寒具だった。そのひとつを、千ち鳥どりは取り出した。新品の腹巻き。深緑色の、超絶ダサいやつだ。


  「いらないんだけど」


  「着てあげましょうよ。ああ見えて心配してるんだと思いますよ。トロントの気候までさり気なく調べたりして、さ」


  「……」


  　千鳥は乱暴に腹巻きを袋に戻し、それを旅行用カバンの隙すき間まへねじ込んだ。


  　千鳥は明日、推薦留学のため、カナダのトロントへ向かうことになっている。毎年行われる夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の姉妹校への留学に突如欠員が出て、父親に内緒で志願していた千鳥が、繰り上がりで選ばれたのだ。それも、緊急に。


  　それが帯おび刀なた家に仕える、〝すごいメイド〟が用意したシナリオだった。


  　緊急、の辺りにいささか無理を感じるが、このメイドはどこから連れてきたのか幾人もの外国人を雇い、いくつか芝居を打って企画を通してしまったらしい。


  　──夕陽ヶ丘高校は、帯刀家の要求を無視することはできないから。


  　そう言った月つき夜よの言葉に兼かね亮すけは大おお仰ぎようなものを感じたが、実際に理事長自ら生い駒こま家を訪問し、留学についての書類を纏まとめてしまったと知っては、帯刀家の力にひれ伏すしかなかった。


  　留学が決まったのはなんと、二日前だ。千鳥が小さくなったのが三日前だから、小さくなったその翌日に、メイドは動き始めたのだろう。


  〝すごいメイド〟とは聞いていたが、確かにできる。兼亮はこの三日間で何度か千鳥に変身しており、その際に何度か、このメイドと会う機会があった。話したのは数えるほどだが、頭の回転が速く、それ故ゆえに冷たい印象のある人だった。


  「荷物ったって、そんなにないのよね。今ある服は着られなくなっちゃったし」


  　千鳥は今日、帯刀家に泊まり、明日の朝、カナダへ発つ。もちろんそれは表向きの予定で、実際はそのまま帯刀家の居い候そうろうという形で留とどまることになる。煮に雪ゆき日ひ和よりと同じように、千鳥はこれから月夜と共に暮らすのだ。


  　これから、カナダ留学実行委員に扮したメイドが千鳥を迎え、父親に最後の挨あい拶さつをする手はずとなっている。


  「あ。そういえば、生駒さん」


  　何を持っていこうか部屋を見回す千鳥に、兼亮は言った。


  「ほら、あれ。あの、歩くやつ」


  「歩くやつ？」


  「ええ。あの歩くちん──」


  「ああああっ！　何？　それが何？」


  「あれ、帯刀さんにあげてしまいました」


  「……は？」


  「ブレザーに入ってたんですよね。あの日、生い駒こまさんが子供になった日、この部屋で咄とつ嗟さにクローゼットへ隠れたじゃないですか。あの時に入れてしまったんじゃないかな。で、こんな気持ち悪いの早々に返そうとショルダーバッグの中に入れておいたんですが……」


  　兼かね亮すけは思い返す。


  　昨日、学校へ来た月つき夜よに渡そうとしたのは、千ち鳥どりから預かった〝時計うさぎ〟のフィギュアだ。カフェ『ハンプティ・ダンプティ』で月夜が見入っていたフィギュアである。


  「生駒さんから、プレゼントがありますよ。きっと喜びます」


  「千鳥から……？」


  　兼亮がバッグから取り出し、月夜の手の平に乗せたそれは、フィギュアではなく、歩くやつだった。迂う闊かつにも、間違えてしまった。


  「ぅおわっ！　あ、と、それじゃなくて」


  　慌ててバッグを漁る兼亮の側で、月夜は無表情のまま、両手の平に乗せたそれを見つめた。


  「……ありがと。大切にする」


  「!?」


  　月夜の表情は相変わらず固いままだったが、どこか嬉うれしそうでもあった。


  「……夢中になってねじ巻いてる姿を見てると、返せって、何だか言い出しにくくなって」


  「あんたが悪いんじゃん！」


  「あの人意外と、そっち方面は疎うといんですね。あの感じは、きっとあれがどんな卑ひ猥わいなものを模しているのか、気付いてないですよ。保健体育がマイブームだって言ってたのになあ」


  「連想できないんじゃないの？　あれが足付きで歩くなんて思わないでしょ」


  「ちなみに〝時計うさぎ〟もそのあと渡しました。俺からのプレゼントということで」


  「言うからなっ!?　歩く方があんたからだって、言ってやるわ」


  　ふうふうと息を荒らげたちび千鳥はベッドに腰を下ろし、呼吸を整えてから呟つぶやく。


  「……あれが何なのか知ったら、嫌われちゃうわよ、あんた」


  「まずいかなあ。まあ、今さらですよ」


  　少し間を置いて、千鳥は言った。


  「……好きなんでしょ？」


  「え」


  　驚き、兼亮が視線を送ると、千鳥はあの日のように、ウサギのぬいぐるみを抱いて顔を赤くしている。体のサイズが小さくなっている分、絵になっているな、などと兼亮は思う。


  「だーかーらっ、好きなんでしょ。月夜のこと」


  「……いや、わかりません」


  「そうなの？」


  「好きも何も、俺はあの人のことほとんど知りません。最近はやっと、あの無表情から感情がうっすらと読み取れるようになったかな、ってくらいで……」


  　そんなの、好きだからじゃない、と千ち鳥どりは口の中で呟つぶやいた。


  「じゃあ……あんたは。何のために絵本を持つの？」


  「何の、ために……？」


  「そう。ワーストエンドの読み手は、それぞれ絵本を持つ理由があるでしょ。取り憑つかれるっていう危険を冒おかしてでも、能力を手にしたい理由が」


  　千鳥や色いろ葉はは、負けたくないものに負けないために、きいろは自分の存在価値のために。


  　では、兼かね亮すけは何のために？


  　兼亮は自問する。自分はどうして、絵本を持ち続けているのか。


  　ひとり佇たたずむ月つき夜よの後ろ姿を見て、側にいたいと願ったのは事実だ。しかしそれは「守りたい」などと出すぎた感情ではないような気がする。そもそも、今回の件で兼亮は守るどころか、知らず罠わなへ嵌はめてしまった。助けるどころか、足手まといになってしまった。


  「……俺は、瞑つむりのために協力してくれた帯おび刀なたさんを、今度は俺が助けたいと、そう思ってはいますけど……。できれば、側そばにいたいって」


  「……その。〝煮に雪ゆき瞑〟がおかしくなっちゃった原因が、絵本でしょ」


  　ああ、あたしは卑ひ怯きようだ。そう自覚しながらも、千鳥は言葉を続けた。


  「……その絵本を作ったのが、帯刀月夜自身だとしても──？」


  「……え？　それ本当ですか」


  「わかんない。〝先生〟がそう言ったのよ。信じていいのかはわかんない。でも月夜は絵本について教えてくれないし。それだって、自分が作ったものだから、あたしたちには言えないのかもしれない。あたしたちを……騙だましているのかも、しれない」


  「……」


  「謎なぞが多すぎるのよ、あの子は」


  「確かに、そう、ですよね」


  　千鳥はぬいぐるみをきつく抱いて、眉まゆ根ねを寄せた。


  「……あの人、煮に雪ゆき瞑つむり。一週間も取り憑かれていたんでしょ」


  　顔を上げた兼亮を、千鳥はじっと見つめる。


  「実際に取り憑かれてわかった。それって本当に、異常なことよ。あたしはたった数分でも立つことさえできなかった。王妃の声が頭に響くのよ。体を渡せって、楽にしてやるって。心に、直接触られてる感じ。……あたしはもうゴメンだわ」


  「……」


  「でも『竹取物語』を見つけるまで、この体でいなきゃいけないから。それまで絵本は、借り続ける」


  　月つき夜よが言うには。ワーストエンド・シリーズには、治癒能力を持つ悪役ヴイランズがいるらしい。それがワーストエンド・シリーズ一番目の絵本『竹取物語』の〝かぐや姫ムーン・チヤイルド〟だ。


  　その絵本を見つければ、千ち鳥どりに治癒を施ほどこすことができる。年齢を元に戻すのは、その時だ。


  だからそれまで子供の体のまま。千鳥の怪け我がを含む七年間の歳月は、ペットボトルに閉じ込め、月夜が保管しておくことになった。


  　千鳥の絵本を持つ理由は、『竹取物語』を見つけることに変わったのだ。


  　あの日、結局返却できた絵本は、円えん城じよう色いろ葉はの持つ『浦島太郎』だけだった。夏なつ苅かり小こ雨さめには逃げられてしまったらしい。一いち郎ろうは柔和な笑みを浮かべながら、「残念だけど」と言葉を添えてそう報告した。


  　萩はぎ原わらきいろもまたマンションから姿を眩くらましたが、その翌日には何食わぬ顔で教室にいた。「もーにん！」と変わらない様子で声を掛けてくるが、彼女ともまた、対決しなくてはならないだろう。彼女に絵本を渡した、〝先生〟とも。


  　明らかに気落ちした兼かね亮すけを前に、千鳥はじわじわと後悔の念にかられていた。


  　──やっぱり、可愛かわいくない。


  　千鳥は〝自己嫌悪〟にきつく唇くちびるを結ぶ。嫌いやなことを言った。兼亮に、月夜に対する不審の種を植え付けた。そんなことをしても、何の意味もないということはわかっているのに。


  　この感情は何だろうと考える。これは、──嫉しつ妬と？　月夜に嫉妬しているのか。まさか。しかし兼亮が「月夜の側そばにいたい」と、そう言った時は確かに、心がざわついた。


  「あのっ！」


  　顔を上げた兼亮から隠れるように、千鳥はぬいぐるみに顔を埋うずめる。


  「ごめっ……ご、ごめん」


  「何が？」


  「変なこと言ったわ。月夜は、あたしを助けてくれたのに。嫌な、嫌な女だとかっ、思ったでしょ」


  　恐る恐る顔を出した千鳥の瞳に、頬ほおを緩ゆるませる兼亮の顔が映る。


  「……可愛いなあ」


  「ひゃっ！　なな何を言い出すのよ突然」


  「いやあ、女の子がぬいぐるみ抱いて顔赤くしてるのって、いいなあって。生い駒こまさん、もうずっとそのままでいればいいのに」


  　きっ、と千鳥は兼亮を睨にらみ付けた。ああ、そうだこいつは、〝少女嗜し好こう〟のオオカミだった。


  「このっ、ロリコンっ！」


  　投げ付けられたウサギのぬいぐるみをキャッチして、兼亮はしれっと弁解した。


  「〝少女嗜好〟が性的なものとは限りませんよ。例えば、ロリコンなどと言われてる光源氏が一ひと目め惚ぼれした〝紫の上〟だって、今の千鳥さんと同じ一〇歳くらいの年齢でしたが、彼は毎晩〝紫の上〟と同じ布ふ団とんで眠っておきながら、手は出してません。……手を出したのは彼女が一四歳くらいの時です」


  「出してんじゃん、結局」


  「……じゃあ、ルイス・キャロルだってアリスと同じくらいの子のヌード写真を撮ってはいますが、官能としてではなく、あくまで少女の持つ純真さを表現した芸術……だと、思うけどなあ。実際カメラの腕はなかなかのものですよ」


  「誰よ、それ」


  「え、『不思議の国のアリス』の著者ですよ。ルイス・キャロル。アリス・リデルは実在するんです。そのアリスにせがまれて、彼は物語を作ったんですから」


  「知らない。『不思議の国のアリス』だって、何となくしか」


  「〝時計うさぎ〟のフィギュア持ってたのに」


  「話知らなくったって、可愛かわいいのには惹ひかれるわよ。……本は読まないの。必要最低限のものしか」


  　教科書や、課題図書。必要であれば、学習のために読んだ。しかし趣味や娯楽として、本を読む習慣はなかった。雑貨の満ちる千ち鳥どりの部屋の本棚には意外にも、教科書や参考書ばかりだ。


  　活字にはどうしても、〝学ぶ物〟という印象を受ける。楽しんで読んだことはない。


  「もったいない。面白いのに」


  「……じゃあ、読んでみる」


  　もじもじと俯うつむいて、千鳥は呟つぶやく。


  「……あんた、持ってるわけ？」


  「持ってはないけど、文芸部の部室にありましたよ」


  「じゃあ、行く」


  「その体で？」


  「鏡使えば忍び込めるわよ。部室に姿見、用意しといてよね」


  　子供になってしまった今、時間はたっぷりあるのだ。これからはもう少し、力を抜いていこうかと思う。この世は、敵だらけではないことを知ったから。頑張っている自分を応援してくれる人がいる。それだけで心は少し、楽になる。


  　千鳥は机の引き出しから、髪飾りを取り出した。ダリアを模した銀色の髪飾りは、母親から貰もらったあの日と同じように、輝いている。


  　母親の言葉は、今でも耳に残っている。


  　──ほら、小さなお姫さまみたい。


  　振り返った千鳥の身長から見える光景は、七年前と同じ高さ。母親がいた頃と同じ光景だった。この部屋で、千鳥は育った。母親は自身の趣味嗜し好こうに合わせて千鳥を着飾り、千鳥の部屋にも、女の子らしいレイアウトを施ほどこした。


  　母親がいなくなってからは、その母親の揃そろえたキラキラやフリフリを全部捨て、母親の存在を塗り潰つぶすように部屋を飾った。がむしゃらに掻かき集めた雑貨とも、今はひとまずのさよならだ。


  　髪飾りだけは、持っていくことにした。ずっと逃げ続けていた母親の面影を、敢あえて胸に抱いだく。大丈夫、怖くはない。自分は彼女を、乗り越えたのだから。


  　肩に乗ったスノーホワイトが千ち鳥どりの頬ほおに額ひたいを寄せた。千鳥は笑顔で、それに応える。


  「やっぱ生い駒こまさんは、笑ってる方が可愛かわいいですよ」


  「う、うるさいっ」


  　兼かね亮すけが言うと、千鳥はむすっとして頬を赤らめた。


  



  「お父さん！　迎え来たみたいだから、中に入れるよ」


  　チャイムを合図に部屋を出た千鳥は、リビングの父親へ声をかけた。


  　玄関に立ち、ドアノブに手を掛ける。


  　千鳥は──千鳥に変身した兼亮は、瞬間的に、さっきの千鳥の声を思い出した。


  　──絵本を作ったのが、帯おび刀なた月つき夜よ自身だとしても──？


  「……」


  　考えていても仕様がない。


  　ただでさえ月夜は思考を読む。自分の不審を悟られて、距離を取られたくはない。


  　思い直して兼亮は、さっき見た千鳥を真ま似ねて笑顔を作った。


  　ドアノブを握り、ドアを開く。


  　一体何のために絵本を持つのか。兼亮はまだ、その答えを見つけられずにいる。


  　あとがき


  



  　こんばんはカミツキレイニーです。


  　四か月ぶりです。もう冬ですね。メリークリスマス。皆さまお元気でしたでしょうか。僕はあまり元気ではありません。あとがきが苦しいのです。


  　今やっと四行目ですが、これだけで二時間経たってます。一体どうして。記憶がない。


  　筆の遅さが悩みの種です。


  　本編にいたっては、夏の熱気に「あちぃあちぃ」と悶もだえながら書き始めたのに、いつの間にか「さみぃさみぃ」と木枯らしに震ふるえておりました。あれ、秋どこいった。記憶がない。


  　遅筆のぶん時間をかけねばノルマがこなせず、最近はもっぱら喫茶店に籠こもっていました。


  　何も言わなくてもいつもの席へ通されるようになり、コーヒーしか頼まないためメニュー表が出されなくなり、初老の店員さんからフランクにタメ口で話し掛けられた時には、温かいものさえ感じました。人と話すのも……、久々だったから……。


  



  　謝辞を。


  　今回もキムラダイスケ先生の絵にモチベーションを上げていただきました。ラフ画を見るのが楽しみで仕方ありません。「兼かね亮すけに両りよう頬ほほを引っ張られ、無理やり笑顔にさせられてる月つき夜よ」が大のお気に入りです。惜しむらくは、本編にそのシーンがないことだけです……。


  　担当の濱はま田ださんには前巻以上にお世話になりました。もうあんなにもギリギリになってシーンを書き換えたり、章タイトル変えたり、名前を変えたり、しないよう気をつけます。もしまたしてしまったら、あの、その、よろしくお願いします。にやり。


  



  　そして本書を手に取ってくださった皆さまへ、ありがとうございました。


  　おかげさまで二巻目を刊行することができました。未だ頼りない主人公がどう成長を遂げるのか、これからも見届けていただければ幸いです。


  　夜が明けてきました。どうすれば速筆になれるのでしょうか。太陽が眩まぶしい。


  　それではまた、あわよくば数か月後に。よいお年を。


  
    カミツキレイニー

  


  



  



  



  　創作にあたり、『初版グリム童話集２』（吉原高志・吉原素子訳、白水社）、『新版・白雪姫コンプレックス──コロサレヤ・チャイルドの心の中は……──』（佐藤紀子著、金子書房）を参考にさせていただきました。
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